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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

•k 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
いまず。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていただをたいことでず。 

成 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とでず。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などをおしてい 
ます。 

(〇ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちあることを示しています。 



お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれ 
ている場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオに関しては、別冊の r オー 
ディオシステム取扱説明書」をご覧 
<ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;>< ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アームレスト . 97 


アームレスト . 97 

アダフティブブレーキランプ . 157 

安をのために . 13.44 

オートマチック車の取り扱い . 17 

警告ラベル . 13、44 

健康を害する物質について . 44 

モ供を乗せるとき . 16 

こんなことにをミ主意 . 18 

診断ソケット . 14 

走イする前に . 14 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 • 13 

インジケーター付きバッテ U —. 238 

インストルメントパネル . 22 

ウィンタータイヤ . 211 

ウォッシャー液 . 232 

ウォッシャー液を補給する . 232 

エアコンディシ ヨナー . 138 

AC モード . 141 

除湿モード . 147 

設定温度の調整 . 141 

送風口の還択 . 144 

U アエアコンディシヨナーの 

送風口の自動選択 . 145 

送風□の調整 

サイド送風口 . 143 

中央送風口 . 142 

フ□ントウインドウ送風口/ 

中央送風口（上部）/ 

フ□ント足元送風口 . 143 

U ア上部送風口 . 144 

送風量の調整 . 145 

U アエアコンディシヨナーの 

送風量の調整 . 145 

通常の使いかた ( AUTO モード）•••■140 
ディスプレイ/コント□ールパネル.139 
フ□ントのディスプレイ/ 

コント□—ルパネル . 139 

U アのディスプレイ/ 

コント□—ルパネル . 140 

デフ□スターモード . 146 

内気循環モード . 147 


余熱ヒーター/ベンチレーシヨン...148 


エアバッグ . 34 

エマージ王ンシーキーでの解錠/施錠 *292 

助手席ドアの解錠/施錠 . 292 

エンジンオイル . 232 

エンジンオイルの量を点検ずる . 232 

エンジンオイルを補給する . 233 

使用するエンジンオイル . 214 

エンジンオイルの消費 . 198 

エンジンスイッチ . 57 

ステア U ング□ック . 58 

タッチ スター ト . 57 

エンジンの始動 . 151 

エンジン番号 . 303 

エンジンルーム . 227 

オイル•液類 . 307 

オイル•液類/パ’ッテ U-. 213 

エンジンオイル . 214 

オイル-液類に関ずるま意 . 213 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 216 

燃料 . 215 

ブレーキ液 . 213 

冷却水 . 215 

オイル-液類に関ずるま意 . 213 

応急用スペアタイヤに交換ずる 
(AMBIENTE long) . 276 

応急用スペアタイヤの取り付け . 279 

ジャッキアップ . 277 

ジャッキダウン . 279 

タイヤ交換の準備 . 277 

ホイールボルトの締め付け . 281 

応急用スペアタイヤの取り出し/収納 *243 

応急用スペアタイヤを収納ずる . 245 

応急巧スペアタイヤを取り出す . 243 

才ートマチックトランスミッション •••• 159 

安全上のミち意事項 . 159 

セレクターレバー . 160 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 216 

才ーフン/ク□—ズ . 50 

エンジンスイッチ . 57 

キー . 50 
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スライディングドア . 60 

スライディングルーフ . 74 

セントラルドア□ック . 53 

テールゲート . 68 

電動デュアルスライディングドア…… 61 

ドア . 58 

パヮーウインドウ . 70 

U モコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レーシヨ ンウインドウ、 
スライディングルーフを開閉する…… 56 



が装 

スライディングドアの手入れ . 221 


カップホルダー . 194 

可変スピードリミッター . 170 

巧変スピード U ミッターの使いかた- 172 

環境保護について . 13 

寒を時の取り扱い . 209 

ウィンタータイヤ . 211 

スノーチェー ン . 212 


故障 データ . 20 

子供を乗せるとき . 39 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 42 

純正チャイルドセーフティシート…… 41 

チャイルドセーフティシート . 40 

チャイルドプルーフ□ック . 42 

ル物入れ . 186 

グ□—ブボックス . 188 

サードシートのル物入れ . 189 

サングラスケース . 189 

ステア U ング下部のル物入れ . 187 

センターコンソール下部のル物入れ- 187 
センターコンソール上部のル物入れ- 187 

ドアのル物入れ . 186 

灰皿下部のル物入れ . 188 

コント□—ルパネル . 25 

前席上ち . 26 

センターコンソール . 25 

ドア . 26 

こんなことにも ミ 主意 . 18 


キ. . 50 

U モコン機能 . 51 

U モコン機能の設定切替 . 52 

□ケイターライティング . 52 

キーの電池交換 . 290 

キーの電池を点検する . 290 

電池の交換手順 . 291 

救急セット . 242 

クルーズコント□—ル . 167 

クルーズコント□ールの使いかた ••-168 

警告ラベル . 13.44 

けん引 . 296 

けん引されるとを . 297 

けん引時のま意 . 298 

けん引フックの取 0 付け位置 . 297 

車両を運搬ずる . 299 

说かるみからけん引ずるとを . 298 

健康を害する物質について . 44 

故障/警告メッセージについて . 251 


故障/警告メッセージを表示させる -252 



ヴードシート（ベンチシート） . 90 

折0たたんだヴードシートを 

元の位置に戻す . 94 

サードシートを折りたたむ . 92 

ヴードシートを調整ずる . 90 

サードシートを取り付ける . 95 

サードシートを取り外す . 94 

サイドビューカメラ . 174 

サイドビューカ方ラの位置 . 176 

サイドビューカ方ラの映像 . 177 

サイドビューカ方ラの作動 . 176 

洗車ずるときのを意 . 176 

Tt - i ち 种 、，ろ.シ—卜 . 84 

折りたたんだシートを元に戻す . 88 

シートの調整 . 85 

シートを折りたたむ . 87 

シートを取り付ける . 89 

シートを取り外ず . 89 

シート . 81 

アームレスト . 97 
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サードシート（ベンチシート） . 90 

左ち独立式シート（セカンドシート/ 

ヴー ドシート） . 84 

シー トヒ ーター . 98 

フ□ントシート . 81 

へッ ドレスト . 96 

シートの配置 . 203 

シート配置の例 . 204 

シートヒーター . 98 

シー トべ J レト . 29 

シートベルト着用警告 . 32 

シートベルトの着用 . 31 

視界の確保 . 134 

フ□ントワイパー . 134 

へッドランプウォッシャー . 137 

I 」アデフォ ッガー . 138 

U アワイパー . 135 

事故-故障のとき . 240 

室内装備 . 184 

12 V 電源ソケット . 196 

カップホルダー . 194 

ル物入れ . 186 

収納式センターテーブル . 190 

灰皿 . 184 

ライター . 185 

車がランプ消灯遅延機能 . 127 

車載工具/ジャッキ . 241 

車載工具 . 241 

ジャッキ . 241 

車載バッテ U— の電圧/容量 . 238 

車載品の収納場巧 . 240 

応急巧スペアタイヤの取0出し/収納 

. 243 

救急セット . 242 

事故.故障のとき . 240 

車載工具/ジャッキ . 241 

タイヤ U ペアキット . 243 

停止表示板 . 242 

非常信号用具 . 240 

車台番号 . 303 

車巧 

ウインドウ内側の清掃 . 219 


オーディオの清掃 . 219 

シートベルトの清掃 . 218 

ステア U ングおよびインテ U アト U ムの 

清掃 . 218 

車両データ . 304 

積載荷物の制限重量 . 307 

タイヤ空気圧 . 304 

タイヤサイズ . 306 

ホイールボルトの締め付けトルク••••306 

車両に保巧されるデータ . 20 

故障データ . 20 

収納式センター 子 —ブル . 190 

センターテーブルのル物入れ . 193 

センターテーブルの前後位置の調整 •• 191 

センターテーブルの高さ調整 . 191 

センターテーブルの取0付け . 190 

センターテーブルを取0外ず . 193 

テーブル天板の展開/収納 . 192 

純正部品/純正アクセサリー . 302 

乗員安全装備 . 28 

SRS (乗員保護補助装置） . 32 

テ供を乗せるとき . 39 

シー トべ J レト . 29 

棄員保護装置 . 28 

乗員保護装置 . 28 

乗降用ランプ . 133 

診断ソケット . 14 

ステアリング . 99 

ステア U ングスイッチ . 105 

スノーチェーン . 212 

スピードメーター . 103 

スライディングドア . 60 

スライディングドアを解錠/施錠ずる61 

スライディングドアを開閉ずる . 60 

スライディングルーフ . 74 

スイッチで開閉でをないとを . 78 

スライディングルーフのリセット……78 

ブラインド . 78 

フ□ントスライディングルーフ . 75 

I 」アスライディングルーフ 
(後席からの操作） . 77 
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U アスライディングルーフ 
(前席からの操作） . 76 

積載荷物の制限重量 . 307 

設定温度の調藝 

U アエアコンディシヨナーの 

設定温度の調整 . 141 

セレクターレバー . 160 

運転のヒント . 162 

シフト位置表示 . 160 

ティップシフト . 161 

センターコンソール . 24 

セントラルドア□ック . 53 

車速感応ドア□ック . 55 

ドア□ックスイッチ . 53 

走行 . 163 

ASR . 164 

ESP ⑩ . 165 

ヒルスタートアシスト . 163 

走行時のミち意 . 153、198 

エンジンオイルの消費 . 198 

冠水した道路の走行 . 153 

ステアリング . 153 

冬期の運転 . 153 

慣らし運転 . 198 

燃料供給停止機能 . 153 

雪道や凍結路面の走行 . 154 

走行装備 . 167 

可変スピードリミッター . 170 

クルーズコント□—ル . 167 

サイドビューカ六ラ . 174 

パークトロニック . 178 

走行と停車 . 150 

エンジンの始動 . 151 

エンジンの始動 . 151 

走行時のを意 . 153 

走行の準備 . 150 

走行の前に . 150 

停車/エンジンの停止 . 154 

発進 . 152 

走行の準備 . 150 

車内の点検 . 150 

車外の点検 . 150 

走行の前に . 150 



タイヤ空気圧 . 304 


タイヤ空気圧 . 304 

タイヤサイズ . 306 

応急用スペアタイヤ . 306 

標準タイヤ . 306 

タイヤとホイール . 45 

再生タイヤ . 47 

タイヤ/ホイールの交換 . 47 

タイヤ/ホイールの保管 . 48 

タイヤ空気圧 . 45 

タイヤの寿命 . 46 

タイヤの損傷 . 46 

タイヤの点検 . 46 

タイヤの摩耗 . 46 

タイヤ□—テーション . 47 

タイヤ U ペアキット . 243 

タイヤ□—テーション . 47 

タコメーター . 103 

化車のバッテリーを電源としてさ台動ずる293 
エンジン始動のちま . 294 

チャイルドセーフティシート . 40 

通常の使いかた （AUTO モード） 

エアコンディショナー 

U アエアコンディショナーの 

作動と停止 . 140 

停止表示ホ反 . 242 

停車/エンジンの停止 . 154 

テールゲート . 68 

テールゲートを解錠/施錠ずる . 70 

テールゲートを開閉ずる . 69 

電球/ヒューズの交換 . 281 

電球の交換 . 281 

ヒューズの交換 . 284 

電球の交換 . 281 

電球の位置と種類 . 283 

電動デュアルスライディングドア . 61 

キーによる操作 . 67 

左ち B ピラーのスイッチによる操作 •• 6己 
左ち B ピラーの□ック解除ボタン 

による操作 . 66 

車外のドア八ンドルによる操作 . 65 
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車内のドアグリップによる操作 . 66 

スライディングドアを解錠/施錠ずる68 
センターコンソールのスイッチによる操作 

. 64 

センターコンソールのスイツチの表示火了 


. 63 

挟み込み防止機能 . 63 

F7. 58 

ドアの解錠/施錠 . 59 

ドアの開閉 . 58 

ドアミラー . 101 

施錠時のドア S ラーの格納 . 102 

ドアミラーの角度調整 . 102 

ドアミラーの格納/展開 . 102 

盗難防止警報システム . 79 

トラブルシユーテイング . 247 

運転装置 . 264 

エンジン . 262 

オートマチックトランス S ッシヨン • • 263 

キー . 265 

警告音 . 261 

故障/警告方ッセージ . 253 

イラスト方 ッセー ジ . 256 

テキスト方 ッセー ジ . 253 

故障/警告方ッセージについて……251 
スイッチやボタンの表示口 /警告好- 260 

燃料と燃料タンク . 269 

へッドランプ/方向指示灯 . 268 

乂ーター) ネルの表示巧/警告灯 • • • 247 
ワイパー . 268 

慣5し運起 . 198 

日常の手入れ . 217 

外装 . 219 

ウインドウの清掃 . 220 

高圧式スプレーガンの使用 . 221 

自動洗車機の使用 . 222 

パークトロニックセンヴーの手入れ220 

ランプ類の手入れ . 221 

ワイパーブレードの清掃 . 220 

車内 . 218 

荷物固定用リング . 205 


着脱式荷物固定巧リング . 206 

荷物の固定 . 207 

ラゲッジネット . 207 

荷物の積み方 . 202 

シートの配置 . 203 

荷物固定用リング . 205 

荷物の固定 . 207 

荷物を積むとをのを意点 . 202 

荷物を積むときのミ主意点 . 202 

荷物を積むとを . 203 

荷物を積む前に . 203 

荷物を積んだあと . 203 

ニユーカーブレート . 303 

燃料 . 215 

燃料消費について . 216 

燃料計 . 104 

燃料残量警告灯 . 104 

燃料の給油 . 199 


1\ 


パーキングブレーキ . 158 

緊急時のブレーキ操作 . 159 

パーキングブレーキ表示口 . 159 

；てーキング□ックの解除 . 293 

パーク ト □ニック . 178 

インジケーター/作動表示灯 . 179 

センサーの感知範囲 . 178 

パークト□ニックオフスイッチ . 181 

パークト□ニックセンサー . 178 

パークト□ニックの作動条件 . 180 

灰皿 . 184 

ヴードシート左ちの灰皿 . 185 

センターコンソールの灰皿 . 184 

発進 . 152 

バッテ U —. 213.235 

バッテ I 」一の位置 . 237 

バッテ U —があがったとき/けん引•••293 

けん引 . 296 

他車のバッテ U —を電源として始動する 
. 293 

バッテ U— の位置 . 237 
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パヮーウインドウ . 70 

ドアウインドウスイッチ . 71 

挟み込み防止機能 . 72 

ベンチ レーシヨ ンウインドウスイッチ • 73 
パンクしたタイヤを修理ずる 

(AMBIENTE Ion 呂測） . 270 

電動エアポンプで空気を入れる . 273 

パンクしたタイヤを修理ずる . 272 

パンクしたとき . 270 

応急用スペアタイヤに交換ずる 

(AMBIENTE long ) . 276 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備270 
パンクしたタイヤを修理する 
(AMBIENTE long 政外） . 270 

ビークルプレート . 303 

エンジン番号 . 303 

車台番号 . 303 

ニューカープレート . 303 

非常信号用具 . 240 

非常 点滅 巧 . 129 

ヒューズの 交換 . 284 

ヒューズー覧 . 286 

ヒューズを交撰する . 286 

補助ヒューズボックス . 28己 

ヒル スタート アシスト . 163 

ブレーキ . 155 

ABS . 155 

BAS . 157 

EBD . 158 

アダプティブブレーキランプ . 157 

パーキングブレーキ . 158 


ブレーキ液 . 213.230 

ブレーキ液の交換 . 231 

ブレーキ液の量を点検する . 230 

フ□ントシート . 81 

手動式シート . 81 

六モ U —付フ□ントノくワーシート……82 

ランバーサポートの調整 . 83 

フ□ントルームランプ . 130 

フ□ント U —デイングランプの 
点灯/消灯 . 131 


フ□ントルームランプの手動点好/消灯" 
. 131 


フロント ルーム ランプの 

点灯モードの切0誓え . 130 

フ□ントワイパー . 134 

へツ ドランプウオツシヤー . 137 


へッドランプ下向さ/上向をの切0替え 
. 128 


へッドランプ照射ち度調整ダイヤル127 


へッ ドレスト . 96 

手動式シート装備車 . 97 

方モ U —付フ□ントパワーシート装備車 
. 97 

ホイールボルトの締め付けトルク . 306 

方向指示 . 128 

ボンネット . 225 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 


聲環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 



車両には警告ラベルが貼付されてい 
ます。警告ラベルには危険な状況を 
回避ずるための情報や、車を安全に 
使用するための情報などが記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で<ださい。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備が備わっていまず。上記の内容 
は、特に安全に関わる作業について当 
てはまります。 

詳し < は整備手帳をご覧 < ださい。 

政下の作業については、必ずルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってくださし、。 

• ま全に関わる作業 
• 点検および整備 
■ 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 
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保証の適用 _ 

車両の操作を行な5とさや車両に損傷 
が発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従って<ださい。指示 
に従わないで発生した車両の損傷に 
ついては、保証の巧象がになりまず。 


診断ソケット _ 

診断ソケットはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモこター情報がリセットされ 
るおそれがありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな<なることがありまず。 


A 警告 

診断ソケットに機器を接続ずると、車 
両システムの作動に影響を及ぼすお 
それがありまず。これにより、車両 
の安全性が損なわれます。また、事 
故の危険性があります。 

診断ソケットには、いかなる機器も 
接続しないで < ださい。 


走た r ずな刖に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることが法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧 < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの冷媒に不足がないか、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡が残っている 
ときは、ずみやかに^ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などが聞こえること 
がありまずが、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さが十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗がない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧が低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤが破裂したり、乂 
災が発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れがありまず。 
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シートのま全確認 

• 走行を開始する前に、セカンドシー 
卜とサードシート、左ち独立式サー 
ドシート*、収納式センターテーブ 
ル*び正しく固定されていること 
を確認してください。正しく固定さ 
れていないと、急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどにそれ 
らび動いたり外れると、柔員び重大 
なけびをずるおそれびありまず。 

• セカンドシートを前方に折りたたん 
だとさは、サードシートに人を乗せ 
て走行しないでくださし、走行中に、 
前方に巧りたたんだセカンドシート 
び動さ、柔員びけびをずるおそれび 
ありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 

シートベルトを着用してくださし、。 

運転席足元に注意 

運転席の足元には、物を置かないで< 

ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 

ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 

でさな<なるおそれびありまず。 


フ□アマットについて 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでき 
な < なるおそれびありまず。 

• 運転席のフ□アマットを使用ずると 
さは、ペダルとの間に十分な空間び 
あり、確実に固定されていることを 
確認してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認して < だ 
ごい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル操 
作を妨げるおそれびありまず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かない5ちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 

ウォー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありま 
せん。エンジンの始動後は、急加速を 
避けて車をウオーミングアップしてく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけラゲッジスペース 
に積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
ように確実に固定してくださし、 
急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のとさなどに荷物が投げ出さ 
れて、乗員がけがをするおそれが 
ありまず。 

• 鋭い角のある物は、角の部分に必ず 
カバーをして < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないで < ださい。 

万一のとさに引火や爆発のおそれが 

あります。 


モ供を乗せるとさ 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさない小さな 
モ供は、チャイルド セーフ ティシー 
卜を使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで < ださい。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに、大人と車の間に挟 
まれて重大なけがをずるおそれがあ 
りまず。 


ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（1>38ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• 子供はセカンドシートまたはヴー 
ドシート（左側席を除<)、左ち独 
立式ヴードシート*に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置に触れ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、セ 
カンドシートまたはサードシート 
(左側席を除<)、左ち独立式サード 
シート * に装着してください。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイル 
ドセーフテイシートを装着し、助手 
席をちっとち後ろの位置にして < だ 
さい。 

• 子供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し<座 
らせて<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して < ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• スライディングドアやテールゲー 
卜、リアスライディングルーフ*、 
ベンチレーシヨンウインドウのチヤ 
イルドプルーフ□ック(>42ページ） 
を活用して < ださい。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやスライディ 
ングルーフ*の開口部から身体を出 
さないよラにミ主意して<ださい。けが 
をするおそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モおだけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
がをしたり、事故の原因になりまず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


才ートマチック車の取り扱し、 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作して<ださい。「走行と停車」ちあ 
わせてお読みください（1>1日0ページ）。 


オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかってい 
るとさ、わレクタ ー レバーが m 
(がに入っていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな<てち車がゆっ<り動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速します。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれが 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認して < ださい。 

エンジンの始動 

セレクターレバーが亡臣]に入っている 
ことを確認し、ブレーキペダルを確実 
に踏んでエンジンを始動しまず。アク 
セルペダルを踏む必要はありません。 

発進 

• エンジンが適正なアイドリング回転 
数になっていることを確認して<だ 
さい。 

• セレクターレバーを HE 、[ E に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んで<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上り坂で発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発造 
して < ださい。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを HE 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないため事故 
につなびったり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを 効ひせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびありまず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車び 
急発造して事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよ5 
とする車を、アクセルペダルを踏 
むことにより停止状態を保たないで 
ください。トランスミッションを損 
傷するおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
パーを EB に入れないで < ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 


駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを [ E に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止して<ださい。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーをか m に戻ずよラに 
むびけてください。 HE に入ってい 
ることを忘れてアクセルペダルを踏 
み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのを意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災び発生ずるおそれび 
ありまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
ごい。炎天下の車内は非雷に高温に 
なるにめ、ライターび発乂した0爆 
発するおそれびありまず。 
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• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車巧に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびあ0まず。 

給油に関ずる注意事項 

給油び自動的に停止したら、それ(上 
は給油しないでください。燃料漏れの 
おそれや、エンジンび不調になったり 
停止するおそれびあ0まず。 

スライディングドアか5の柔降時の 
ま意 

スライディングドアから乗降ずるとさ 
は、乗降ちおよび運転者とをに、後方 
から車両び来ていないことや、周囲の 
状況に危険びないことを確認してくだ 
さい。特にち側スライディングドアひ 
日の乗降時にはま意してください。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 


• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用してくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。故障び発生したとさは、保 
証の対象外になりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外ずとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転をは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になりまず。ま 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さい。 

ナビゲーシヨンシステムは走行中に操 
作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してひら操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限（約 
1秒し U 巧）にとどめてください。 

をびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行なラことび必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保存されにデータは、ま全装備など 
び作動ずるとを、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。 

データを使用して、車両の動さをさか 
のぼって調べることはできません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 
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インストルメントパネル . 22 

メーター パネル . 23 

マルチフアンクシヨンステアリング 

. 24 

センターコンソール . 24 

コント□—ルパネル . 25 



B 賣0>贵贿 








22 


インストルメントパネル 



區■袖 



名祿 

ぺージ 

⑩ 

ランプスイッチ 

123 

⑩ 

へッドランプウォッ 
シャースイッチ* 

137 

⑩ 

コント□ールパネル 
(ドァ） 

26 

⑩ 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

158 

⑩ 

エンジンスイッチ/ 
ステア U ング□ック 

57 

58 

⑩ 

ステアリング 
□ック解除レバー 

100 

⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

158 

⑩ 

セレクターレバー 

151 

160 

⑩ 

ボンネット□ック解 
除レバー 

225 



名称 

ぺージ 

① 

グ□ーブボックス 

188 

③ 

コント□ールパネル 
(センターコンソール） 

25 

③ 

コント □ー ルパネル 
(前席上方） 

26 

④ 

パー クト□ニック* 
インジケーター 

179 

⑥ 

コンビネーシヨンス 
イッチ 

•へッドランプ 

128 


• 方向指示 

128 


• ワイ パー 

13斗 

⑥ 

クルーズコン 卜 □一 

168 


ル/巧変スピード U 
S ッターレバー* 

172 

⑦ 

ステア1」ングスイッチ 

105 

⑨ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

36 

⑨ 

メーターパネル 

103 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を W 6 荒如 











メーター パネル 
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名称 

ぺージ 

⑩ 

メーターパネル照度調 
節ボタン 

104 

⑩ 

燃料給油□位置表示 

199 

⑩ 

燃料計 

104 

⑩ 

燃料残量警告灯 

104 

⑩ 

ESP ® 警告灯 

166 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

105 

⑩ 

SRS 警告灯 

32 

⑩ 

ブレーキ警告灯 

247 

248 

⑩ 

エンジン警告灯 

2已〇 


名称 

ぺージ 

① U セットボタン 

104 

③メンテナンスインジケー 

224 

ター画面表示ボタン 


③スピードメーター 

103 

④ ASR/ESP ⑧表示灯 

166 

⑥方向指示表示灯 

129 

⑧ ABS 警告灯 

1已6 

⑦八イビーム表示灯 

128 

⑨シートベルト警告灯 

32 

⑨パーキングブレーキ表 

158 

お灯 


⑩へッドランプ表示灯 

124 

⑩タコメーター 

103 




メータ-パネル 


をが6荒如 














名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

105 

③ 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

1^11 1 

105 


1 す 1 1 1 

通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

1戸11巧1 

X’ 電話機能びないため使用 
でをません。 

105 

③ 

表示切り替えスイッチ 

1 置 II 宙1 

105 


スク□ールスイッチ 

1 ▲ 11 ▼ 1 

105 



を称 

ぺージ 

① 

センターコンソール上 
部のル物入れ 

187 

③ 

センターコンソールの 
コント□ールパネル 

25 

③ 

ライ ター 

18已 

④ 

センターコンソール下 
部のル物入れ 

187 

⑥ 

灰皿下部のル物入れ 

188 

⑥ 

灰皿 

18斗 


カップホルダー 

194 

⑦ 

オーディオ 

別冊 

⑨ 

エアコンデイシヨナー 
コ ン 卜□ールパネル 

139 


センターコンソール 


ンステアリンク 


7ルチフアンクシ 


ンステアリンク/センターコンソ ー J レ 


24 




をが6荒如 

































名称 

ぺージ 

① 

スライデイングドア 
スイッチ* (左側） 

64 

③ 

1」アワイパースイッチ 

13已 

③ 

1」アデフォッ ガー 
スイッチ 

138 

④ 

非常点滅灯スイッチ 

129 

⑥ 

ASR オフスイッチ 

164 

⑥ 

U アルームランプ/ 

ラゲッジルームランプ 
スイッチ 

131 

⑦ 

スライデイングドア 
スイッチ* (ち側） 

64 

⑨ 

シートヒーター 
スイッチ* (運転席） 

98 

⑨ 

U アルームランプ/ 

ラゲッジルームランプ 
自動点灯モードスイッチ 

131 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 

已3 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 




を称、 

ぺージ 

⑩ 

パークト□こックオフ 
スイッチ* 

181 

⑩ 

テールゲート ウインドウ 
ウォッシャ ー スイッチ 

136 

⑩ 

シートヒ ー タ ー 
スイッチ* (助手席） 

98 


センターコンソール 


ントロ—ル八ネル 


25 


ントロールパネル 


を 3:© 荒如 
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名称 

ぺージ 

① 

U — デイングランフス 
イッチ（ち側） 

130 

③ 

スライデイングルーフス 
イッチ* 

75 

③ 

自動点灯モードスイッチ 

130 

④ 

サングラスケース 

189 

⑥ 

フ□ントルームランプス 
イッチ 

130 

⑧ 

フロント/ U ア切替ス 
イッチ（スライデイン 
グルーフい 

76 

⑦ 

1」ーデイングランフス 
イッチ（左側） 

130 

⑨ 

U アエアコンデイシヨ 
ナーコント□ールパネル 

140 



を It 曾 

巧感泣 



名妳 

ぺージ 

① 

ドアミラー調整-格納/ 
展開スイッチ 

102 

③ 

ドアミラー選択スイッチ 

102 

③ 

ドアウインドウスイッチ 

71 

④ 

ベンチ レー ションウイン 
ドウスイッチ 

73 

⑤ 

チヤイルドプルーフ 
□ ックスイッチ 

44 

⑥ 

モ U —スイッチ* 

83 

⑦ 

ポジションスイッチ* 

83 

⑨ 

シート調整スイッチ* 

82 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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乗員を全装備 . 28 

ま全のために . 44 

タイヤとホイール . 45 


些骗がが 
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乗員ま全装備 



シー トベルトや シー トベルトテン シヨ 
ナ ー、 ベルトフ オース リミッター、エ 
アバッグは、相互に補完ずる乗員保護 
装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、1；(下のことに注意してください。 

• シートやヘッドレストは正しし W な置 
に調整してください（081、96ぺ一 
ジ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい（1>29ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してくださし、 
(>34ぺージ） 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

エアバッグはシートベルトを正し<着 
用しているとさのみ、乗員保護機能を 
高めることがでさまず。しかし、エア 
バッグは組み合わされることで効果 
を発揮する付加的な保護補助装置で、 
シートベルトの代わりになるちのでは 
ありません。エアバッグが装備され 
ていてち、必ず乗員全員がシートべル 
卜を正し < 着用して < ださい。 


エアバッグは、あらゆる種類の事故で 
作動するわけではありません。状況に 
よっては、乗員が正し<シートベルト 
を着用している場合は、エアバッグが 
作動してち乗員保護効果が高まらない 
ことがありまず。 

liTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぎ 
ます。 

A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具なら びに 設備を備えた 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧めしまず。特 
に安全に関わる整備については、必 
ず^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな<なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがありまず。 


磐骗がが 






乗員巧を装備 
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A 警告 

乗員保護装置の下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナー、ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
が作動するレベルに達していてち、 
エアバッグとシートベルトテンショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動す 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないでください。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


ンートヘルト 

シートベルトとチヤイルドセーフテイ 
シート040ページ）は、車内に身 
体を激しくぶつけたり、車がに放出さ 
れる危険から乗員を守ります。 

シートベルトとチヤイルドセーフテイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 


A 警告 

. 乗車するときは、すべての乗員が 
正しくシートベルトを着用してい 
ることを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかつ 
たり、シートベルトのプレートが 
確実にバックルに差し込まれてし、 
ないと、事故などのとさ致命的な 
けがをずるおそれがありまず。 

• シートベルトやバックルがミちれてし、 
たり損傷していると、シートべル 
卜の保護機能が正し < 発揮されま 
せん。 

シートベルトを正しく機能させ、 
損傷を防ぐために似下の点にミ主意 
してください。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの乂など、熱いものを近 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 
• 純正部品し U 外のシー h ベルトは使 
用しないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
ください。 

• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 


摆骗がが 
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乗員ま全装備 


A 警告 

• 子供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
に子供を保護することびでさず、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがありまず。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のモ供は、シートベルトを 
正しく着用ずることがでさません。 
必ずチヤイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 

詳しくは04日ページ）をご覧く 
ださい。 

• 子供がシートベルトを着用ずると 
き■は、着用状態を運転者が確認し 
てください。また、正しく着用で 
さない体格の子供は適切なチヤイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直に近い角度で、柔 
員が上体を起こして座ってし''る場含 
にのみ発揮することがでさまず。絶 
対にバックレス h を大を<寝かせた 
状態で走行しないでください。致命 
的なけがをするおそれがあ0まず。 


A 警告 

シートベルトの機能が十分発揮でさ 

るよラに、じ(下の点にミ主意して正し 

く着用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用して<だ 
さし、。 

• コートなどの厚手のを類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて上半身に密 
着させてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のできるだ 
け低い位置にかけ、絶巧に腹部に 
はかけないでください。必要であ 
れば、シートベルトをかし押し下 
げた後に、引き上げて<ださい。 

• 眼鏡やペン、キーなど、衣類のポ 
ケットに入れたとがった物やこわ 
れやずい物にシートベル h をかけ 
ないで < ださい。事故のとをに、 
シートベルトを損傷し、切れるお 
それがおります。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

. 1本のシートベルトを2人似上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まない 
で < ださい。 


磐骗がが 




乗員巧を装備 
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シートベルトの着用 



肩を通るベルトを上方に引さ、 
体に密着させまず。 


身 


左側フ□ントシート 


シートベルトを着用ずる 

► プレー ト⑤を持って シー トベルト 
をゆっ < り引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをかし 
戻してから、再びゆっ < り引さ出し 
ます。 

► シートベルトにねじれがないこと 
を確認して、肩を通るベルトが肩 
の中央に、腰を通るベルトが腰骨 
のでさるだけ低い位置にかかるよ 
ラにしまず。 

► プレート③の先端をバックル感に 
差し込みまず。 


► 肩を通るベルトが肩の中央にかか 
るよ5にしまず。必要であれば、 
シートベルトの高さを調整しまず。 

A 警告 

シートベルトの高さ調整は、必ず停 
車してパーキングブレーキを効かせ 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 

シートベルトをがず 

► 手でプレート⑤を持ち、バックル 
感の解除ボタン④を押し、シートべ 
ルトをゆっくり巻き取らせまず。 

フ□ントシートベルトの高さを調 
整ずる 

フ□ントシートベルトの高さは4段階 
に調整でさまず。 

シートベルトが首にかかったり、肩か 
らがれたりしないよラに高さを調整し 
まず。 

► 上げるときは、アンカー①をその 
まま押し上げまず。 

► 下げるときは□ック解除ボタン 
©を押しながらアンカー①を下げ 
まず。 

調整後はアンカーが確実に□ック 
していることを確認して < ださい。 


醒骗がが 
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シートベルト 着用警告 


のシートべルト 警告な 

エンジンスイッチを 2 の位置にずると 
点灯し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告灯の異苗でず 
ので、すみやかにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

エンジンスイッチを 2 の位置にしたと 
さやエンジンを始動したとさに、運転 
席の柔員びシートベルトを着用してい 
ないとさは、シートベルト警告灯び数 
秒間点滅し、警告音を鳴りまず。その 
後、警告灯は点灯に変わりまず。 

エンジンびひかっているとさに、運転 
席まには助手席の柔員びシートベルト 
を着用してし、ないと、シートベルト警 
告灯び点灯しまず。 

〇 運転席と助手席の柔員びシートべ 
ルトを着用してし、るとをにエンジン 
を始動したとさは、シートベルト警 
告灯び一瞬点灯しまず。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告び行なわれるこ 
とびありまず。 


走行 中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/hLU 上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員 
びシートベルトを着用していないか、 
シートベルトをバックルから外しにと 
田ま、シートベルト警告灯び点滅して、 
断続的な警告音を鳴りまず。 

警告び開始してから約60秒間走行ず 
ると警告灯は点灯に変わり、警告音ち 
鳴0止みまず。 

また、停車したとさを警告灯は点灯に 
変わり、警告音を鳴り止みまずび、走 
行を再開して走行速度び約 25 km/h lU 
上になると、警告は繰り返し行なわれ 
まず。 

〇 警告が行なわれているとさに走行 
速度が約 25 km / hau 下になると警 
告灯は点口に変わり、警告音は鳴り 
止みまずが、警告が開始されてから 
約6日秒政内であれば、走行速度が 
再び約2日 km/h 上になると警告 
は行なわれまず。 


fSRS (乗員保護補助装置) 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフオースリミッター 
• エアバッグ 


SRs| SRS 警告口 

エンジンスイッチを 1 か 2 の位置にず 
ると数秒間点口しまず。 

エンジンスイッチが 1 か 2 の位置と 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 


磐骗がが 
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A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常が 
発生しています。衝撃を受けてもエア 
バッグや シー トベルトテン シヨナー 
び作動しないおそれや、す意に作動す 
るおそれがあります。ただちにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさに SRS 警告灯が点灯し 
ないとを 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしてから数秒後に SRS 警告灯が 
消打しないとさ 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯が点灯したとさ 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦方向に一定(上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 


〇 事故の状況によってはエアバッグ 
が作動しない場合がありまず。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動ずるわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異な0まず。 

いずれのエアバッグち、衝突の最 
初の段階において検知された衝撃 
の強さや方向などに基づいて作動 
し 9 〇 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
方向は、 iu 下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
. 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 

シートベルトテンシヨナ ー/ ベルト 
フオース IJS ツ ター 


シート ベル ト テン シヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、フ□ン 
トシートのシートベルトに装備され 
ていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車の縦 
方向に大さな衝撃を受けたとさにシー 
トベルトを引さ込み、シートベルトの 
効果を高める装置でず。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 


醒骗がが 
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シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチが2の位置で、 LU 下のとさ 
に作動しまず。 

.SRS に異常がないとさ 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦ち向に急激に一定 iU 上の衝撃を検 
知したとさ 

シー トベルトテン シヨ ナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動する 
と、 SRS 警告口が点口しまず。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、フ□ン 
トシートのシートベルトに装備され 
ています。 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 iiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

A 警告 

シートベルトテン シヨ ナーが作動す 
ると、次に事故が発生した場合は乗員 
保護機能が得られません。そのため、 
作動したシートベルトテン シヨ ナー 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換してください。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄ずるとをは、廃棄専用の処置 
が必要です。分ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼してください。 


〇助手席シートに重い荷物などを 
積んで、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込んでいるとさは、 
助手席シートベルトテンシヨナーが 
作動することがありまず。 

エアバッグ 


A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、似下の点にミ主意して 

<ださい。 

• 乗員全員がシー h ベルトを正し< 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さに 
なるよラに調整してください。 

• 身長 150 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定して<ださい。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
ちに動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあります。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向きに装着して、助手 
席シートをもっとを後ろの位置に 
してください。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。ソラックスヴ 
イドバッグが作動ずる衝撃でけが 
をずるおそれがあります。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 


磐骗がが 
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• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動が妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
お0ます。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくだ 
さい。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物 
を置かないで <ださし、。 

• アシストグ I 」ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で< ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないで< 
ださい。 

• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 


A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、リモコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 


エアバックの作動 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の頭部や胸部への衝撃 
を分散-軽減しまず。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、すり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯が点灯しまず。 

A 警告 

関達部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなっており、火傷 
をするおそれがあります。作動した 
エアバッグは、必ずルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で新品と交換 
して < ださい。 

次に事故が発生した場合は、エアバッ 
グによる乗員保護機能が得られま 
せん。 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありまずが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼暇疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


摆骗がが 
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A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄するとさ 
は、廃棄専用の処置び必要です。 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼してください。 


エアバッグの種類と収納場戸斤 


エアバッグ名 収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステアリング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

ソラックスサイ 
ドパッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 


運転席/助手席エアバッグ 



運転席エアノ（ッグ①/助手席エアバッ 
グ③は、縦ち向からの強い衝撃を受け 
ると作動し、運転席/助手席乗員の 
頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 
エアバッグの作動に関わらず、 liTF の 
ときに作動しまず。 


• 運転席/助手席エアバックの作動 
が、シートベルトによる保護機能を 
高めるとシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 車両の横転などにより、車両の縦方 
向に一定上の衝撃を検知したとさ 

Q 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員 
がいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動ずることがあり 
ます。作動したエアパッグは交換ず 
る必要がありまず。 

ソラックスサイドバッグ 
A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。ソラックスサイ 
ドバッグの作動が妨げられるおそれ 
があ0ます。 



横ち向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のソラックスサイド 
バッグ①が作動し、上体への衝撃を 
軽減します。 


磐骗がが 


• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
I こ一定(上の衝撃を検知したとさ 
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ソラックスサイドバッグは、運転席/ 
助手席エアバッグやシートベルトテン 
シヨナーの作動、シートベルトの着用 
に関わらず、衝突の最初の段階で、横 
方■向に一定政上の衝撃を検知したとさ 
に作動しまず。 

エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグが作動ず 
るとさ 


正面衝突などずのち 
約3日度しツ内の方向から強 
い衝撃を受けたとを 



ソラックスサイドバッグが作動ずる 
とさ 


客室部分に横方向か5強い衝撃を受けたとを 



運転席/助手席エアバッグが作動し 
ないとさ 


後ろから衝突されたとさ 
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運転席/助手席エアバックが作動しソラックスサイドバックが作動しない 
ない場合があるとさ 場合があるとさ 


立木や電柱への 
衝突のとを 




磐紙が化 
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いずれかのエアパツグが作動ずる場合 
があるとさ 



子供を乗せるとを _ 

シートベルトは身長1 50 cm LiLL の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
す。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、適切なチャイル 
ドセーフテイシートを使用してくだ 
さい。 

A 警告 

子供が乗車ずるときは、チャイルド 
プルーフ□ックを設定してください 
0 42ページ）。 

A 警告 

チャイルドセーフテイ シー トを使用 
している場合でを、テおだけを車内 
に残して車から離れないでください。 

• 運転装置に触れてけがをずるおそ 
れがおります。 

• 誤ってドアを開き、事故の原因に 
な0ます。 

• 炎天下では車内が高温になり、熱中 
症を起こすおそれがありまず。 

• 寒;令時には車内が低温になり、命 
にかかわるおそれがあります。 


A 警告 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、1；■(下の 
よラな場含に子供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

• 急 ブレーキ 
• 急な進路変更 
• 事故 

荷物の積み方について、詳しくは 
0202ぺージ）をご覧ください。 


醒骗がが 
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チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 

• シートベルトが正しく着用でさ 
ない体格の子供などは、チャイル 
ド セーフ テイシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激し<ぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけがをするお 
それがありまず。 

• シートベルトを正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締め 
付けたり、腹部を強<圧迫したり 
して致命的なけがをずるおそれが 
あ0ます。 

• 6歳未満のデ供が乗車ずるときは、 
チャイルド セーフ テイ シー トを使 
用することが法律で義務付けられ 
ていまず。 

• 6歳];!上の子供でを、シートべル 
卜が正しく着用できない子供は、 
チャイルドセーフテイシートを使 
用して < ださい。 

• 身長1 50 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定して<ださい。 

• 子供の体格に適含したチャイルド 
セーフテイシートを使用し、子供 
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー 
トベルトで確実に固定して<だ 
さい。 


• テ供を膝の上に乗せて走行しない 
でください。急な進路変更時や急 
ブレーキ時、事故のとさなどに身 
体を車内に激しくぶつけたり、車 
外に放り出されて致命的なけが 
をずるおそれがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、セ 
カンドシートまたは ヴー ドシート 
(左側席を除く）、左ち独立式サー 
ドシート*に装着してください。 

• サードシートの左側席には、チャ 
イルドセーフテイシートを装着し 
ないで < ださい。 

• セカンドシートまたはサードシー 
卜にチャイルドセーフテイシート 
を装着するとさは、バックレスト 
を起こして確実に□ックしてくだ 
さし、。 

• やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、前向きに装着し、助手席をわつ 
とを後ろの位置にしてください。 

• 後向きに装着ずるタイプのチャイ 
ルドセーフテイシートを装着した 
セカンドシートは、後向さに配置 
しないで<ださい。急ブレーキ時 
や事故などのとさに子供を保護す 
ることがでさず、致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 助手席には、後向きに装着する夕 
イプのチャイルド セーフテイシー 
卜を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフテイシー トを後向さに装着 
しないで<ださい。エアバッグが 
作動する衝撃で致命的なけがをす 
るおそれがあります。 


磐紙が化 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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• チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーが、助手席側のサンバイプー 
に貼付されていまず。 



ス 


• チャイルドセーフテイシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
<ださい。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護でさま 
せん。 

• チャイルドセーフテイシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフテイ 
シートが投げ出されて、乗員がけ 
がをするおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートの下 
にクッシヨンなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフテイシー 
卜が確実に装着されないおそれが 
ありまず。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないときは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をするおそれがあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ちまについては、製 
品に添付されている取扱説明書を 
ご覧ください。 


純正チ ヤイル ド セーフ テイ シート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意していまず。 

純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、下のタイプがありまず。詳し< 
は販売店におたずね < ださい。 


還択の目安 


シートを 

体重 

年齡 

ベビーセー 
フプラス 

約 13 kgl；l 下 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 

フィックス 

1 已〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


攫骗がが 
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乗員ま全装備 


に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート固定装置 



セカンドシートと、サードシートの中 
央席/ち側席、左ち独立式サードシー 
卜 * に、に 0- FIX 対応チャイルドセー 
フテイシート用の固定装置①を装備し 
ています。 

チャイルドセーフテイシートを固定装 
置に装着ずる 

► バックレストをちっとを後方の位 
置まで倒します。 

► 固定装置①にチャイルドセーフテ 
イシートを装着しまず。 

► ノくックレストをもっとを起こした 
角度にしまず。 

チャイルドセーフテイシートを固定装 
置か5取りがず 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従いまず。 


A 警告 

-この固定装置は、必ず体重 22 kg 
し U 下の子供を乗せると量に使用し 
て < ださい。 

• チャイルドセーフティシートは、必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して<だ 
さい。装着ち法を誤ると、事故など 
のとき、十分な効果が得5れなかつ 
たり、チャイルドセーフティシート 
が外れるおそれがあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートを装 
着するときは、バックレストがもつ 
とを起こした角度で□ックされ 
ていることを確認してください。 

-チャイルドセーフティシートと 
シート座面の間に物を入れないで 
ください。 

• チャイルドセーフティシートや固 
定装置が事故で損傷したり強い負 
荷を受けた場をは、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品に 
交換してください。 

チャイルドプルーフ□ック 


モ供がセカンドシートやヴードシート 
に乗車ずるとさは、 iU 下のチャイルド 
プルーフ □ックを使用してください。 

• スライディングドア/電動デュア 
ルスライディングドアのチャイル 
ドプルーフ□ック 

• テール ゲートのチャイルドプルーフ 
□ック 

• ベンチ レー シヨンウインドウ/リ 
アスライディングルーフ*のチャ 
イルドプルーフ□ック 


磐骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

子供びセカンドシートやヴードシー 
卜に乗車するとをは、チャイルドプ 
ルーフ□ックを設定してください。 
モ供びスライデイングドアなどを操 
作すると、事故やけびの原因になり 
ます。 


スライディングドア/電動デュアル 
スライディングドアのチ ヤイル ドプ 
ルーフ□ツク 



ち側スライディングドア 
①□ックダイヤル 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、目ピラーのスライデイングドアス 
イッチ* ([>65ページ）および車内の 
□ック解除ボタン （066 ページ）を 
押してをスライディングドアび開かな 
<なりまず。 

► エマージェンシーキーなどを□ッ 
クダイヤル①の溝に差し込んで、溝 
の方向を設定側因の " on " または 
解除側回の " off " の矢印の方向に 
合ラよ5にまねしまず。 

► B ピラーのスライデイングドアス 
イッチ*および車巧の□ック解除 
ボタンを押して、設定/解除をお 
認します。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


〇 電動デュアルスライデイングドア 
装備車は、チャイルド プルーフ □ッ 
クを設定しているとさを、センター 
コンソールのスイッチや1」モコン機 
能でスライディングドアを開くこと 
びでをまず。 


テールゲートのチヤイルドプルーフ 
□ツク 



① □ックレバー 
回辭除側 
因設定側 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、テールゲート裏側のテールゲート 
レバーを引いてちテールゲートび開か 
な< な0まず。 

► □ックレバー①を設定側团（ち側) 
または解除側回（左側）にスライ 
ドさせまず。 

► テールゲート裏側のテールゲートレ 
バーを引いて、設定/解除を確認 
します。 


醒骗がが 
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まをのために 


ベンチ レーシヨ ンウインドウ/リア 
スライデイングルーフ * のチャイルド 
プルー フ□ツク 



チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、サードシート左ちのベンチレー 
シヨンウインドウスイッチによるべ 
ン チレーシヨ ンウインドウの開閉操 
作と、サードシート上方の U アスライ 
ディングルーフスイッチによるリアス 
ライディングルーフ*の開閉操作びで 
をな< な0まず。 

► スイッチ①を押して、押された状態 
にしまず。 

► 解除ずるときは、スイッチ①を押し 
て、押されていない状態にしまず。 

〇 チャイルドプルーフ□ックの設定 
/解除にかかわらず、運転席ドアの 
スイッチによるベンチレーシヨンウ 
インドウの開閉操作と、前席上方の 
スイッチによる U アスライデイング 
ルーフの開閉操作はでさまず。 



車両には、運転をや乗員へミ主意を促ず 
ための警告ラべ J レび貼付してありまず。 

A 警告 

警告ラベルには危険な状況を回避ず 
るための情報や、車をま全に使用す 
るための情報などび記されていまず。 

警告ラベルは絶巧にはびさないでく 
ださい。 


健康を害ずる物質について 

(下のよ5な物質は健康を害ずるおそ 
れびありまず。車内に保管したり、積 
載して移動しないでください。 

• 有機溶剤 
• 燃料 

• オイル/グ1」ース類 
• 洗剤 
• 酸性溶剤 

A 警告 

健康を害する物質を車内に保管した 
0、積載して移動しないでくださし、。 
気化したガスやミ夜体び漏れ出ると、 
乗員の健康に影響を与えた0、運転 
者び集中力を失って事故を起こずお 
それびあります。 

また、電気装備を損傷し、故障や火 
災の原因にな D ます。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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タイヤとホイール 


A 警告 

タイヤとホイールは必ず純正品およ 
び承認されている製品を使用してく 
ださい。詳しくは^ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
に支障をさたずおそれがありまず。 
新品のタイヤを装着したときは、走 
行距離が約100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転することをお勧故 
しまず。 

A 警告 

かなくとち)一年に一度、ホイールボ 
ルトが適正な締め付けトルク([>306 
ページ）で取り付けられていること 
を点検してください。ホイールボル 
卜が緩むと、車のコント□ールを失つ 
て事故を起こすおそれがあ0まず。 

ウインター タイヤ やスノーチェーンに 
ついては、（1>211、212ぺージ）をご 
覧< ださい。 


タイヤ空気圧 


A 警告 

走行するときは、タイヤ空気圧を適 
正な数値に調整してください。タイ 
ヤ空気圧が低ずざると、タイヤが過 
熱して破裂したり、火災を起こずお 
それがありまず。また、タイヤ空気 
圧が高すざると、制動距離が長くなっ 
たり、タイヤのグリップカが低下し 
ます。 

タイヤ空気圧は、積載する荷物や乗員 
の人数に応じて適正に調整して<だ 
さい。タイヤ空気圧を誤った数値に 
調整ずると、車のコント□ールを失っ 
て事故を起こすおそれがあ0ます。 

走行中はタイヤの温度とタイヤ空気 
圧が高<な0まず。タイヤ空気圧の 
点検は、タイヤが冷えているときに 
行なってください。 

日頃からタイヤの空気圧を点検して 
<ださい。特に重い荷物を積んで高速 
走行ずるとさなどは必ず行なって< 
ださい。 

• ほこりの侵入や水分の浸入を防ざ、 
パルブを保護ずるため、ぶイールパ 
) レブのキヤップを必ず装着して < だ 
さい。 

• タイヤに空気を入れてち、ずぐに空 
気圧が低下ずるときは、パンクや 
ホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれがあり 
ます。ただちに;><ルセデス•ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

タイヤ空気圧ラベルについては、 
(>304 ページ）をご覧ください。 


攫账がが 
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タイヤとホイール 


H タイヤの空気圧を点検ずるとさ 
は、応急用スペアタイヤ* *の空気 
圧ち点検して < ださい。 

タイヤの摩屏 


A 警告 

タイヤの摩耗には十分にミ主意し、ス 
U ップサイン（別冊 r 整備手帳」参照） 
が現われたら、すぐに交換してくだ 
さい。タイヤの溝の深さが約 3 mm 
じ(下になると善しく滑りやずくなり、 
事故を起こすおそれがあります。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
が適当であるか点検しまず。 

► タイヤに大さな傷がないか 、くぎ 
や石などがささったり、かみ込ん 
でいないか点検しまず。 

► タイヤが偏摩耗を起こしたり極端 
にずり減っていないか点検しまず。 

スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が出ているとさは、新しい夕 
イヤに交換してください。 

A 警告 

タイヤの h レッドやサイドウ オール 
がひどくずり減ったり、損傷してい 
るとさは交換してください。 

Q タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検するとさ 
は、必ずタイヤの内側ち点検して< 
ださい。 


タイヤの寿命 


摩耗具合にかかわらず、6年(上経過 
したタイヤは新品のタイヤと交換して 
<ださし、。 

応急用スペアタイヤ*ち同様に交換し 
て < ださい。 

タイヤの損傷 


下のよラな理由により、タイヤは損 
傷したり劣化しまず。 

• 車の使用状況 
• 経年変化 
• 縁石などとの接触 

• <ざや石などのかみ込み 
• 不適切なタイヤ空気圧 
• 天候や使用環境 
• オイルや燃料などの付着 

A 警告 

縁石や障害物などを乗り越えたとさ 
など、外見か5は見えない部分で夕 
イヤが損傷することがあります。こ 
のよラな損傷は、タイヤの破裂など 
の原因になります。 

駐車するときは、縁石などでタイヤ 
の側面が押された状態にならないよ 
ラにま意してください。 

Q 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、ミ主意して走行し 
て<ださい。タイヤやホイールを損 
傷ずるおそれがありまず。 


磐紙が化 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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再生タイヤ 


再生タイヤを装着した場合、ま全性の 
保証はでさません。 

タイヤの回転方向 


回転方向び指定されているタイヤは、 
タイヤの側面に記された回転方向の 
矢印などの指示に従って装着してく 
ださい。 

タイヤ/ホイールの交換 

• 装着するタイヤは、指定のサイズお 
よび4輪とを同じ銘柄のちのにし 
て < ださい。 

サイズや銘柄び異なるタイヤを組み 
合わせて装着すると、車両操縦性や 
走行ま定性に悪影響をおよぼし、事 
故を起こずおそれびありまず。 

• 1本だけ新品のタイヤを装着ずると 
をは、前輪に装着してください。 

A 警告 

タイヤとホイールは必ず純正品およ 
び承認されている製品を使用してく 
ださい。詳しくは^ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
にま障をさたずおそれがあ0ます。 
新品のタイヤを装着したときは、走 
行距離が約100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧が 
しまず。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適含 
した純正品だけを使用してください。 
純正似外のホイールボルトを使用す 
ると、ホイールが脱落して事故を起 
こすおそれがあ0ます。 

D 純正品または承認された製品政が 
のタイヤやホイールを装着ずると、 
道路運送車両法違反になることがあ 
りまず。 


タイヤ □ーテー シヨン 



タイヤ□ーテーシヨンの方法 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
9 〇 

5,日日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 


摆骗がが 
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タイヤとホイール 


〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることができまず。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えた後に空気圧を 
調整して < ださい。 

空気圧は、燃料給油フラップを開い 
た車体側に貼付してあるタイヤ空気 
圧ラベルで確認してください。 

〇 標準タイヤのホイールのホイール 
ボルトの締め付けトルクは 18 kg-m 
( ISONm ) でず。タイヤ□—テー 
シ ヨンを行なったあとは、 ^ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場でホ 
イールボルトの締め付けトルクを確 
認して < ださい。 

タイヤ/ホイールの保管 ^ 

タイヤ/ホイールは、オイルやグリー 
ス類、燃料などの付着ずるおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 

酸性のク U —ナーなどでぶイールを 
清掃しないでください。ホイールボ 
ルトが腐食ずるおそれがありまず。 


磐骗がが 
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r — プン / ク □— ズ 


I 



U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解綻/施 
結に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーをリ又納していまず。 

A 警告 

テ供を乗せて走行するとさは、必ず 
チャイルドプルーフ□ックを設定し 
てください042ページ）。 

走行中にモ供び不意にドアを開さ、 

車か！5転落してけびをした0、事故 
を起こすおそれびあります。 


A 警告 

• モ供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
も、誤って車内からドアを開くと、 
車か！5転落してけびをするおそれ 
びあ0ます。 

また、運転装置に軸れて、事故や 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車か S 離れないで < ださし、。 
事故やを難のおそれびありまず。 


A 警告 

エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物やぶ、要！;•(上に大さな 
物、ステア U ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接触ず 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

H キーは、強い衝撃や水から避けて 
ください。故障の原因になりまず。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施錠してくだ 
さい。 

〇 メモ1」一付フ□ントパワーシート 
装備車は、シートの位置をそれぞれ 
のキーごとに記憶させることびでさ 
ます。詳しくは0120ページ）を 
ご覧 < ださい。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 
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リモコン機能 


% 

の wM " W'l" 

①表示な 
③施錠ボタン 

③ スライディングドア/ 

テールゲー ト解錠ボタン、 

スライディングドア開閉ボタン* 

④ エマージェンシーキー 
⑥解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさにし i (下の操作びでさ 
ます。 

• ドアとスライディングドア、テール 
ゲートの解綻/施綻 

• スライディングドアとテールゲート 
の解綻 

• ドアウインドウとベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライディン グルー 
フ * の開閉056ページ） 

• 電動デュアルスライディングドアの 
開閉067ページ）* 

操作時に表示灯①び1回点滅しまず。 

解錠ずる 

► 解淀ボタン⑥を押しまず。 

ドア、スライディングドア、テール 
ゲートび解錠され、非常点滅灯び1 
回点滅します。 


施綻ずる 

► 施錠ボタン③を押しまず。 

ドア、スライディングドア、テール 
ゲートび施錠され、非常点滅灯び3 
回点滅します。 

スライディングドアとテールゲートを 
解綻ずる 

► スライディングドア/ テールゲー 
卜解錠ボタン③を押しまず。 

スライディングドアと テールゲー ト 
び解淀され、非常点滅灯び1回点 
滅しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で1」モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびありまず。 

〇 U モコン操作で施淀したときは、 
非苗点滅灯び3回点滅したこと、 
ドアやスライディングドア、テール 
ゲートび確実に施淀されていること 
をお認して < ださい。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇 解錠ボタン⑥を押して解錠した 
とさは、じ(下の操作をしないと、 
約40秒後に再び自動的に施錠さ 
れます。 

• ドアを開< 

• スライディングドアを開く 
• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 


I 
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〇 車びバッテ U —あびりを起こしに 
とさは、キーの電池び正苗でを1」モ 
コン操作での解顔/施読はでさま 
せん。 

〇 操作時に表示灯①び点灯しないと 
さは、キーの電ミ也か消耗していまず。 
ただちに電池を交換してください 
([>290ぺージ)。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
表示灯び点滅せず、 U モコン操作び 
でさな<なりまずび、エンジンは始 
動でさます。 

リモコン機能の設定切替 



①表示な 
③施錠ボタン 
③解綻ボタン 

U モコン機能の設定を切り替えること 
により、解錠ボタン③による1回目の 
解綻操作で運転席ドアだけを解淀し、 
2回目の解湿操作で助手席ドアおよび 
スライディングドアと テールゲー トび 
解綻でさます。 


設定を切り替える 

► 施話ボタン③と解蟲ボタン③を同 
時に約6秒間押しまず。 

表示灯①び2回点滅して、設定び 
切り替わりまず。 

この状態ではじ(下のよラに作動しまず。 

• 解淀ボタン③を1回押ずと、運転 
席ドアび解錠し、非甫点滅灯び1 
回点滅します。 

• 続けて約40秒し i (内に解錠ボタン③ 
を押すと、助手席ドアおよびスライ 
デイングドアと テールゲー トび解錠 
し、非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

〇 約40秒(内に解錠ボタン③を再 
度押さないと、運転席ドアは施錠ご 
れまず。 

設定を元に戻ず 

► 施蟲ボタン③と解錠ボタン③を同 
時に約6秒間押しまず。 

表示灯①び2回点滅して、元の設 
定に戻りまず。 

〇 設定内容を確認ずるとをは、解錠 
操作を行ない、作動を確認してくだ 
さい。 

□ケイターライティング 


周囲び暗いときに U モコン操作で解 
湿ずると、車幅灯、フ□ントフォグラ 
ンプ、テールランプ、ライセンスラン 
プび点灯しまず。 

点灯したランプは、運転席ドアを開い 
たとき、または約40秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(^1 17ページ）をご覧ください。 
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セントラルドア□ツク 


A 警告 

テ供を柔せて走行するとさは、必ず 
チヤイルドプルーフ□ックを設定し 
てください042ページ）。 

走行中に子供が不意にドアを開さ、 
車から転落してけがをしたり、事故 
を起こずおそれがあ0まず。 


A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。車が施錠されていて 
を、誤って車内からドアを開くと、 
車から転落してけがをするおそれ 
があります。 

また、運転装置に触れて、事故や 
けがをするおそれがあります。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれがあ0ます。 


A 警告 

ドアの□ックノブが下がっていても、 
車内のドアレバーを引いたり、スラ 
イディングドアの□ック解除ボタン 
を押すと、ドアは開きまず。デ供が 
乗車しているときは特に注意してく 
ださい。 


ドア□ックスイッチ 



①ずベてのドアとテールゲートの解錠/ 
施錠 


©表示打 

感スライディングドアとテールゲートの 
解錠/施錠 

ドア□ックスイッチではじ(下のことが 

でさまず。 

• ずべてのドアと テールゲー トの解 
錠/施錠 

• スライディングドアとテールゲート 
の解錠/施錠 

〇 リモコン操作で施錠しているとさ 
や、施錠しよラとしているドアや 
テールゲートが開いているとさは、 
ドア□ックスイッチで解錠/施 
錠ずることはでさません。 


I 
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ずべてのドアと テールゲー トを施 
綻ずる 

► ドア□ックスイッチの上側①を押し 
まず。 

表示灯③び点なして、ずべてのドア 
と テールゲー トび施錠されまず。 

〇 エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、ずべて 
のドアと テールゲー トを施顏して 
点灯した表示灯は約5秒後に消灯 
します。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとをは、表示灯は点灯したままに 
なりまず。 

ずべてのドアと テールゲー トを解 
綻ずる 

►表示灯③び点灯しているとをに、ド 
ア□ックスイッチの上側①を押し 
まず。 

表示灯③び消灯して、ずべてのドア 
とテールゲートび角军淀されまず。 

〇 エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、まにはエンジンスイッチから 
キーを巧いてあるとさに、ずべての 
ドアとテールゲートを解顏ずるとさ 
は、一度ドア □ ックスイッチの上側 
①を押してください。約5秒間表 
示灯び点灯しまず。 

その間に再度ドア□ックスイッチの 
上側①を押ずと、ずべてのドアと 
テールゲートを解錯することびでさ 
まず。 


スライディングドアと テールゲー トを 
施綻ずる 

► ドア□ックスイッチの下側③を押し 
9 〇 

表示灯③び点灯して' スライデイング 
ドアとテールゲートび施錠されまず。 

〇 エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを巧いてあるときは、スライ 
ディングドアとテールゲー h を施錠 
して点灯した表示灯は約5秒後に 
消灯しまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさは、表示灯は点灯したままに 
なりまず。 

スライディングドアと テールゲー トを 
解綻ずる 

► 表示灯③び点灯しているとをに、 
ドア□ックスイッチの下側③を押 
します。 

表示灯③び消灯して、スライディ 
ングドアと テールゲー トび解淀さ 
れます。 

〇 エンジンスイッチが0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを巧し''てあるときに、スライ 
ディングドアと テールゲー トを解 
錠ずるときは、一度ドア□ックス 
イッチの下側③を押してください。 
約5秒間表示灯び点灯しまず。 

その間に再度ドア□ックスイッチの 
下側③を押ずと、スライディングド 
アとテールゲートを解湿することび 
でさまず。 
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車速感応ドア□ック 



①すべてのドアと テールゲー トの設定/ 
解除 


©表示灯 

③スライディングドアと テールゲー トの 
設定/解除 

走行速度が約1 5 km/h 上になった 

とさ、(下の作動が自動的に行なわれ 

ます。 

• すべてのドアとテールゲートの施錠 

または 

• スライディングドアとテールゲート 
の施錠 

Q タイヤ交換をするときやけん引さ 
れるときは、車速感応ドア□ックを 
解除するか、エンジンスイッチを 
0の位置にして<ださい。車輪が 
回転すると車が自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれがあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
後にドア□ックスイッチで解淀ずる 
と、停車してドアやスライディング 
ドア、テールゲートなどを開<か、 
エンジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア □ ックは作動しません。 


ずべてのドアと テールゲー トの設定/ 
解除 

► ドアを閉じた状態でエンジンスイツ 
チを1か2の位置にしまず。 

► ドア□ツクスイツチの上側①を約5 
秒間押しまず。 

表示灯③び4回点滅し、車速感応 
ドア□ツクび設定されまず。 

►解除ずるときは、ドア□ツクスイツ 
チの上側①を約5秒間押しまず。 

表示灯③び2回点滅しまず。 

スライディングドアと テールゲー トの 
設定/角军除 

► ドアを閉じた状態でエンジンスイツ 
チを1か2の位置にしまず。 

► ドア□ツクスイツチの下側③を約5 
秒間押しまず。 

表示灯③び4回点滅し、車速感応 
ドア□ツクび設定されまず。 

►解除ずるときは、ドア□ツクスイツ 
チの下側③を約5秒間押しまず。 

表示灯③び2回点滅しまず。 

〇 ずべてのドアとテールゲートに車 
速感応ドア□ツクを設定していると 
きに、スライデイングドアとテール 
ゲートの車速感応ドア□ツクの設定 
を行なうと、フ□ントドアの車速感 
応ドア □ ツクび解除されまず。 


I 










56 


r — プン / クロー ズ 


U モコン操作でドアウインドウとべ 
ン チレーシヨ ンウインドウ、スライ 
デイングルーフ*を開閉ずる 



© 発信部 
③施錠ボタン 
③解錠ボタン 

U モコン操作でドアウインドウとベン 
チレーシヨ ンウインドウ、スライディ 
ング ルーフを 開閉でをまず。 

開< 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、解湿ボタン③ 
を押し続けまず。 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライデイング ルーフ 
び開さまず。 

解錯ボタン③から指を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライディング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

〇 U モコン操作でスライディング 
ルーフを開いた後、運転席ドアを開 
くと警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに" スライドル-フア 
イテイ 巧！" と表示されまず。 


閉じる 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、施錠ボタン③ 
を押し続けまず。 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライ デ イング ルーフ 
び閉じまず。 

施綻ボタン③から指を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

A 警告 

U モコン操作でドアウインドウとベ 
ンチレーシ ヨン ウインドウ、スライ 
デイングルーフを閉じているとさに 
身体び挟まれそラになったときは、 
ただちに施錠ボタン③から指を放し、 

解錠ボタン③を押し続けて、ドアウ 
インドウとベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ、スライデイング ルーフを 開し、 
て < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびあ0まず。 

〇 U モコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レーシヨ ンウインドウ、スラ 
イデイングルーフを閉じるとさは、 
開□部に異物びないことを確認して 
<ださい。 

〇 U モコン操作でドアウインドウを 
開くとさは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
び引を込まれてけびをずるおそれび 
ありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 













エンジンスイッチ 



A 警告 

ごく短時間でも、車か！5離れるとき 
はエンジンスイツチか S キーを巧い 
てください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、义災などの事故び発生ず 
るおそれびあ0まず。また、炎天下 
では車内び非常に高温にな D 、 熱中 
症を起こすおそれびあ0ます。 


キーの 
位置 

エンジンスイッチの < 立置 

④ 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

① 

1:エンジンスイッチび1 
の位置にな0まず。 

⑤ 

2:エンジンスイッチび2 
の位置にな0まず。 

⑤ 

3 :エンジンび始動しまず。 


A 警告 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださし 、。エンジンブレーキび効かな 
くなりまず。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

〇車のバッテ U —あびりを防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを巧いてください。 

〇 セレクターレバーび [ PJ に入つ 
ていないとさは、エンジンスイッチ 
からキーを巧くことびでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧か 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーを いつ 
たん抜さ、再度差してからまねして 
<ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたりミち 
れていると、エンジンを始動でさな 
<なりまず。 

タッチスタート 


エンジンスイツチを③の位置までま 
わすと、手を放しても自動的にスター 
ターび作動し続け、エンジンび始動し 
まず。 


B を馨恒脚 
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ステア IJ ング□ツク 


エンジンスイッチからキーを巧いたと 
をにステア1」ングび □ ックごれまず。 

ステア IJ ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

ステア U ング □ ックを解除ずる 

►エンジンスイッチにキーを差し 
ます。 


A 警告 

燃料給油中は助手席ドアを開閉し 
ないでください。助手席ドアと給油 
ノズルが接触し、給油ノズルが外れ 
て燃料がこぼれ、火災が発生するお 
それがあります。 


A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたが不完全（半ドア） 
な場合、走行中にドアが開くおそ 
れがおります。 

• ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

• ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してくださし、。 
車の周りに子供がいると量は、特 
にま意してください。 


ドアの開閉 



運転席ドア 
①ドア八ンドル 


車がか5開く 

► ドア八ンドル①を引きまず。 


車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉 
じまず。 



運転席ドア 
①ドア レバー 
©イン ナー グリップ 
@□ックノブ 
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車内から開く 

► ドアレバー①を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているとさは、□ッ 
クノブ③び上びり、解淀されまず。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ッフ③を持って確実 
に閉じまず。 

〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施綻してくだ 
ごい。 

〇 助手席ドアは、開いているときに 
□ックノブを押し込んでから閉じる 
と施綻されます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走すると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージび表 
示されます （0259 ぺージ）。 


ドアの解綻/施綻 



解綻ずる 

► ドアレバー①を矢印の方向に引さ 
9 〇 

このとさドアち開さまず。 

施錠ずる 

► □ツクノブ③を押し込みまず。 

H 施錠後は、□ツクノブ®が完全に 
下がっていることを確認して < だ 
さい。 

□ ツクノブ③び完全に下びってい 
ないときは、ドアを確実に閉じてか 
ら、再度□ツクノブ③を押し込んで 
<ださい。 

〇 ドアび車速感応ドア□ツク055 
ページ）で施淀されているとさに、 
ドアレバー①でドアを解錠ずると、 
他のドアやスライデイングドア、 
テールゲー トを解錠されまず。 

ドア□ツクスイツチで解錠/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ツク 
スイツチで解綻/施淀できまず(>53 
ページ）。 


運転席ドア 
①ドア レバー 
③□ツクノブ 


I 
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スライディングドア 


A 警告 

• スライディングドアは確実に閉じ 
てください。閉じかたが不完全（半 
ドア）な場合、走行中にスライディ 
ングドアが開 < おそれがお0まず。 

• スライディングドアを開くとさ 
は、周囲の安全を十分確認してく 
ださい。 

• 同乗者がスライディングドアを開 
くとさは、危険がないことを運転 
者が確認してください。 

• スライディングドアを閉じるとさ 
は、身体や物を挟まないよラにミ主 
意してください。車の周0に子供 
びいるとさは、特にミち意してくだ 
さし、。 


A 警告 

• スライディングドアは完全に閉じ 
ていない状態または完全に開い 
ていない状態で手を放すと、自動 
的に動きまず。身体を挟まれない 
よラに注意してください。特に坂 
道では、スライディングドアのド 
ア八ンドルやインナーグリップを 
確実に持って開閉して<ださい。 

. 降雨時や洗車時など、靴やサイド 
ステップが濡れているとさは、ス 
テツプで足を滑らせないよラにミ主 
意してください。 


スライディングドアを開閉ずる 



左側スライディングドア 
①ドア八ンドル 


車がか5開く 

► ドア八ンドル①を引き、後方に停 
止ずるまでスライドしまず。 


車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って前方にス 
ライドし、確実に閉じまず。 



ち側スライディングドア 

@□ック解除ボタン 
⑤イン ナー グリップ 


車内か5開く 

► □ック解除ボタン®を押し、イン 
ナーグリップ③を持って後方に停 
止するまでスライドしまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 








車内から閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って前方 
にスライドし、確実に閉じまず。 

〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止して、必ず施綻してください。 

〇スライディングドアを開閉ずると 
をは、スライディングドアの動さに 
十分ま意して < ださい。 

スライデイングドアを解錠/施錠ずる 



Q □ックノブ③び押された状態でス 
ライディングドアを閉じると施錠さ 
れます。キーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

ドア□ックスイッチで解錠/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施淀でさまず（1>53 
ページ)。 

〇施淀後は、□ックノブ③び完全に 
下びっていることを確認してくだ 
ごし、。 


電動デュアルスライディングドア 


卜 一 / 

ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 
③□ックノブ 

解綻ずる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 

このとさスライディングドアをかし 
開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ③を押し込みまず。 

〇□ックノブ③び完全に下びってい 
ないとさは、スライディングドアを 
確実に閉じてから、再度□ックノブ 
③を押し込んでください。 


電動デュアルスライディングドアは、 
1;■(下の方法で操作でさまず。 

• センターコンソールのスイッチ 

• 左ち B ピラーの スイッチ 

• 車外のドア八ンドル 

• 左ちスライディングドアのインナー 
グ1」ップ 

• 左ちスライディングドアの□ック解 
除ボタン 

• U モコン操作 

A 警告 

• スライディングドアを開 < とさは、 
周囲のま全を十分確認して<だ 
さい。また、スライディングドア 
の動さに十分を意してください。 

• 同乗をびスライディングドアを開 
くとさは、を険びないことを運転 
者び確認してください。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• スライディングドアを開閉ずると 
さは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意してください。 

• スライディングドアは確実に閉じ 
てください。閉じかたが不完全（半 
ドア）な場合、走行中にドアが開 
くおそれがあります。 

• スライディングドアを閉じるとさ 
は、身体や物を挟まないよラにミ主 
意してください。車の周りに子供 
がいるとさは、特に注意してくだ 
さい。 

• スライディングドアを自動で開閉 
しているとさに、開閉している側 
のセンターコンソールのスイツチ 
か左ち目ピラーのスイッチを押ず 
と、スライディングドアは停止し 
ます。 

ただし、状況により、スイッチを 
押してちただちに停止しない場を 
びあ0まず。 

• スライディングドアは、モ供に操 
作させないで<ださい。けがをす 
るおそれがありまず。 

• スライディングドアを開閉したと 
きは、全開または全閉の位置になつ 
ていることを確認してください。 
傾斜地などではスライディングド 
アが動さ出ずおそれがありまず。 

• スライディングドアは、でさるだ 
け傾斜していない場所で、完全に 
停車しているとさに操作して<だ 
さし、。 


• 傾斜している場所でスライディン 
グドアを自動で開閉しているとさ 
は、傾斜の度含いにより、スイッ 
チを押してをスライディングドア 
が停止しない場合があります。 
傾斜している場所でのスライディ 
ングドアの開閉には十分ミ主意して 
ください。 


A 警告 

降雨時や洗車時など、靴やサイドス 
テップが濡れているとをは、ステッ 
プで足を滑5せないよラにミち意して 
<ださい。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止して、必ず施錠して<ださい。 

〇 バッテリー保護のため、エンジン 
始動中はスライディングドアを自動 
で開閉ずることはでさません。 

〇 スライディングドアが自動で開閉 
しているとさに、開閉している側の 
センターコンソールのスイッチか 
左ち B ピラーのスイッチを押ずと、 
スライディングドアは停止しまず。 

〇 リモコン操作で施錠されていると 
さは、センターコンソールおよび巨 
ピラーのスイッチでスライディング 
ドアを開閉でさません。 

〇 スライディングドアが完全に閉じ 
ていない状態で走行ずると、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに" ド 
アカ'’アイテイ巧！" と表示されまず。 
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O バッテ u —を再接続した後は、ス 
ライディングドアび正常に作動し 
ないことびありまず。このときは、 
スライディングドアを手動で1度 
全閉にしてください。スライディン 
グドアび正苗に作動ずるよラになり 
ます。 

〇 あ道などの傾斜した場所でスライ 
ディングドアを操作ずると、開閉速 
度び遅くなることびありまず。 

ただし、2回連続して挟み込み防止 
機能び作動したとさは、開閉速度は 
遅< な0ません。 

〇 スライディングドアび開閉してし、 
るとさは、作動している側の B ピ 
ラーのスイッチび点滅しまず。 

挟み込み防止機能 


スライディングドアび自動で閉じてい 
るときに障害物を検知ずると、スライ 
ディングドアび停止して、全開しまず。 

センターコンソールおよび B ピラーの 
スイツチを押し続けてスライディング 
ドアを閉じているとさは、障害物を検 
知すると、スライディングドアび停止 
して、数センチ開さまず。 

H パンクした後輪を修理したり、交 
換するとさなど、後輪付近で作業を 
行なうときは、スライディングド 
アを開かないよ5にま意してくだ 
さい。障害物を検知する機能はあり 
ますび、けびをしたり、スライディ 
ングドアなどを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

[■挟み込み防止機能は、状況により 
障害物を検知でさない場合びあり 
ます。 


〇 センターコンソールまたは巨ピ 
ラーのスイッチを押し続けてスライ 
ディングドアを閉じているとさは 
挟み込み防止機能の感度が低下し 
まず。 

〇 スライディングドアび開いている 
ときに障害物を検知ずると、スライ 
ディングドアび停止して、数センチ 
閉じまず。 

〇 スライディングドアを開閉してい 
るとさ I こ挟み込みや障害物を検知し 
たとさは、警告音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに" スラ仆 '' 
ドアミキ'' ヒライテイル" または "スライドドア 
ヒダリヒライテイル" と表示されまず。 

センターコンソールのスイツチの表 

示な 



①表示な 

エンジンスイツチび1か2の位置の 
とさ、センターコンソールのスライ 
ディングドアスイツチの表示灯①は、 
対応する側のスライディングドアの状 
態をじ(下のよラに表示しまず。 


I 
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表示なの 
点な:!犬態 

スライディングドア 
の状態 

点灯 

スライディングドア 
は開いていまず。 

消灯 

スライディングドア 
は閉じていまず。 

点滅 

スライディングドア 
は開閉動作中でず。 


〇 エンジンスイッチび0の位置かエ 
ンジンスイッチからキーを巧いてあ 
るとさにスライディングドアを開い 
たとさは、点灯した表示灯は約3 
秒後に消灯しまず。 

センターコンソールのスイッチによる 
操作 



①スライデイングドアスイッチ（開く） 
③スライデイングドアスイッチ（閉じる） 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ていないとさを操作でさまず。 

〇 スライデイングドアび自動で開閉 
しているとさにスイッチを押ずと、 
スライデイングドアはその位置で停 
止します。 


スライディングドアを開く 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの上側（開く）①を押し 
ます。 

スライディングドアび自動で開さ 
まず。 

まには 

► 対応する側のスライディングドア 
スイッチの上側（開く）①を約2 
秒じ(上押し続けまず。 

押している間、スライディングドア 
び開さまず。 

スライディングドアを閉じる 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの下側（閉じる）③を押し 
ます。 

警告音び鳴0、スライディングドア 
び自動で閉じまず。 

まには 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの下側（閉じる）③を約2 
秒じ(上押し続けまず。 

押している間、警告音び鳴り、スラ 
イディングドアび閉じまず。 

〇 スライディングドアびかし開し^ 
ている状態のとをは、スイッチの下 
側（閉じる）③を押してをスライディ 
ングドアは閉じません。 

一度、スライディングドアを大きく 
開いてから、閉じて<ださい。 
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左ち B ピラーのスイッチによる操作 



ち側 B ピラーのスイッチ 
①スライデイングドアスイツチ 


エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ていないときを操作できまず。 

スライディングドアを開く 

► スライディングドアスイッチ①を 
押します。 

スライディングドアび自動で開を 
ます。 

または 

► スライディングドアスイッチ①を 
約2秒じ(上押し続けまず。 

押している間、スライディングドア 
び開さまず。 

〇 スライディングドアび開いている 
とさにスイッチを押ずと、スライ 
ディングドアはその位置で停止し 
ます。 

再度、スイッチを押すと、スライディ 
ングドアは自動で閉じます。 

〇 スライディングドアびかし開いた 
状態で停止したとさ、再度、スイッ 
チを押すと、スライディングドアは 
再び開 < ことびありまず。 


スライディングドアを閉じる 

► スライディングドアスイッチ①を 
押します。 

警告音び鳴0、スライディングドア 
び自動で閉じまず。 

または 

► スライディングドアスイッチ①を 
約2秒じ(上押し続けまず。 

押している間、警告音び鳴り、スラ 
イディングドアび閉じまず。 

〇 スライディングドアび閉じていると 
さにスイッチを押ずと、スライディ 
ングドアはその位置で停止しまず。 

再度、スイッチを押すと、スライディ 
ングドアは自動で開さまず。 

〇 スライディングドアびねずかに閉 
じに状態で停止したとさ、再度、ス 
イッチを押ずと、スライディングド 
アは 再び閉じることびありまず。 

車がのドア八ンドルによる操作 



ち側ドア 

①ドア八ンドル 
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スライディングドアを開く 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

スライディングドアび自動で開を 
ます。 

スライディングドアを閉じる 

► ドア八ンドル①を持って、スライ 
ディングドアをかし閉じまず。 

警告音び鳴り、スライディングドア 
び自動で閉じまず。 

左ち B ピラーの□ック解除ボタンによ 
る操作 



ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 

U モコン操作で施錠されているとさを 
操作でさます。 

スライディングドアを開く 

► □ック解除ボタンのを押しまず。 


〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施錠した後に、□ッ 
ク解除ボタン①を押してスライディ 
ングドアを開くと、盗難防止警報シ 
ステムび作動しまず。警報を停止ず 
るには、エンジンスイッチにキーを 
差し込むか、キーの解錠ボタンま 
にはスライデイングドア/テール 
ゲート解錠ボタン、スライディング 
ドア開閉ボタンを押しまず。 

車内のドアグリップによる操作 



ち側スライディングドア 
①ドアグ U ッフ 

スライディングドアを閉じる 

► ドアグ U ップ①を持って、スライ 
ディングドアをかし閉じまず。 

警告音び鳴り、スライディングドア 
び自動で閉じまず。 
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スライディングドアが自動で開さ 
ます。 












キーによる操作 


キーによる U モコン操作で、左ちいず 
れかのスライディングドアを開閉でさ 
ます。 

スライディングドアを開く 

► スライディングドアび開をはじめ 
るまで、キーのスライディングドア 
開閉ボタン （051 ページ）を押し 
ます。 

設定している側 （^68 ページ）の 
スライディングドアび自動で開さ 
ます。 

〇 スライディングドアび自動で開し、 
ているとさにスライディングドア開 
閉ボタンを押ずと、スライディング 
ドアはその位置で停止しまず。 

再度、スライディングドア開閉ボタ 
ンを押ずと、スライディングドアは 
自動で閉じまず。 

〇 スライディングドアびかし開いた 
状態で停止しているとさに、再度、 
スライディングドア開閉ボタンを 
押すと、スライディングドアは再び 
開< ことびありまず。 


〇 車び施湿されているとさは、スラ 
イディングドア開閉ボタンを押して 
保持ずると、左ちのスライディンク' 
ドアとテールゲートび解錠され、1」 
モコン操作で開閉でさるように設定 
してある側のスライディングドアの 
みび開をまず。 

このあとにスライディングドア開閉 
ボタンを押してスライディングドア 
を閉じてを、スライディングドア 
とテールゲートは施錠されません。 
キーの施綻ボタンを押して施錠して 
<ださい。 

スライディングドアを閉じる 

► スライディングドアび閉じ始める 
まで、スライディングドア開閉ボタ 
ン （^51 ページ）を押しまず。 

警告音び鳴り、設定している側 
([>68ページ）のスライディングド 
アび自動で閉じまず。 

〇 スライディングドアび自動で閉じ 
ているとさにスライディングドア開 
閉ボタンを押ずと、スライディング 
ドアはその位置で停止しまず。 

再度、スライディングドア開閉ボタ 
ンを押ずと、スライディングドアは 
自動で開さまず。 

〇 スライディングドアびねずかに閉 
じに状態で停止しているとさに、再 
度、スライディングドア開閉ボタン 
を押すと、スライディングドアは再 
び閉じることびありまず。 
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リモコン操作で開閉できるスライディ 
ングドアの設定 

►新たに設定したい（現在設定され 
ていない）側のスライディングドア 
を完全に閉じまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 新たに設定ずる側のスライディン 
グドアスイッチ（1>64ページ）の 
下側を約5秒間押しまず。 

確認音び3回鳴0、マルチファン 
クションディスプレイに "スライドドア 
ミキ'' トシ'' テイル" または" スライドドアヒダリ 
トシ''テイル" と表示されまず。 

U モコン操作できるスライディング 
ドアび切り替わりまず。 

スライデイングドアを解綻/施綻ずる 



ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 
③□ックノブ 

解綻ずる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 


施綻ずる 

► □ックノブ③を押し込みまず。 

ドア□ックスイッチで解綻/施錠ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 

スイッチで解淀/施湿できます （053 

ページ)。 

〇施湿後は、□ックノブ③び完全に 
下びっていることを確認してくだ 
ごい。 

〇□ックノブ③び完全に下びってい 
ないとさは、スライディングドアを 
確実に閉じてから、再度□ックノブ 
③を押し込んでください。 

〇□ックノブ③び押された状態で閉 
じると施疆されまず。キーの閉じ込 
みにミ主意してください。 


っ —ルケート 
A 警告 

子供だけを残して車から離れないで 
ください。誤って車内からテールゲー 
卜を開くと、事故やけがをするおそ 
れがあ0ます。 

A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なった0、中毒死ずるおそれがあ0 
まず。 


を邸 S 恒冊 


このとさ、スライデイングドアを開 
さまず。 









A 警告 

テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラにま意してくだ 
さい。車の周りに子供がいるとさは、 
特にミ主意してください。 

P テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認して < ださい。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があることを確 
認して < ださい。 

Q 強風のとさにテールゲートを開 
くと、風にあおられ、テールゲー 
卜が不意に下がることがありまず。 
風の強い曰には十分にミ主意して< 
ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちつ 
ているときち同様にミ主意してくだ 
さし、。 


テールゲー トを開閉ずる 



①八ンドル 



⑤ テールゲートレバー 


車内か5 テールゲー トを開く 

► テールゲート裏側のテールゲート 
レバー®を引き、テールゲートを開 
さまず。 



③ストラップ 


テールゲートを閉じる 
►ストラップ⑤に手をかけて 、テー 
ル ゲートを下げてから、 テールゲー 
卜列側を押して閉じまず。 


車がか5 テールゲー トを開く 

►八ンドル①を引き、テールゲート 
を開さまず。 
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テールゲート を解綻/施綻ずる 



贷' 


①□ックノブ 


內測か5テールゲートを解錠ずる 

► □ックノブ①を上方向にスライド 
ごせます。 

回び見えなくなりまず。 

内側か5テールゲートを施綻ずる 

► □ックノブ①を下方向にスライド 
させます。 

回び見えるよラになりまず。 

ドア □ ックスイッチで解綻/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施錠できます（1>53 
ページ)。 

〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施錠した後に、テー 
ルゲートの □ ックノブで解錠して 
テールゲートを開<と、盗難防止警 
報び作動しまず。警報を停止ずるに 
は、エンジンスイッチにキーを差し 
込むか、キーの解錠ボタンまたはス 
ライディングドア/テールゲート 
解錯ボタン、スライディングドア開 
閉ボタン*を押しまず。 


。テールゲートの□ックノブを施錠 
の位置にしてテールゲートを閉じる 
と施錠されます。キーの閉じ込みに 
注意して< ださい。 

Q 貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないで < ださい。 


パヮーウィンドウ! 

パワーウインドウには、ドアウインド 
ウとベンチレーシヨンウインドウがあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウとベンチ レーシヨ ンウインドウを 
開閉ずるスイッチがありまず。 

A 警告 

• ドアウインドウを閉じるとさは、 
身体や物が挟まれないよラにミ主意 
してください。特に子供にはま意 
して < ださい。 

挟まれそうになったとさは、ただ 
ちにドアウインドウスイッチでド 
アウインドウを開いてください。 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに身体を寄りかけ 
ないで<ださい。ドアウインドウ 
と ドア フレームとの 間に身体が引 
を込まれて、けがをするおそれが 
あります。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 











ドアウインドウスイッチ 


〇 © 



運転席ドアのスイッチ 
①助手席側ドアウインドウスイッチ 
©運転席側ドアウインドウスイッチ 



助手席ドアのスイッチ 
③助手席側ドアウインドウスイッチ 


スイッチは左ちドアにありまず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチ①、©、③を軽く押しまず。 
押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さます。 


ドアウインドウを閉じる 

► スイッチ①、©、③を軽く引きまず。 
引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているときにスイッチを操作ずる 
と、ドアウインドウはその位置で停 
止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ド 
アウインドウを開閉しているとさ 
は、助手席ドアのスイッチで助手席 
ドアウインドウを開閉ずることはで 
きません。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。車が施錠されていて 
を、誤って車内からドアを開くと、 
車から転落してけがをずるおそれ 
がおりまず。 

また、運転装置に触れて、事故が 
けがをずるおそれがあります。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれがあります。 

A 警告 

子供を乗せて走行するとさは、必ず 
チャイルドプルーフ□ックを設定し 
てください1>42ページ）。 

走行中に子供が不意にドアを開さ、 
車から転落してけがをしたり、事故 
を起こすおそれがあります。 
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〇走行中はドアウインドウから身体 
を出さないで<ださい。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのウインドウとスライ 
ディングルーフ*が完全に閉じてい 
ることを確認してください。 

〇 ドアウインドウは、車がから U モコ 
ン操作で開閉できまず(>56ページ)。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でウインドウを閉じるとさは十分ミ主 
意してください。ウインドウに身体 
が挟まれると、致命的なけがをする 
おそれがあ0ます。 


スイッチを引を続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、スイッ 
チから指を放ずと、その位置からかし 
下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。 

このとさに挟み込みなどの抵抗があ 
ると、ドアウインドウはただちに停止 
して、スイッチから指を放ずと、その 
位置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能が作動しない状態で閉じまず。 


自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じよラとしたとさは、ス 
イッチが操作でさなくなることがあり 
ます。このときは、かし待ってから再 
度スイッチを操作して < ださい。 

U 挟み込み防止機能には、挟み込み 
を感知しない範囲がありまず。ドア 
ウインドウを閉じるときは十分を意 
して < ださい。 

ドアウインドウをリセットずる 

バッテ U —あが0やバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源が断たれたとさ 
は、ドアウインドウが自動で開閉しな 
<なることがありまず。ドアウインド 
ウを U セットして<ださい。 

► スイッチを軽く引き続けて全開にし 
^ 〇 

► スイッチを引いたまま約2秒 iU 上 
保持しまず。 

この操作を各ドアウインドウで行なっ 
てください。再びドアウインドウが自 
動で開閉ずるようになりまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 





ベンチレーシヨンウインドウスイッチ 
A 警告 

• 子供がセカンドシートやサード 
シートに乗車ずると量は、必ずチャ 
イルドプルーフ□ックを設定して 
ください042ページ）。 

テ供がヴードシート左ちのスイッ 
チでベンチレーシヨンウインドウ 
を操作すると、けがをずるおそれ 
があります。 

• ベンチレーシヨンウインドウを閉 
じるときは、身体や物が挟まれない 
よラにま意してください。特に子 
供にはま意してください。 


〇 ◎ 



運転席ドアのスイッチ 


①左側ベンチレーシヨンウインドウス 
イッチ 

@ち側ベンチレーシヨンウインドウス 
イッチ 

スイッチは運転席ドアと、サードシー 
卜の左ちにあ0まず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに開閉でさまず。 


運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを開< 

►スイッチ①、©を軽く押しまず。 

押している間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウがが側に開きまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動でが側に開さまず。 

運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを閉じる 

►スイッチ①、©を引きまず。 

引いている間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウが閉じまず。 



ヴードシー ト 左側のスイツチ 
@ベンチ レーシヨ ンウインドウスイッチ 


ヴードシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを開< 

► スイッチ③を軽く押しまず。 

押している間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウがが側に開きまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動でが側に開きまず。 
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ヴー ドシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ③を引きまず。 

引いている間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウが閉じまず。 

〇 運転席ドアのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを開閉してい 
るときは、サードシート左ちのス 
イッチで開閉しているベンチレー 
シヨンウインドウを操作ずることは 
でさません。 


スライディング ルーフ * _ 

フ□ントシートとセカンドシートの上 
ちにスライディングルーフが装備され 
ています。 

A 警告 

スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラにミ主 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
デイングルーフを開いてください。 


A 警告 

乗員全員がシートベルトを着用して 
ください。車が横転したとさなどに 
スライディングルーフの開口部から 
車外に投げ出されて、致命的なけが 
をするおそれがお0ます。 

また、スライディングルーフのガラ 
スは事故などの際の衝撃で割れるこ 
とがあ0まず。スライディングルー 
フが閉じていてを、シートベルトを 
着用していないと、車が横転したと 
さなどに車外に投げ出されて、致命 
的なけがをするおそれがあります。 

走行中はスライディング ルーフから 
身体を出さないで<ださい。けがをす 
るおそれがあります。 

P スライディングルーフには挟み込 
み防止機能がありまずが、スライ 
ディングルーフを閉じるとさは、身 
体や物が挟まれないよラにま意して 
<ださい。特にモおにはま意して< 
ださい。 

Q スライディングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないで<ださい。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ウインドウとスライディング 
ルーフが完全に閉じていることを確 
認して < ださい。 

Q スライディングルーフの シール 部 
を損傷しないようにミ主意して<だ 
さい。車内に水や雨などが漏れるお 
それがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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o スライディングルーフに雪や氷が 
付着しているときは操作しないでく 
ださい。スライディングルーフが故 
障するおそれがあ0まず。 

Q 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開くとさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 

Q ルーフラックを取り付けていると 
さは、スライディングルーフを開 
かないでください。ルーフラック 
に当たり、スライディングルーフ 
やルーフラックを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとさ、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ウインドウを少し開くと、解消ずる 
ことがありまず。 

〇 スライディングルーフには挟み込 
み防止機能がありまず。スライディ 
ングルーフが自動で閉じているとさ 
やチルトダウンしているときに挟み 
込みなどの抵抗があると、スライ 
ディングルーフが停止し、その位置 
からかし開きまず。 

〇 スライディング ルーフが 自動で開 
開しているときにスイッチを操作ず 
ると、その位置で停止します。 


〇 フ□ントスライディングルーフや 
U アスライディングルーフが閉じ 
ていない状態で、エンジンスイッチ 
を2 iu がの位置にして運転席ドア 
を開くと、警告音が鳴り、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに "スライドル 
-1 アイテイの！" と表示されまず。 

〇 ヴー ド シー ト上方のガラス ルー フ 
は開閉でさません。 


フ □ントスライディング ルーフ 



①開く 
©閉じる 

@チルトアップする 
④チルトダウンする 
⑥フロント/ U ア切り替えスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに、フ□ントスライデイングルー 
フを操作でさまず。 

スイッチはルーフコント□ールパネル 
にありまず。 

フ□ントスライデイングルーフの操作 
に切り替える 

►フロント/ U ア切り替えスイッチ 
⑥を押しまず。 

スイッチ⑥の表示灯び消灯している 
ときに、フ□ントスライデイング 
ルーフを操作でさまず。 
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フ□ントスライディングルーフをチル 
トアップずる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップ 
します。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップします。 

フ□ントスライディングルーフを開く 

► ①の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ開きまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をまず。 

フ□ントスライディング ルーフを 閉 
じる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じ、チルト 
アップした状態で停止しまず。 

③ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じ、チルトアップした 
状態で停止します。 

まには 

► ④の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

④ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 


フ□ントスライデイングルーフをチル 
トダウンずる 

► ③または④の方向に軽く操作し 
9 〇 

操作している間だけチルトダウンし 
9 〇 

③まには④の方向にいっぱいまで 
操作すると、自動でチルトダウン 
しまず。 

リアスライデイングルーフ（前席か5 
の操作） 



前席スイッチ 

①開く 
③閉じる 

③ かし開く 

④ 閉じる 

⑥フロント/リア切り替えスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに、 U アスライデイングルーフを 
操作でさまず。 
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リアスライディングルーフの操作に切 
り替える 

►フロント/ U ア切り替えスイッチ 
⑤を押しまず。 

スイッチ⑥の表示灯び点灯している 
とさに、 U アスライディングルーフ 
を操作でをまず。 

リアスライディング ルーフを 開く 

► ①の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ開さまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をまず。 

リアスライディングルーフを少し開い 
た:!犬態にずる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ作動し、かし 
開いた状態になりまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で作動し、かし開いた状態 
になりまず。 

リアスライディング ルーフを 閉じる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じ、かし開いた状態で 
停止します。 

〇 U アスライディング ルーフび かし 
開いた状態のとさ、スイッチを③の 
方向に操作ずると、 U アスライデイ 
ング ルーフび 閉じまず。 


または 

► ④の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

④の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 


リアスライディングルーフ（を席か5 
の操作） 



後席スイッチ 

①開く 
③閉じる 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに、1」アスライディング ルーフを 
操作でさまず。 

後席のスイッチは U アスライディング 
ルーフ後方にありまず。 

U アスライディング ルーフを 開く 

► ①の方向に軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

①の方向にいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 


I 
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r — プン / ク□—ズ 


〇 U アスライデイングルーフび閉じ 
た状態で、①の方向にいっぱいまで 
押して手を放すと、1」アスライデイ 
ングルーフび作動し、かし開いた状 
態で停止します。 

U アスライデイングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く引をまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

③の方向にいっぱいまで引くと、自 
動で閉じまず。 


ブラインド 



フ□ントスライディングルーフのブラインド 


フ□ントスライディングルーフ、1」ア 
スライディングルーフ、サードシート 
上方のガラスルーフには、それぞれブ 
ラインドび装備されていまず。 

ブラインドを開< 

► グリップ①を上方に押して□ック 
を外し、グ U ップを持ちなびら開 
さまず。 

ブラインドを閉じる 

►グ U ップ①を持って閉じ、確実に 
□ックしまず。 


〇ブラインドを開<とさは、グ1」ッ 
プを持って、ゆっくりと卷さ取らせ 
まず。手を放ずとブラインドなどを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇ブラインドを閉じるときは、必ず 
スライディングルーフを閉じてくだ 
さい。スライディングルーフび開い 
た状態でブラインドを閉じると、走 
行風によりブラインドを損傷ずるお 
それびありまず。 

スイッチで開閉でをないとを 

バッテ U —あびりを起こしたり、スラ 

イディングルーフの故障でスイッチ 

での開閉びでさないとさは、メルセデ 

ス•ベンツ指定サービスエ場に連絡し 

て < ださし、。 

スライディング ルーフの リセット 

し U 下のとさは、スライディングルーフ 

び自動で開閉しないことびありまず。 

スライディングルーフの U セットを行 

なって < ださい。 

• スライディングルーフびスムーズに 
作動しないとを 

• スライディングルーフに異甫びある 
とさ 

• バッテ U — あびりやバッテ U — 交換 
などで電源び断たれたとを 
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スライディングルーフをリセットずる 
A 警告 

スライディングルーフの U セットを 
行なわないと、挟み込み防止機能は 
作動しません。おず1」セットを行なっ 
てか S スライディングルーフを操作 
してくださし、。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► フロント/ U ア切り替えスイッチ 
⑥を押し （075 ぺージ）、フ□ント 
スライディングルーフと U アスライ 
ディングルーフの両方で U セット操 
作を行ないまず。 

►スイッチを③の方向（1>75ページ） 
に操作して、スライディングルーフ 
を全閉にし、そのまま約3秒間ス 
イッチを操作し続けまず。 

► スライディング ルーフび 自動で開 
閉することを確認しまず。 

自動で開閉しないとさは、再度 U 
セット操作を行なってください。 

〇スライディングルーフのリセット 
びでさないとさは、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって < ださい。 



①表示灯 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さに、ドアやテールゲートび開けられ 
たり、ボンネットの□ックび解除され 
ると警報び作動しまず。 

システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で施淀しまず。 

表示灯①び点滅しまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
な①び点滅を続けまず。 

システムの待機： I 犬態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠しまず。 

表示灯①び消灯し、待機状態び解除 
されます。 

〇システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認して<ださい。ボンネッ h の 
□ックび解除された状態では、シス 
テムを待機状態にしてボンネットび 
開けられてち警報は作動しません。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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盜難防止警報システム 


P システムび待機状態のとさに車内 
からドアや テールゲー トを開いた 
り、ボンネット□ック解除 レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
さは待機状態にしないでください。 

P システムを待機状態にしてを、表 
示灯①び点滅しない場合は、システ 
ムび故障していまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

警報の作動 

システムび待機状態のとさ、 m 下の 

よ5な状況を感知ずると警報び作動 

します。 

• ドアが開けられたとさ 

• テールゲートが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

警報が作動すると、ホーンが約3日秒 

間鳴り、非常点滅灯が通常の約2倍の 

速さで約4分間点滅しまず。 

また、ルームランプなどち約4分間点 

丹しまず。 

〇リ モ コン 操作で施錠した後、ェ 
マージェンシーキーで助手席 ドアを 
解結して開くと警報び作動しまず。 


警報が作動したときの停止ち法 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 
か、キーの解錠ボタンまたはスライ 
ディングドア/ テールゲー ト解話 
ボタン、スライディングドア開閉ボ 
タンを押しまず。 

ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、キーの施錠ボ 
タンを押してを警報は停止しまず。 

〇 ドアやテールゲートび開けられた 
り、ボンネットの□ックび解除さ 
れて警報び作動したときは、それら 
をすぐに閉じてを、警報は停止しま 
せん。 
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A 警告 

シートを調整ずるとさは、乗員の身体 
や物などを挟まないよラにミ主意して 
ください。また、シートを調整してい 
るとさに、シートの下などシートの 
可動部に手を触れないでください。 


A 警告 

正しい運転姿勢がとれるよラに、じ I 
下の点にミ主意してフ□ントシートを 
調整してください。 

• ステア U ングが楽に操作でさる 
• ペダル類が十分に踏み込める 

• シートベルトが正し<着用でさる 
029ページ） 

• バックレストはできるだけ垂直に 
起こし、背中がバックレストに密 
着する 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おる 

A 警告 

運乾席の乗員は、必ず走行前に自分 
の運転姿勢にをラよラにシートを調 
整してください。 

また、シート位置の調整は、停車し 
ていてパーキングブレーキを 効かせ 
た状態で行なって<ださい。運転中 
に調整して操作を誤ると、車のコン 
卜□ールを失い、事故を起こすおそ 
れがおります。 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとを、 
けがをするおそれがありまず。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
事故のとを、身体がシートベルト 
の下を抜けてベルトが腹部や首に 
かかり、致命的なけがをずるおそ 
れがおります。 


手動式シート 



運輯席シート 
①シートの前後位置 
@シートクッションの角度 
@シートの高さ 
@バックレストの角度 

シートの前後位置を調整ずる 

►八ンドル①を引いたまま、シート 
を前後に動かして調整しまず。 

► 八ンドル①から手を放しまず。 

►" カチッ"といラ音がして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
ゆずります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

シートの前後位置を調整したときは、 
シートび確実に□ックされているこ 
とをぶ、ず確認してください。 

バックレストのち度を調壁ずる 

► ダイヤル④をまわして調整しまず。 

シートの高さを調壁ずる 

► レバー③を繰り返し引さ上げまず。 

シートの高さび上びりまず。 

まには 

► レバー③を繰り返し押し下げまず。 
シートの高さび下びりまず。 

シートクッシヨンのち度を調壁ずる 

► ダイヤル③をまわして調整しまず。 

メモリー付フ□ントパワーシート * 



助手席 シートのスイッチ 
①へッドレストの高さ 
③バックレストの傾き 

③ シートの前後位置 

④ シートクッシヨンの角度 
⑥シートの高さ 


Q 収納式センターテーブル*をセカ 
ンドシートの位置で使用して天板を 
展開しているとをは、フ□ントシー 
卜のバックレストを後方に倒しずざ 
ないで<ださい。シートとセンター 
テーブルび接触して、損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

スイッチは左ちのドアにありまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、または調整ずる側のドアび開い 
ているときに操作できまず。 

シートの前後位置を調舊ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
まず。 

バックレストの角度を調壁ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
ます。 

シートの高さを調壁ずる 

► 矢印⑥の方向にスイッチを操作し 
ます。 

シートクッシヨンの角度を調整ずる 

► 矢印④の方向にスイッチを操作し 
9 〇 

脚び軽く支えられるよ5に調整し 
まず。 

へッドレストの高さを調壁ずる 

► 矢印①の方向にスイッチを操作し 
ます。 

へッドレストの中央び目の高さにな 
るよラに調整しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

柔車するとをは、ヘッドレストの中 
央び目の高さになっていることを確 
認してください。 


メモリー機能 



目力手席のスイッチ 
①メモ IJ — スイッチ 
③ポジションスイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、または操作ずる側のドアび開い 
ているときに、シート位置の記憶と記 
憶させた位置の呼び出しびでさまず。 

シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

► ポジションスイッチ③を1から3 
のいずれかの位置に合わせまず。 

► メモ U —スイッチ①を押しまず。 

► 3 秒じ(巧にポジションスイッチ③を 
押します。 

そのとをのポジションスイッチの位 
置にシート位置び記憶されまず。 

他のポジションにを同様の方法でシー 
卜位置を記憶させることびでさまず。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 
A 警告 

走行中に運転席のメモ U —機能を使 
用しないでください。事故を起こず 
おそれびあ0ます。 

► ポジションスイッチ③を呼び出し 
たい位置 （1 〜 3) に合わせ、押し 
続けまず。 

シートび動さはじめ、記憶させた位 
置になると停止しまず。 

〇 記憶させたシート位置を呼び出し 
ているとさにポジションスイッチか 
ら指を放ずか、シート調整スイッチ 
を操作すると、シートの動さが停止 
し ^ 〇 

〇 キーごとに異なるシート位置を記 
憶させることびでさまず。詳しくは 
0120ページ）をご覧ください。 

〇バックレストを大さく後ろに傾け 
た位置にしているときは、記憶位置 
を呼び出ず前に、パックレストを起 
こして < ださい。 

ラン バーサポー トの調整* 



左フ□ントシート 

①サポート増 
© サポート減 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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腰部を正しく支えるよラにバックレス 
卜のあ状を調整でをます。 

スイッチはシートクッシヨンの側面に 
ありまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

ラン バーサポート を調舊ずる 

►スイッチの①側または③側を押し 
ます。 

バックレストのあ状び変化し、サ 
ポートび増減しまず。 

〇 ラン バーサポー トを正し<調整ず 
ることにより、走行中の腰部への負 
担が軽減しまず。 

〇 ラン バーサポー トを調整ずるとき 
は、バックレストに腰部を輕く当て 
て < ださい。 


左ち独立式シート（セカンドシート 
/ヴードシート *) _ 

左ち独立式シートは、左ち独立で調整 
したり、脱着（杉89ページ）ずるこ 
とがでさまず。 

左ち独立式シートは、取り付け位置や 
取り付け方向を変更でさまず。詳し< 
は0203ページ）をご覧ください。 


A 警告 

• シートに乗車するとさは、似下の 
内容を必ず守って<ださい。事故 
のとさ、けがをするおそれがあ0 
ます。 

◊シートおよびバックレストが確 
実に□ックされていることを確 
認してください。 

◊ヘッドレストを取り付け、へッ 
ドレストの中央が目の高さにな 
るよラにして < ださい。 

◊シートベルトを正しく着用して 
<ださい。 

• 走行中はシートの折りたたみや脱 
着をしないで<ださい。けがをす 
るおそれがあります。 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあ0ます。 

• サードシートを後ろ向さに取り付 
けた状態で走行しないでくださし、。 
荷物を積んでいるときや事故のと 
さなどに荷物が投げ出されて、乗 
員がけがをするおそれがあ0ます。 


A 警告 

左ち独立式シートを調整したり脱 
着すると重は、シートの下や横に身 
体を入れないでください。挟まれて 
けがをずるおそれがお0まず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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p フ□ントシートの下に足を入れ 
ないで<ださい。フ□ントシートを 
後方に移動させると、けがをずるお 
それがありまず。 


シートの調整 



①□ック解除 レバー 


シートの前後位置を調整ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かしまず。 

► 好みの位置になったら、□ック解 
除レノ（一①から手を放しまず。 

►" カチッ II といラ音がして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
押します。 



③シート標準位置範囲 


A 警告 

• シートの前後位置を調整したり脱 
着するとさは、シートの下や横に 
身体を入れないでください。挟ま 
れてけがをするおそれがお0ます。 

• シートに乗車するときは、シート 
レッグ中央部®びシート標準位置 
範囲感内になっていることを確認 
してください。ブレーキ時などに 
シートが動き、乗員がけがをする 
おそれがあります。 

• シートが確実に固定されているこ 
とを確認してください。ブレーキ 
時などにシートが動を、乗員がけ 
がをするおそれがお0まず。 

• シート位置の調整は、停車してい 
るときに行なってください。 
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シートを前をに移動し、ラゲッジス 
ぺースを広げる 

左ち独立式シートを前後に移動ずるこ 
とにより、ラゲッジスペースを広げる 
ことびでをまず。 

► □ック解除レバー （085 ぺージ） 
を引いたまま、シートを希望の位置 
まで移動します。 

► □ック解除レバーから手を放し 
ます。 

その位置で □ ックごれまず。 

正しく固定されていないときは、 
シートをその位置で前後に押して正 
しく固定しまず。 

A 警告 

シー トレ ッ グの中央部が シー ト標準 
位置範囲内になっていないとさは、 
左ち独立式 シー トに乗車しないでく 
ださい。ブレーキ時などに シー h が 
動さ、乗員がけがをずるおそれがあ 
0まず。 

〇収納式センターテーブル*をサー 
ドシートの位置で使用して天板を展 
開しているとさは、セカンドシー 
卜のバックレストを後方に倒しずざ 
ないで < ださい。シートとセンター 
テーブルび接触して、損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 



④バックレスト調整レバー（前部) 
⑥バックレスト調整レバー惟部) 


バックレストのち度を調壁ずる 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引さなびら、バックレストの角 
度を調整します。 

バックレストを前ちに倒ず 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引きなびら、バックレストを前 
方に倒しまず。 

いっぱいに倒した位置でバックレス 
卜は□ックされまず。 

倒したバックレストを起こず 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引さなびら、バックレストを起 
こしまず。 

起こした位置でバックレストは□ツ 
クされまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

• バックレストが確実に□ックされ 
ていることを確認してくださし、。 
荷物が投げ出されて、乗員がけが 
をずるおそれがあります。 

• バックレスト角度の調整は、停車 
しているときに行なってくださし、。 
• 前ちに倒したバックレストの背面を 
テーブルとして使用ずるのは、停車 
しているとさだけにして<ださい。 
走行中にテーブルとして使用ずる 
と、載せている物を損傷したり、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
ます。 


シートを巧りたたむ 


A 警告 

サードシートに乗車ずるとさは、セ 
カンドシートを折りたたまないでく 
ださい。急発進時や急な進路変更時、 
事故のときなどに、折りたたまれてい 
たセカンドシートが元に戻り、けが 
をするおそれがあります（セカンド 
シート下部に警告ラベル®が貼付さ 
れていまず）。 


I 



①□ック解除レバー（引さ上げ方向） 

③八ンドル 

③ □ック 解除 レバー （押し下げ方向） 

④ 警告ラベル 

►へッドレストを下げまず。 

► アームレストをバックレストと平 
行になる位置に上げまず097ペー 
ジ)。 

►バックレストを前方に倒して□ッ 
クします。 

► □ック解除レバーを①の方向に引 
き上げるか、③の方向に押し下げて、 
□ックを解除しまず。 

►八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引を起こして折りたたみまず。 

〇 バックレストび前方に倒した位置 
で□ックされていないとさは、シー 
卜を折りたたむことがでさなし''こと 
がありまず。 


B を習恒掛 
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A 警告 



シートを折りたたむときは決して 
シートの下に手をかけないでくだ 
さい。手を挟まれて、けがをするお 
それがありまず。 

シートの折0たたみは必ず取扱説明 
書の手順に従い、ま意事項を守って 
行なって < ださい。 


A 警告 

• 走行中にシートを折0たたまない 
で<ださい。けがをするおそれが 
あ0ます。 

• シートを折りたたんで荷物を積む 
とさは、必ず荷物を固定して<だ 
さい。荷物び投げ出されて、乗員が 
けがをずるおそれがあります。 

•シートを折りたたむときは、身体 
传物を挟まないよラにミ主意してく 
ださい。 


巧りたたんだシートを元に戻ず 



①八ンドル 


►八ンドル①を持ち、シートを後方 
に倒して確実に□ックしまず。 

A 警告 

• 折りたたんだシートを元の位置に 
戻すときは、身体や物を挟まない 
よラにミ主意して < ださい。 

• シートが確実に□ックされている 
ことを確認して < ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどにシートび動さ、乗員がけ 
がをするおそれがありまず。 

Q 折りたたんだシートを元の位置に 
戻ずとさは、シートレールの溝に 
異物が挟まっていないことを確認 
して<ださい。シートやシートレー 
ルを損傷するおそれがありまず。 


B を邸6恒冊 
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Q シートが確実に□ックされてい 
ないときは、バックレストが起き 
ないことがありまず。 


シートを取りがず 



①□ック解除 レバー 
©八ンドル 


③前部シートレッグ 
® シートレッグ固定部 


A 警告 

シートを取り外ずとさは大人2人];! 
上で作業してください。シートは重い 
ため、腰を痛めたり、シートを足の 
上に落としてけがをするおそれがあ 
ります。 

► シートを折りたたみまず087ペー 
ジ)。 

► 2力所の□ック解除レバー①を完全 
に引さ上げまず。 

►八ンドル®を持ち、シートを前方 
に傾けて、持ち上げて取りがしまず。 


H シートを取り列'ずときは、シート 
レッグの中央部がシート標準範囲 
内にあることを確認して<ださい 
(>85 ぺージ）。シートレッグがシー 
卜標準範囲内にない状態で取りがず 
と、シートを取り付けるときにシー 
卜と内張りが接触して損傷ずるおそ 
れがあります。 

シートを取り付ける 


►八ンドル③を持ち、左ちの前部シー 
トレッグ③をそれぞれ、左ちのシー 
トレッグ固定部④に差し込みまず。 

►シートをかし後方に傾けて、2力 
所の□ック解除レノ（一①を完全に押 
し下げまず。 

取り付けたシートを元に戻ずときは 

(杉88ページ）をご覧ください。 

A 警告 

• シートを取り付けるとさは、シー 
トレールの溝に異物が挟まつてい 
ないことを確認してくださし、。 

また、シートを取り付けたとさは、 
確実に固定されていることを確認 
して<ださい。急ブレーキ時や急 
な進路変更時、事故のとさなどに 
シートが外れて車巧に投げ出され 
て、乗員がけがをずるおそれがあ 
りまず。 

• シートを取り付けるとさは、身体 
や物などを挟まないよラにま意し 
てくださし、。 


I 
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〇取りがしたシートを車から出し入 
れするときは、車やシートなどを損 
傷しないよ5にミ主意して < ださい。 

Q 取りがした状態でシートの調整を 
行なわないで<ださい。取り付け 
がでさな < なる場合がありまず。 

H 取りがしたシートに座ったり、 
重い物を載せないで<ださい。シー 
卜を損傷するおそれがありまず。 

H シートレールに埃やゴミが入ら 
ないよ5にして < ださい。 


ヴートシート（へノすソート J * 

サードシートには、左ち分割式のベン 
チシートが装備されていまず。 

左ち独立で調整したり、脱着ずる 
([>92、94ページ）ことができまず。 

ヴードシートは取り付け位置を変更で 
きます。詳しくは （02 日3ページ）を 
ご覧ください。 

A 警告 

ヴードシートの前後位置を調整した 
り脱着するときは、シートの下や横 
に身体を入れないでください。挟ま 
れてけがをずるおそれがあ0まず。 


A 警告 

• サードシートに乗車するとさは、 
し^下の内容を必ず守ってください。 
事故のとさ、けがをするおそれが 
あります。 

◊シートおよびバックレストが確 
実に□ックされていることを確 
認してください。 

◊ヘッドレストを取り付け、へッ 
ドレストの中央が目の高さにな 
るよラにして < ださい。 

◊シートベルトを正しく着用して 
<ださい。 

◊セカンドシートを折りたたま 
ないで < ださい。 

• 走行中はサードシートの折りたた 
みや脱着をしないで<ださい。け 
びをするおそれがあります。 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがお0ます。 


サードシートを調整ずる 



①□ック解除 レバー 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シートの前後位置を調壁ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かしまず。 

►巧みの位置になったら、□ック解 
除レバー①から手を放しまず。 

►" カチッ"とい5音びして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
押します。 



③シートレッグ中央部 
③シート標準位置範囲 


A 警告 

• サードシートに乗車するときは、 
シートレッグ中央部®がシート標 
準位置範囲®巧になっていること 
を確認してください。ブレーキ時 
などにシートが動量、乗員がけが 
をずるおそれがありまず。 

• シートが確実に固定されているこ 
とを確認してください。ブレーキ 
時などにシートが動さ、乗員がけ 
がをするおそれがあ0ます。 

• シート位置の調整は、停車してい 
ると重に行なってください。 


サードシートを前後に移動し、ラゲッ 
ジスペースを広げる 

ヴードシートを前後に移動ずることに 
より、ラゲッジスペースを広げること 
がで'さまず。 

► □ック解除レバー(>90ページ) 
を引いたまま、シートを希望の位置 
まで移動します。 

►□ ック解除レバーから手を放し 
cA 9 〇 

その位置で □ ックされまず。 

正し < 固定されていないとさは、 
シートをその位置で前後に押して正 
しく固定します。 

A 警告 

シートレッグの中央部がシート標準 
位置範囲内になっていないとさは、 
サードシートに乗車しないで<だ 
さい。ブレーキ時などにシートが動 
さ、乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 


を邸 S 恒脚 





④バックレスト調整レバー 



⑥バックレスト調整レバー 


バックレストのち度を調壁ずる 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引さなびら、バックレストの角 
度を調整します。 

バックレストを前方に倒ず 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引きなびら、バックレストを前 
方に倒しまず。 

いっぱいに倒した位置でバックレス 
卜は□ックされまず。 


倒したバックレストを起こず 

►バックレスト調整レバー④または 
⑥を引をなびら、バックレストを起 
こしまず。 

起こした位置でバックレストは□ッ 
クされます。 

A 警告 

• バックレストが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
荷物が投げ出されて、乗員がけが 
をずるおそれがあります。 

• バックレスト角度の調整は、停車 
しているとさに行なってください。 

ヴー ドシートを巧りたたむ 

左側サードシートのみ、またはサード 
シート全体を折りたたむことがでさ 
9 〇 

〇 左側ヴードシートが折りたたまれ 
ていないとさは、ち側サードシート 
を折りたたむことはでさません。 

〇 バックレストが前方に倒れてい 
ないとさは、サードシートを折りた 
たむことがでさません。 


を邸 S 恒冊 
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①□ック解除レバー（左側ヴードシート) 
③□ック解除レバー（ち側ヴードシート) 

③ 八ンドル（左側ヴードシート） 

④ 八ンドル（ち側ヴードシート） 


左測ヴードシートを巧りたたむ 

►へッドレストを下げまず。 

►バックレストを前方に倒しまず 
092ページ）。 

► □ック解除レバー①を引さ上げて、 
□ックを解除しまず。 

►八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引さ起こしてキ斤りたにみまず。 

H サード シー トを折りたたむとき 
は、セカンドシートと接触しないよ 
うに、シートの前後位置を調整して 
<ださい。 

〇左側ヴードシートだけを前方に折 
りたたんだ状態で、ち側サードシー 
卜を前後に動かさないで<ださい。 
折りたたんだ左側ヴードシートを元 
の位置に戻せな < なりまず。 


ち側ヴードシートを巧りたたむ 

►へッドレストを下げまず。 

►バックレストを前方に倒しまず 
(杉92ページ）。 

► □ック解除レバー③を引き上げて、 
□ックを解除します。 

►八ンドル④を持ち、シートを前方 
に引さ起こして折りたたみまず。 

H ヴードシートを折りたたむとさ 
は、身体や物を挟まないようにミ主意 
して < ださい。 

A 警告 

• サードシートを折りたたむとさは 
決してシートの下に手をかけない 
でください。手を挟まれて、けが 
をずるおそれがありまず。 

シートの折0たたみは必ず取扱説 
明書の手順に従い、ミ主意事項を守っ 
て行なってください。 

• 走行中にサードシートを折りたた 
まないで<ださい。けがをするお 
それびあ0まず。 

• サードシートを折りたたんで荷物 
を積むとさは、必ず荷物を固定し 
てください。荷物が投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 


I 










巧りたたんだヴードシートを元の位置 
に戻ず 



①八ンドル（左側サードシート） 

©八ンドル（ち側サードシート） 

►八ンドル®を持ち、ち側サードシー 
卜を後ちに倒して確実に□ックし 
ます。 

►八ンドル①を持ち、左側サードシー 
卜を後方に倒して確実に□ックし 
ます。 

A 警告 

• 折りたたんだサードシートを元の 
位置に戻すとさは、身体や物を挟 
まないよラに注意してください。 

• サードシートが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
急ブレーキや急な進路変更時、事 
故のときなどにシートが動き、柔 
員がけがをするおそれがあ0まず。 

Q 折りたたんだサードシートを元の 
位置に戻ずとさは、シートレール 
の溝に異物が挟まっていないこと 
を確認して<ださい。シートやシー 
トレールを損傷するおそれがあり 
ます。 


。ヴードシートが確実に□ックされ 
ていないときは、バックレストが起 
さないことがありまず。 

サードシートを取りがず 

左側サードシートのみ、またはヴー 
ドシート全体を取りがずことがでさ 
ます。 


A 警告 

ヴードシートを取り外ずとさは大人 
2人似上で作業してください。ヴー 
ドシートは重いため、腰を痛めたり、 
ヴードシートを足の上に落としてけ 
がをずるおそれがありまず。 

〇 左側ヴードシートが取りがされ 
ていないとさは、ち側サードシート 
を取りがずことはでさません。 


薇燃 
痛％ 


①□ック解除レバー（左側サードシート） 
@1□ック解除レバー（ち側サードシート） 
@八ンドル（左側サードシート） 

④八ンドル（ち側サードシート） 
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左側ヴードシートを取りがず 

►左側サードシートを折りたたみ 
ます093ぺージ）。 

► 2 力所の□ック解除レノ（一①を完全 
に引さ上げまず。 

►八ンドル③を持ち、左側サードシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取り 
外します。 

ち側ヴードシートを取りがず 

►ち側サードシートを折りたたみ 
ます （093 ページ）。 

► 2 力所の□ック解除レノ（一③を完全 
に引を上げまず。 

►八ンドル④を持ち、ち側サードシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取り 
外します。 

ヴードシートを取り付ける 

〇 ち側サードシートび取り付けられ 
ていないとさは、左側サードシート 
を取り付けることはでさません。 


ち側ヴードシートを取り付ける 



ち側ヴードシート 
①八ンドル 


③前部シートレッグ 

③ シートレッグ固定部 

④ □ック解除レバー 

►八ンドル①を持ち、左ちの前部シー 
トレッグ③をそれぞれ、左ちのシー 
トレッグ固定部③に差し込みまず。 

►シートをかし後方に傾けて、2力 
所の□ック解除レノ（一④を完全に押 
し下げまず。 


左側ヴードシートを取り付ける 



①前部シートレッグ 
©シートレッグ固定部 
③)□ック解除 レバー 


► 前部シートレッグ①をシートレッ 
グ固定部®に合わせます。 


B を邸 Q 恒掛 
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ち側ヴードシートび巧りたたまれている状態 
® 左側ヴードシート固定部 
⑥ち側ヴードシート固定部 


► シートを後方に傾けながら3力所 
の左側サードシート固定部④を、そ 
れぞれ3力所のち側ヴードシート 
固定部®に合わせまず。 

► 2力所の□ック解除レバー③を完全 
に押し下げまず。 

〇 ち側サードシートが前方に折りた 
たまれた状態で、左側サードシート 
を取0付けて < ださい。 

A 警告 

• サードシートを取り付けるとさは、 
身体や物を挟まないよラにミ主意し 
て < ださい。 

• サードシートを取り付けたとさは、 
確実に固定されていることを確認 
して<ださい。急ブレーキ時や急 
な進路変更時、事故のとさなどに 
シートが外れて車内に投げ出され 
て、乗員がけがをするおそれがあ 
ります。 


Q 取りがしたヴードシートを車から 
出し入れするとさは、車やシートな 
どを損傷しないよ5にま意して<だ 
さい。 

Q 取りがした状態でヴードシートの 
調整を行なわないで<ださい。取 
り付けがでさな<なる場合があり 
まず。 

P 取りがしたヴードシートに座つ 
たり重い物を載せないで<ださい。 
シートを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

Q シートレールに埃や3’ミが入ら 
ないよラにして < ださい。 


へツ ドレスト 


A 警告 

乗車するときは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ、 
首にけがをずるおそれがありまず。 
ヘッドレストの上端と乗員の頭部の 
上端が同じ高さになるよラに、へッ 
ドレストの高さを調整してください。 
また、でさるだけ後頭部にお付くよ 
ラにへッドレストの傾さを調整して 
<ださい。 
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手動式シート装備車 



①□ック解除ボタン 
③へッドレストの高さ 
③へッドレストの傾さ 


へッドレストを上げる 

►へッドレストを引さ上げまず。 

へッドレストを下げる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを下げまず。 

へッドレストの傾きを調壁ずる 

►へッドレストの前部下端を持ち、 
矢印③の方向に動かしまず。 

へッドレストを取りがず 

► へッドレストをいっぱいに引き上 
げまず。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

►切り欠さのある支柱び左側にくる 
よ5にへッドレストの支柱を取り付 
け巧に差し込み、□ック解除ボタン 
①を押しなびら、へッドレストを取 
0付けまず。 
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メモリー付フ□ントパワーシート装 
備車 

へッドレストの高さを調壁ずる 

► 左ちドアにあるスイッチで調整し 
ます （082 ぺージ）。 

A 警告 

柔車ずるとをは、ヘッドレストの中 
央び目の高さになっていることを確 
語してください。 

へッドレストを取りがず 

►スイッチでへッドレストをいっ 
ぱいに上げてから （082 ページ）、 
へッドレストの支柱を持ち、ヘッド 
レストを引さ上げて取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

►へッドレストの支柱を取り付け巧 
に差し込んで押し込みまず。 


アームレスト 



アームレストのち度を調壁ずる 


►一度①の位置まで上げたあと、③ 
の位置まで下げ、上げなびら角度を 
調整しまず。 

③と③の間の角度で固定できまず。 
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アームレストを使用しないとさは、 
①の位置まで上げてください。 

U アームレストの上に座ったり、 
重い物を置かないで < ださい。 


シートヒーター* 

A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の巧服などを着用している状態や、 

毛巧などの巧温性の高いちのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅巧、水 
ぶくれ）を起こずおそれびあ0ます。 

B し U 下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざた0、ほ温乂傷をずるおそれびあ 
りまずので十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、高齢者、病人、体び不 
自由な方 

• 皮膚び弱い方 
• 疲ちの激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用した方 
• 飲ミ酉した方 

H シートから離れるとさは、シート 
ヒーターを停止して、シー h に物を 
置いたままにしないで<ださい。ま 
た、柔車していないシートのシー 
h ヒーターを作動ごせないで<だ 
さい。シートヒーターび過熱し 
て、シートを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
0バッテ1」一の電圧びほ < なると、 
シートヒーターび停止ずることびあ 
りまず。このとさは表示灯び点滅し 
ます。電圧び回復ずると、再び自動 
的に作動し、表示灯び点灯しまず。 



①シートヒータースイツチ 
③表あ丹 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ®を押し 
まず。 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に点灯ずる表示灯⑤の数び変わり、 
シートヒーターの作動び切り替わり 
9 〇 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ®を押し 
て、表示灯⑤を消灯させまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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表示なの 
点打数 

作動内容 

3 

シー ト ヒーターが 強で 
作動します。 


約 5 分後に自動的に中 
に切り替わりまず。 

2 

シー ト ヒーターが 中で 
作動します。 


約 1 日分後に自動的に 
弱に切り智わりまず。 

1 

シー ト ヒーター が弱で 
作動します。 

0 

停止していまず。 


ステア U ング 


A 警告 

• ステア U ングの調整は、必ず停車 
時に行なってください。走行中に 
行なって操作を誤ると、事故を起 
こずおそれがあ0ます。 

• 走行中はステアリングのパッド部 
を持たないでください。万一のと 
さ、エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0まず。 

• ステアリングのパッド部にカバー 
をしたり、エアバッグ収納部の上 
にバッジ、ステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼付しないで 
ください。エアバッグの作動を巧 
げた0、作動時にけがをずるおそ 
れがおります。 


A 警告 

子供だけを残して車から離れないで 
ください。誤って□ック解除レバー 
を操作すると、身体を挟んでけがをず 
るおそれがありまず。 
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巧一 





①□ック解除 レバー 

③ステア U ング上下位置の調整 

③ステア U ング前後位置の調整 

ステア IJ ングの位置を調壁ずる 

►ステア U ング下側の□ック解除レ 
ノ（一のを下げまず。 

►上下位置を調整ずるとをは、ステ 
ア U ングを矢印③の方向に動かし 
ます。 

►前後位置を調整ずるとをは、ステ 
ア U ングを矢印③の方向に動かし 
ます。 

► 調整び終わったら、□ック解除レ 
バー①を上げて、ステアリングを 
□ックしまず。 

調整後はステア U ングび確実に□ック 

されていることを確認してください。 

〇ステア U ングをいっぱいにまわ 
しに状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引されるとさは、十分ま意して 
ください。エンジンび停止している 
と、通苗のとさに比べてステア U 
ング操作に非常に大さな力び必要 
でず。 


巧一 


A 警告 

S ラー類は必ず走行前に、媛ちが十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こす 
おそれがお0ます。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角が 
ありまず。車線変更をずるとさは、必 
ず J レー厶 S ラーでを後方を確認してく 
ださい。また、必ず肩ごしに直接斜め 
後方を確認してください。 

Q ルーム ミラーやドアミラーのミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを使 
用するときは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色ずるおそれがあり 
まず。 


ルームミラー 


ルーム S ラーの 角度調整 



①センサー 

©サイドビューカ方ラスイッチ 


► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 
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O ルーム s ラーにはサイドビューカ 
ラの映像を表示でさまず。ルーム 
ミラー下部には、サイドビューカ 
ラのスイッチ®があります。 

詳しくは（>174ぺージ）をご覽く 
ださい。 

自動防眩機能 


周囲が暗<、エンジンスイッチが2の 
位置のとさに、ルームミラーのセン 
サー①が後続車のライトを受けると、 
自動的にルーム S ラーの色の濃度が変 
わり眩しさを防止しまず。 

A 警告 

セーフテイネットを使用していると 
さなど、ルーム S ラーのセンサーに 
後続車のライトが当たらないとさは、 
自動防眩機能が作動しないおそれが 
ありまず。十分ま意して走行してく 
ださい。 


A 警告 

ルーム S ラーのガラスが損傷ずると、 
液体が漏れ出ずことがあります。こ 
の液体は物を腐食させる性質があり 
ますので、目が皮膚に直接触れない 
ようミ主意してください。 

万一、液体が目に入ったとさや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分に洗い流し、医師の診断を 
受けてください。 


P 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
J 式さ取って<ださい。塗装面を損 
傷ずるおそれがあ0まず。 

〇 ルーム S ラーのセンサー①に後方 
からのライトが当たらないときは、 
自動防腔機能は作動しないことがあ 
りまず。 

〇 セレクターレバーが EE に入つ 
ているとさは自動防眩機能が解除さ 
れまず。 


ドア S ラー 
A 警告 

ドアミラーに写った像は実際よりを 
遠くにあるように見えまず。ドアミ 
ラーで媛方を確認するときは十分ミ主 
意してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ミ主意 
して < ださい。 

〇 ドアミラーには ヒーターが 装着さ 
れています。外気温度が下がると自 
動的に温められ、凍結を防ざまず。 
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巧一 


ドア S ラーのち度調藝 



①ドアミラー調整-格納/展開スイッチ 
@ドアミラー選択スイッチ（ち側） 

@ドアミラー選択スイッチ（左側） 


エンジンスイッチが1か2の位置の 

とさに調整でさまず。 

ドアミラーの角度を調藝ずる 

► 調整ずる側のドアミラー選択スイッ 
チ® (ち側）または⑤（左側）を押 
します。 

► ドアミラー調整•格納/展開スイッ 
チ①を操作してドアミラーの角度を 
調整します。 

ドア S ラーの格納/展開 

エンジンスイッチが1か2の位置の 

ときに操作できまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► ドアミラー選択スイッチを®、③い 
ずれの側にち押されていない状態に 
します。 

► ドアミラー調整•格納/展開スイッ 
チ①の下側を押し続けまず。 


ドアミラーを展開ずる 

► ドアミラー選択スイッチを®、③い 
ずれの側にち押されていない状態に 
します。 

► ドアミラー調整•格納/展開スイッ 
チ①の上側を押し続けまず。 

Q ドアミラーは手で格納したり、展 
開したりしないで<ださい。ドア云 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 

Q 走行ずるときはドアミラーを完全 
に展開して < ださい。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよう 
にミ主意して<ださい。車の周囲にモ 
供がいるときは、特に注意してくだ 
さし、。 

D 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 

Q 走行時はドア S ラーが完全に展開 
していることを確認してくださし、。 
後ち視界が確保でさな<なるおそれ 
がありまず。 

施錠時のドア S ラーの格納 


リモコン操作で施錠ずるときにドアミ 
ラーち併せて格納でさまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開 < と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(杉121ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドア S ラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてち、 
ドア S ラーは展開しません。 
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メー ターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（[>23ページ）をご覧ください。 

A 警告 

^ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障ずると、表 
示灯/警告灯や故障/警告^ッセー 
ジが表示されません。車の操縦性な 
どに悪影響をおよぼずよラな故障や 
異常が発生した場含は内容が確認で 
さないため、ただちに;ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


A 警告 

ーターパネルの照度調整ボタンや 
リセットボタンを操作するときは、 
周囲の交通状況に十分ま意して<だ 
さい。 

また、ステアリング越しにボタンを 
操作しないでください。ステアリン 
グ操作の妨げになり、事故を起こす 
おそれがありまず。 

ボタンを操作するとさは、ステアリン 
グのパッド部やダッシュボードに身 
体を寄りかけないでください。詳し 
くは、エアバッグに関するま意 (034 
ページ）をご覧くださし、。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表で _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
下のとさに表示されまず。 

• 運転席ドアを開閉したとさ 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさ 

• U セットボタンを押したとさ 
• 車がランプが点灯したとさ 

また、 Li (下のとさは約3日秒後に表示 
が消えまず。 

. 車外ランプが消灯したとさ 

• エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、キーを抜いたとさ 

詳しくは（杉10日ページ）をご覧くだ 
さい。 


义 t - —。メー ツ — 

車の走行速度を表示しまず。 


タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
しまず。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、赤色表示部（レッドゾーン） 
に入らないよラにしてくださし、 
エンジンを損傷ずるおそれびあり 
ます。 
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メーター パネル 


〇 指針びレツドゾーンに入るとエン 
ジンを保護ずるため、一時的に燃料 
の供給を停止します。このとさ、軽い 
振動びあったりアクセルペダルを 
踏んでを加速しなくなりまずび、異 
常ではありません。 

9環境 

必要 L ツ上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不お 
要に消費し、大気ミち染の原因になり 
まず。 


リセットボタン 


燃料計 


I 燃料の残量を示します。 

燃料タンク容量は約7日リツトルでず。 

P 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


トリップ一夕一や各種設定項目など 
をリセットずるときに使用しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイを表示させるとさに使用しまず。 


メーターパネル照度調節ボタン 


周囲が暗<、ーターパネルが点灯し 
ているときに、ーターパネルの日月る 
さを調整でさまず。 

明るさを調節ずる 

► ©ボタンを押しまず。 

メーターパネルが明る<な0まず。 
または 

► ©ボタンを押しまず。 

^ー ターパ ネルが暗ぐなじまず。 


燃料残量警告な 


1 


エンジンスイツチを2の位置にずると 

点灯し（点口しないとさは警告灯が故 

障しています）、数秒後に消口しまず。 

'燃料の鶏量がかな < なると点口しまず。 

警告 灯が点灯したとさの残量は約9 

リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 

〇 燃料残量がかな<なると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに "ネン 
リョウリサ'' - T キュウ化ツ ヨウ" と表おされる 
ことがありまず （>123 ページ）。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作して<ださい。注意がそれ、運 
転に集中することができず、事故の 
原因になりまず。 

走行中にステア U ングのスイツチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
ください。ステアリングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおります。 


を称 

© マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイ 

© 設定スイッチ/音量スイッチ 


• 設定 こユーでの 設定 グルー 
プの選択 

• 各設定項目での数値や設定の 
変更和、機能のオン/オフの 
選択 

• メインメニューや才ーブ' イオ 
メニュー表示中の音量の調節 


イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイは作 
動します。 

マルチファンクシヨンステア U ングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンデイスプレイを操作しまず。 



通話開始/終了スイッチ（電話） 

の國 

電話機能びないため使用でさま 
せん。 

⑤表示切り曾えスイッチ E ] 園 

メインメニューの選択 
スク□—ルスイッチ 向网 

•選がしたメインメニュー巧で 
の画面の切り替え 
• オーディオメニュー表お中の 
ラジオの選局や音楽の選曲 


《画面表示や操作ち法などはモ吉なく変更されることびあ0ます。 



























スプレイ 


メインメニューの一覧 



® 車両情報 （^107 ページ） 

⑤ 才ーディオ （>108 ぺージ） 

⑤ 故障表示 （^109 ぺージ） 

④ 設定 （…0ページ） 

⑤ トリップコンピュータ ー (>121 ページ） 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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車両情報 _ 

「車両情報」にはしツ下の項目びありまず。 

. 基本画面（卜 U ップメーター、オド 
メーター） 

• ;令却水温度表 

• ><ンテナンスインジケーター 
0223ページ） 

基本画面 



①オド^ーター 
⑤卜 U ップ^ーター 

⑤外気温度表示/ヴブスピード方一夕一 
④時刻表示/可変スピードリ S ッター 
の設定速度表示* 

感シフト位置表示/ギアレンジ表示 

基本画面を表示させる 

► ( E またはを押して、基本画 
面を表示させます。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総を計を表 
し永 9 〇 

トリップメーター 

リセット後の走行距離を表おしまず。 


トリップメーターをリセットずる （0.0 

に戻ず） 

► リセットボタン（[>104ページ）を、 
表示が日.0になるまで押し続けまず。 

夕'!•気温度表示/ヴブスピードメーター 

が気温度または走行速度を表おしまず。 

表示の切り替えは設定の "インス トル 

メント "の"基本画面の表示の設定" 

( Oil 4ページ）で行ないまず。 

A 警告 

外気温度表示が日で似上でを、路面が 
凍結していることがありまず。走行 
には十分ま意してください。 

〇 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けます。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 

時刻表お/可変スピードリ ミッターの 

設定速度表示* 

時刻または可変スピードリミッターで 

設定した速度を表示します。 

〇 巧変ス ピー ドリミッタ ーにつ いて 
は （>170 ページ）をご覧くださし、 
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娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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r スプレイ 


シフト位置表示/ギアレンジ表示 

オートマチックトランスクッションの 
シフト位置を表おしまず（1>160ぺ一 
ジ)。 

また、テイップシフト （>161 ぺージ） 
にしたとさのギアレンジを表示しまず。 


を却水温度表示 



エンジンスイツチび1か2の位置の 
とさ、エンジンのを却水温度を表示し 
ます。 


をが水温度を表示させる 

► またはを押して、き本画 
面を表示させます。 

► ^または^を押して、冷却水 
温度を表示させまず。 

〇 指定のを却水を適切なミ居合比で使 
用しているとをは、約120でまで 
はオーノ くーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとさなど 
に、を却水温度の表示び上限付近 
を示すことびありまずび、7ルチ 
フアンクシヨンディスプレイにを却 
水に関ずる故障/警告メッセージ 
0258ページ）び表おされない限 
り、問題ありません。 


才ーディオ _ 

才ーディオメニューを表示させる 

► I 昌コ I または In 貢 I をキ甲して、才—ディ 
オメニューを表示ごせます。 

オーディオメニューを表おさせたとを 
に、ラジオの選局や音楽の選曲びでさ 
まず。 

音量を調壁ずる 

► [+] または [ H ] を押しまず。 

ラジオ局を選局ずる 

FM ラジオまたは AM ラジオを受信し 
ているとさに自動選局できまず。 

► ^または^を押しまず。 

受信周波数び動さ、なに受信でさる 
周波数で停止しまず。 

〇 ラジオの選局方法の設定 （^119 
ぺージ）で" メモ U " を選択してを、 
受信周波数による自動選局となり 
9 〇 

音楽を選曲ずる 

ディスク、 iPhone ®/ iPod®、USB メ 
モリのいずれかを再生しているとをは 
選曲を行な5ことびでさまず。 

► ^またはを押しまず。 

なの巧または前の巧び選曲され 
まず。 

早送り/早戻しをずる 

► ^または^を押して保持し 
まず。 

〇 ラジオや音楽再生の詳細について 
は、別冊「オーディオシステム取扱 
説日月書」をご覧< ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 













マルチフ 



故障表示 


A 警告 

表おされる故障や異常は一部の限!5 
れた装備についてであ0、表示される 
内容ち限られていまず。故障や異常 
の表示は運転者を支援するをのでず。 
発生した故障に対処して車のま全性 
を確保する責任は運転ちにあります。 



① 

故障件数表お 

(故障はありません） 

⑤ 

故障件数表お 

(この例では、1件故障びあり 
ます） 

⑤ 

故障/警告メッセージの例 


故障や異常び起さにとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については （0253 ページ〜）をご 
覧ください。 

〇 故障/警告メッセージび表示され 
たとさは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに巧障び 
発生したとさは、故障/警告メッセー 
ジび自動的に表示されまず。 

画面を切り替えるときはのまた- 
はを押しまず。 

故障/警告メッセージを手動で石き 
認ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに表示されまず。 

► または ra を押して、故障件 
数①または③を表示させまず。 

故障件数び表示されまず。 

故障びある場合は、^または^ 
を押して故障/警告メッセージ③ 
を順まに表示させまず。ずべて表示 
されると、故障件数表お③に戻り 
ます。 

故障表示のリセット 

マルチファンクションディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表示され 
ているとさは、エンジンスイッチを0 
の位置にずると、故障/警告メッセー 
ジの表示び消えまず。 

にだし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動したとさ、 
再び故障/警告メッセージび表おご 
れまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 

















スプレイ 


設定 


設定グループ①選択 


「設定」で設定できる項目は、(下の通 
0でず。 

• 設定項目の初期化（0110ページ） 

• メーターパネル（[>112ページ） 

• 時刻/日付〇114ページ） 

• 車がランプ （01 16ページ） 

• 車両 （0118 ページ） 

• コンフオート （01 20ぺージ） 

〇設定の変更は必ず停車中に行なつ 
てください。 

〇 ま全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目びありまず。 

設定 メニュー 


日ホ"タン 
ヲ 

3ヒ。ヨウ 
オスト 
リセット 


設定メニューを表示させる 

► まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させます。 



シ”コク化ニチ 
ランプ 
シャリョウ 

© 


設定グループを選択ずる 

► 設定メニュー表示中に ^ を押し 
て、設定グループを表示させまず。 

設定項目の巧期化 

設定メニューのずベての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでさまず。 

H ま全のにめ、走行中は工場出荷時 
の設定に初期化ずることはでさま 
せん。 

このときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "セッ テイテイ外グノミ 
カ ノウ" と表おごれまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0110ペー 
ジ)。 

► U セットボタン （>104 ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 












マルチフつ 


111 


セッティ 

セッテイ 
U セット A 
0ボタン 


確認画面び表示されまず。 

► 確認画面び表示されているとさ（約 
10秒し i (内）に、再度 U セットボタ 
ンを押しまず。 


セッティ 

コウシ。ヨウ 
シユッカジノ 
セッテイニ 
リセット 
サレマシタ 


初期化を実行し、初期化完了画面が 
表示されます。 

〇 設定項目を初期化してを、時刻は 
工場出荷時の設定になりません。 

〇確認画面び 表示されてから約10 
秒間1」セツトボタンを押さずにいる 
と、設定メニューに切り替わりまず。 


グループ別に項目をネリ期化ずる 

インストルメント、ランプ、シャリヨ 
ウ、コンフオートの 各グループごとの 
項目を工場出荷時の設定に初期化でさ 
まず。 

〇ジコク/ヒニチ’’ の項目は初期化 
でさません。 

し U 下の例では、インストルメントを巧 
期化ずる手順を説日月していまず。 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず。 

► ^を押して、設定グループを選 
がします。 

► m またはを押して、 "イン 
ストルメント" を選択しまず。 

► またはを押して、いずれ 
かの設定項目を表示させまず。 

► U セツトボタンを約3秒間押し続 
けまず。 

確認画面び表示されまず。 

► 確認画面の表お中（約10秒(内）に、 
再度 I 」セツトボタンを押しまず。 

初期化を実行し、初期化完了画面び 
表示されます。 

〇確認画面び 表示されてから約10 
秒間 U セツトボタンを押さずにいる 
と、設定メニューに切り替わりまず。 


B を馨恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


インストルメント 

r インストルメント」では、 ii (下の項 
目の設定びでさまず。 

• 温度単位の設定 

• サブスピードメーターの単位の設定 
• 距離単位の設定 
• ディスプレイ言語の設定 
• 基本画面の表示の設定 

設定グループを選択ずる 

► まには ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず0110ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを選択します。 

► m またはを押して、 "イン 
ストルメント" を選択しまず。 

► を押しまず。 

インストルメントの最巧の設定項目 
び表示されまず。 


温度単位の設定 



マルチフアンクションディスプレイと 
フ□ントエアコンディショナーの温度 
単位の設定びでをまず。 

► [±]または Q を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

で 

摂氏表示にな0まず。 

DF 

華氏表示になります。 


ヴブスピードメーターの単位の設定 


デジタル 

$ 





マルチフアンクシヨンディスプレイの 
ヴブスピード一夕一の単位の設定が 
でさまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km/h 

km/h 表示になりまず。 

mph 

mph 表示になりまず。 


〇1 mph は約1 .6 km/h でず。表示単 
位が mph になってし^ると、誤って 
速度を超過するおそれがありまず。 


距離単位の設定 


ソクつクキヨ U 

史 

皿 

マイル 

台 


オドメーター/卜|」ップメーターや 
メンテナンスインジケーターの距離単 
位の設定びでをまず。 


► L+J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示が km になりまず。 

7ィル 

表示な巧イルになりまず。 


〇1 マイルは約 1.6 km でず。 


ディスプレイ言語の設定 



ディスプレイに表示ずる言語の設定び 
でをまず。 

► m または ra を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

Deutsch 

ドイツ語表おにな 
りまず。 

Brit. English 

イギ1」ス式英語表 
おになりまず。 

Am. English 

アメ U 力式英語表 
おになりまず。 

Fran が M's 

フランス語表示に 
なりまず。 

Italiano 

イタ U ア語表示に 
なります。 

Espanol 

スペイン語表示に 
なります。 

ニホン T、 

日本語表おになり 
まず。 


B を邸〇恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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基本画面の表示の設定 


ヒヨクシ’’ 

巧 

ソクト” 


B 

基本画面（[>107ページ）に表;され 
る項目の設定びでさまず。 

► m まにはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

基本画面の表示が 
ヴブス ピー ド 一 
ターに なりまず。 

ガイキオンド 

基本画面の表示が 
列気温度になり 
ます。 


ジコク/ヒニチ 

r ジコク/ヒニチ」では、け下の項目 
の設定びでさまず。 

• 時刻の設定（時） 

• 時刻の設定（分） 

• 時刻表示の設定 

設定グループを選択ずる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表おさせまず0110ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを選択しまず。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、 "ジコ 
ク/ヒニ チ" を選択しまず。 

► ^を押しまず。 

ジコク/ヒニチの最初の設定項目 
び表示されまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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時刻の設定（時) 


ジコクセツテイ 

ジカン 

旧 

© 


マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
時刻表おの「時」を設定しまず。 

► m または ra を押して、反転部 
分の数字を修正します。 

時刻の設定（分） 


ジコクセツテイ 

フン 

函 

e 


マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
時刻表おの「分」を設定しまず。 

► m またはを押して、反転部 
分の数字を修正します。 


時刻表示の設定 



時刻の表示方法を設定でさまず。 


► W または^を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

12h 

12 時間表おになりまず。 

24h 

24 時間表おになりまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ランプ 

「ランプ」では、しツ下の項目の設定び 
でさまず。 

• へッドランプ点灯モードの設定 
• □ケイターライティングの設定 
. 車がランプ消灯遅延機能の設定 
• アンビエントランプの設定 

設定グループを選択ずる 

► まにはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず （0110 ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを選択します。 

► m またはを押して、 "ラン 
プ II を選択しまず。 

の を押しまず。 

ランプの最初の設定項目び表示され 
ます。 

へッドランプ点！订モードの設定 


ヘッドライト 

ツネニオン 


、.圍 

へッドランプの点灯モードの設定びで 
をます。 


► W まには W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

常時点 ロモー ドでず。 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どが常に点口しまず。 

マニュアル 

手動点 ロモー ドでず。 

へッドランプなどを 
点灯するとさはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 

曰本ではこのモード 
に設定して < ださい。 


〇ま全のため、走行中は設定を変更 
でさません。 


このときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "ラン 了 テイシヤシ'' ノミカ 
ノウ" と表示されまず。 

〇 甫時点灯モードは、走行中の昼間 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応しています。曰本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点口ず 
るランプは、ヘッドランプ、車幅 
灯、テールランプ、ライセンスラン 
プです。その他のランプを点口ずる 
ときは、各スイッチを操作してくだ 
さし、。 

〇 常時点灯モードに設定したとさに 
ランプスイッチを I ぶた I の位置にを 
わせると、ヘッドランプが消口し 
ます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 







車がランプ消打遅延機能の設定 



周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車外ランプび一定時間点灯ずる機 
能の設定びでをまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

60 S 

45 S 

30 S 

15 s 

周囲が暗いとさにエンジン 
を停止ずると、車幅口、フ 
□ントフォグランプ、テー 
ルランプ、ライセンスラン 
プが点灯し、ドアやスライ 
ディングドア、テールゲー 
卜を開いて閉じた後、それ 
ぞれの秒数経過後に消口し 
ます。 

Os 

車がランプ消口遅延機能は 
作動しません。 


詳しくは （^127 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


□ケイターライティングの設定 



周囲び暗いとさに U モコン操作で解 
綻するとランプび点灯ずる機能の設定 
びでさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプが点灯しまず。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは（杉52ページ）をご覧くだ 
さし、。 




へツト”ランプ 

4 已 S 
30 s 

1已 S 


□ケイタライト 


117 


7ルチフ: 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 






スプレイ 


アンビエントランプの設定 


シヤ IJ ヨウ 



アンビエントランプおよび運転席/助 
手席足元のランプの点灯/消灯の設定 
びでさまず。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車外ランプが点口したとさ 
に、アンビエントランプと 
運転席/助手席足元のラン 
プが点灯しまず。 

オフ 

アンビエントランプと運転 
席/助手席足元のランプは 
点口しません。 


「シャリョウ」では、け下の項目の設 
定びでさまず。 

• ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
ターの 設定 

• ラジオの選局方法の設定 

設定グループを選択ずる 

► またはを押して、設定メ 
ニューを表示させまず0110ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを選択しまず。 

► m またはを押して、 "シャ 
U ョウ" を選択しまず。 

► ^を押しまず。 

シヤ1」ヨウの最ネ刃の設定項目び表示 
されまず。 

ウインタータイヤスピードリミッター 
の設定 


詳しくは33ページ）をご覧くだ 
ごし、。 



210 km/h 
190 km/h 
160 km/h 

e 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

曰本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してください。 


► L+J またはを押して、設定巧 
容を選択しまず。 


表示 

設定内容 

IJS ットナシ 

ウィンタ ー タイ 
ヤス ピー ド U 
ミッタ ーは 作動 
しません。 

210 km/h 

190 km/h 

160 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


※上記は、車両の機能の説明でず。公道を走行 
する際は、必ずま定ま度やお限ま度を遵守し 
て < ださい。 


〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピード U ミッター * (M 70 ページ) 
で設定でさる制限速度は、ウイン 
タータイヤスピード U 云ッターの設 
定速度び上限となりまず。 

© ESP ® や ABS に異苗び発生したと 
をは、ウインタータイヤスピード U 
ミッターを解除されまず。 


〇 急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このようなときは、ブレーキぺダ J レ 
を踏むか、ティップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強く して、 減速してくだ 
ごい。 

設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音び3回鳴り、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに "ウイン タタイ 
ヤ リミット" と表示され、設定速度び点 
滅ずることびありまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" ウインタタ仆 U ミットー- km/h ]1の 
夕 II と約5秒間表示されたときは、 
必要に応じて、 ブレーキ ペダルを 
踏んで < ださい。 

ラジオの選局方法の設定 



ステア U ングスイツチでのラジオの選 
局方法（受信周波数/プ U セツトま 
号順）を設定ずる表おでず。 

設定を変更することはでさまずび、ど 
ちらを設定してを受信周波数での選局 
になりまず。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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コンフオート 


「コンフォート」では、じ(下の項目の 
設定びでさまず。 

• 設定項目のキー対応の設定 
• 施錠時のドア S ラー格納の設定 

設定グループを選択ずる 

► まには ra を押して、設定メ 
ニューを表示させまず0110ペー 
ジ)。 

► 設定メニュー表示中に^を押し 
て、設定グループを選択します。 

► [±]または Q を押して、" コン 
フォート" を選択しまず。 

► を押しまず。 

コンフオートの最初の設定項目び表 
示されます。 


設定項目のキー対応の設定 



記憶させた運転席シート位置の設定 
び、それぞれのキーごとに対応（記憶） 
されます。 


► L+J またはを押して、反転表 
おを移動します。 


表示 

設定内容 

タイオウ 
オン 

差し込んでいるキーに 
設定が対応（記憶）さ 
れます。 

タイオウ 
オフ 

キーにかかわらず設定 
は変わりません。 


〇ま全のため走行中は設定を変更で 
さません。 


このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "] ン 九-ト テイ外シ '' 
ノミカ ノウ" と表示されまず。 

〇 メモ U —付パワーシート非装備車 
にをこの画面び表おされることびあ 
りまずび、設定を変更してを機能し 
ません。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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施綻時のドア吉ラー格納の設定 


ドア5 ラー 
セッテイ 

0 

カクノウスル 


H 

リモコン操作での施錠時にドア三ラー 
を格納する機能の設定がでさまず。 


► または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

カクノウ 
スル 

施綻時にドア S ラーび格 
納されまず。 

カクノウ 
シナイ 

施綻時にドア S ラーは格 
納されません。 


詳しくは（杉102ページ）をご覧くだ 
さい。 


トリップコンピューター 

「トリップコンピューター」には LiTF 
の項目があ0まず。 

• エンジン始動時からの情報表示 
• U セット時からの情報表示 
• 走行可能距離表示 


エンジン始動時か5の情報表示 



①エンジン始動時からの走行距離 
@エンジン始動時からの経過時間 
③)エンジン始動時からの平均速度 
® エンジン始動時からの平均燃費 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4時間 
経過すると、エンジン始動時からの情 
報表示は自動的に U セットされまず。 

エンジン始動時か5の情報を表おさ 
せる 

► エンジン始動時からの情報が表示さ 
れるまで、 m または m をキ甲し 
ます。 


B を習眉脚 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


エンジン始動時か5の情報を手動でリ 

セットずる 

エンジン始動時からの情報は、手動で 

U セットずることちでさまず。 

► エンジン始動時からの情報が表おさ 
れているとさに、ーターパネルの 
リセットボタン0104ページ）を 
押し続けて、表示を U セットしまず。 

〇 U セット後、エンジン始動時から 
の情報は、999時間経過後、また 
は9,999 km 走行後に自動的にリ 
セツトされます。 


リセット時か5の情報表示 



①リセツト時からの走行距離 
©リセツト時からの経過時間 
©リセツト時からの平均速度 
® U セツト時からの平均燃費 

リセットしたときを起点とした情報を 
表のし东 9。 


リセット時か5の情報を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表おさせまず 
(>122 ページ）。 

► U セット時からの情報が表おされる 
まで、またはを押しまず。 

IJ セッ トずる 

► U セット時からの情報が表示され 
ているとさに、ーターパネルのリ 
セットボタン（>1日4ページ）を押 
し続けまず。 

〇 リセット後、リセット時からの情 
報は、9,999時間経過後、または 
99,999 km 走行後に自動的にリセッ 
卜されまず。 


走行可能距離表示 



0- 

' 1 

ソウコウカノウ 

—=150 km 

1 


①走行可能距離 


走行可能距離©は、現在の燃料残量 
で走行可能なおよその距離を計算し、 
予測値として表おしまず。 

エンジンスイッチが2の位置のとさに 
表示されます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走行可能距離を表示させる 

► [ E まにはを押して、エンジ 
ン始動時からの情報を表示ごせまず 
(>122ページ）。 

► ^または^を押して、走行可 
能距離を表示させます。 

0 燃料残量びかないとさは、 LU 下の 
メッセージび表示されまず。 



最寄りのガソ U ンスタンドで給油し 
て < ださい。 



①ランプスイッチ 

③フ□ントフォグランプ表示な 

③ U アフォグランプ表示な 


► ランプスイッチ①をまねして各位置 
に合わせまず。 


位置 

作動内容 

1^ 尚凶のおるでに応じて目勤 

的に点灯/消灯 

因 

すべてのランプび消灯 

1夕ぉ1 

車幅の'、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイッチ 
の照明などが点灯 

回 

車幅灯などに加え、ヘッド 
ランプが点灯 

固 

ち側のノ くーキングランプび 
点灯 

因 

左側のノ くーキングランプび 
点灯 


I 
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へッドランプ 


ランプは、手動または自動的に点口/ 
消灯させることがでさまず。 

ヘッドランプが点灯ずると 、木ーター 
パネルのへッドランプ表示口ち点灯し 
ます。 

へッドランプを手動で点むずる 

► ランプスイッチを [1 の の位置に合 
わせます。 

へッドランプを自動的に点'打/消'打 
させる 

► ランプスイッチを因司の位置にを 
わせます。 

周囲が暗いとさ、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むと、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスランプやス 
イッチの照明などが自動的に点灯し 
ます。 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへッドランプち自動的に点灯 
しま3。 


A 警告 

-ランプの自動点灯機能は運転者 
を支援する機能です。ランプの 
点灯/消灯に関ずる責任は運転 
者にありまず。 

• 政下の状況などではランプは自 
動的に点口しなかったり、点灯 
していたランプが消灯して事故 
を起こずおそれがあります。こ 
のとさは、手動でランプを点灯 
して < ださい。 

〇 露の中を走行ずるとき 
ク 对向車のランプなどにより、セ 
ンサ~が正割こ作動しないとき 

• ランプスイッチを 1&"。| から 
の位置にずるとさは、必ず 
停車して<ださい。ランプが一 
瞬消灯して事故を起こすおそれ 
があります。 

〇ランプび自動的に点灯していると 
さは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開くと、 警 
告音び鳴り、マルチフアンクション 
ディスプレイに’’ グドウテントウキ-ヲヌイ 
テクダサイ！’’ と表示されまず。このと 
さはランプスイッチを [ Z ] の位置 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて<ださい。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 
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Q ランプスイッチを巧回か间の 
位置にしたまま、キーを巧いて運転 
席ドアを開 < と、警告音び鳴0、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
に’’ラン アヲショウトウ！" と表示されまず。 
このとさはランプスイッチを roi 
の位置にして<ださい。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 

B エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで < ださい。 
パ' ッテ U —びあびるおそれびあり 
ます。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るごを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、自動点灯機能び働か 
な< な0まず。 

〇 ランプスイッチび因 is の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場所や 
悪天候のときなどに、ランプは自動 
的に点灯ずることびありまず。 

フオグランプ 


フ□ントフォグランプを点打ずる 

► ランプスイッチの位置び画 E ] また 
は!！因のとき、ランプスイッチ① 
を1段引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフオグランプ表示灯③び点灯 
します。 


フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチの位置び直固また 
はのとさ、ランプスイッチ① 
を2段引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯③と、1」アフォグランプ 
表示灯③び点灯しまず。 

A 警告 

ランプスイッチび因司の位置のとさ 
は、フォグランプは点なでをまはん。 
霧の中を走行するときは、あ!5かじ 
めランプスイッチをに合わせて 
へッドランプを点なしてください。 

〇フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
に使用してください。対向車や後続 
車の迷惑になりまず。 

〇 バイキセノンへッドランプ非装備 
車は、へッドランプび下向さで点灯 
していてフ□ントフォグランプび点 
灯しているときに、へッドランプを 
上向さにずると、フ□ントフォグラ 
ンプび自動的に消灯しまず。ただし、 
このとさをフ□ントフォグランプ表 
お灯は点灯したままにな0まず。 

へッドランプを下向さにずると、 
再度フ□ントフォグランプび点灯 
します。 
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コーナ IJ ングランプ* 


m 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
にはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯しまず。 

• 走行速度び約 60 km/h LU 下のとさ 

• へッドランプび点灯しているとき 

方向指示なの点滅との連動 

► 方向指示灯を点滅ごせまず。 

点滅させた側のフ□ントフォグラン 
プび点灯しまず。 

セレクターレバーび CR ] に入ってい 
るとさは、フ□ントフォグランプは点 
灯しません。 

ステアリング操作との連動 

► ステア U ングを操作しまず。 

操作した側のフ□ントフォグランプ 
び点灯しまず。 

セレクターレバーび HE に入ってい 
るとさは、ステア U ングを操作した方 
向と逆側のフ□ントフオグランプび点 
灯しまず。 


〇 点滅ごせた方向指お灯の方向と、 
ステア U ングの操作方法び異なると 
きは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 

〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 

〇 点灯したフ□ントフォグランプは 
約3分後に自動的に消灯しまず。 

パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、片側の車幅灯と 
テールランプだけを点灯しまず。 

) (—キングランプを点!打ずる 

► エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、まにはキーを差し込んでいない 
とさに、ランプスイッチを医司ま 
には E 固の位置に合わせまず。 


&上記の内容は取扱説明書作成時点の6ので、予告なく変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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へッドランプ照射角度調整ダイヤ 
ル* 

乗員数が増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度が変わったとさに 
は照射角度を調整しまず。 

調整ダイヤルはランプスイッチの横に 
ありまず。 

エンジンスイッチが2の位置のときに 
調整でさまず。 





照射角度を調藍ずる 

► へ、ソ ドランプ照射角度調整ダイヤル 
①をまわしまず。 


0 

フ□ントシート柔車時 

1 

フ□ントシートおよびセカ 
ンドシート/サードシート 
乗車時 

2 

フ□ントシート、セカンド 
シート/サードシート柔車 
時および荷物積載時 

3 

運転席柔車時および荷物積 
載時 


。対向車に迷惑びかからないよラに 
ま意しなびら調整して<ださい。 


車パランプ消な遅延機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやスライディングドア、テー 
ルゲートを開いて閉じた後、 設定した 
時間び経過ずると消灯しまず。 

消灯ずるまでの時間は、最長60秒ま 
での範囲で15秒間隔で選択でさまず。 
0秒を選択ずるとランプは点灯しま 
せん。 

この機能の設定と解除については 
ページ）をご覧ください。 

〇 ランプび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやスライディングドア、テール 
ゲー h を閉じてから消灯ずるまでの 
およその時間でず。 

〇 エンジンを停止してひらドアやス 
ライディングドア、テールゲートを 
閉じにままにずるか、開いたままに 
してから約60秒後に、車外ランプ 
は消灯しまず。 

〇 ドアやスライディングドア、 テー 
ルゲートを開いたままにして車外 
ランプび消灯しにとさは、開いた 
ドアやスライディングドア、テー 
ルゲートを閉じると車外ランフび 
点灯し、設定した時間び経過ずる 
と消灯しまず。 

〇 エンジンを停止してから約10分 
し U 内であれば、ドアやスライディン 
グドア、テールゲートを開くたびに 
車外ランプび点灯し、閉じると設 
定した時間び経過した後に消灯し 
ます。開いたままのとをは、約60 
秒後に消灯しまず。 



127 


ンプ 


I 


ぷ上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0まず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車がランプ消な遅延機能を一時的に解 
除ずる 

► エンジンを停止した後に、エンジン 
スイッチを2の位置にしまず。 

へッドランプ下向を/上向をの切 
り替え 



靖ド 


①下向き 
③上向き 
③パッシング 

へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の位 
置にしまず。 

へッドランプを上向きにずる 

► へッドランプび点灯していて、エン 
ジンスイッチび1か2の位置のと 
さに、コンビネーションスイッチを 
③の位置にしまず。 

メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
riDi び点灯しまず。 


パッシングずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すと①の位置に戻りまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せで走 
行ずるときはへッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 


方向指示 



③左側のち向指示打び点滅 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに点滅でさまず。 

ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の方 
向に操作しまず。 

左側の方向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向に操作しまず。 
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ステア u ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非常 
点滅灯に切り替わりまず。再度、非 
苗点滅ロスイッチを押すと、ち向指 
示灯に切り替わりまず。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示灯び3回点 
滅します。 

非常点滅な 

故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

し: TF のとさ、非甫点滅灯は自動的に点 
滅します。 

• エアバッグび作動したとさ 


• 約 70 km / hii (上で走行していると 
をに急ブレーキを効かせて停車した 
とさ 



非常点滅灯を点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチ I A を押し 
まず。 

すべての方向指示灯び点滅しまず。 

非常点滅灯スイッチとメーターパ 
ネルの方向指示表示灯ち点滅し 
ます。 

が常点滅なを消なさせる 

►再度、非常点滅灯スイッチ m を 
押しまず。 

〇非甫時外は使用しないでくだ 
さい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、バッテ U —びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 エンジンスイッチび1か2の位置 
で非甫点滅灯を使用しているとさ 
に、方向指示の操作をずると、その 
方向の方向指示灯の点滅に切り替わ 
りまず。 

方向指示灯を消灯させると、再び非 
甫点滅灯に切り替わりまず。 
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フ□ントルームランプ 



スライディングルーフ装備車 
① U —ディングランプ（ち側）スイッチ 
③ U —ディングランプ（ち側） 

③ フ□ントルームランプ 

④ 自動点ロモードスイッチ 
⑥フ□ントルームランプスイッチ 

⑥ U —ディングランプ（左側） 

⑦ U —ディングランプ（左側）スイッチ 

〇車を施淀したとさは、ルームラン 
プなどび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

フ□ントルームランプの点なモードの 
切り替え 

自動点なモードにずる 

► 自動点灯モードスイッチ④を押し 
ます。 

スイッチを押すたびに自動点ロモー 
ドが設定/解除されまず。 

自動点灯モードでは、(下のいずれか 
の操作をすると、フ□ントルームラン 
プが点口 /消口しまず。 

• U モコン操作で車を解錠ずると点灯 
し、約45秒後に消灯しまず。 


• ドアを開 < と点口しまず。 

クエンジンスイッチが0か1の 
位置のとさ、またはキーが抜い 
てあるとさは、ドアを開いたま 
まにずると約2日分後に消口し 
〇 

◊エンジンスイッチが2の位置の 
とさは、ドアを開いたままにず 
ると消口しません。 

• ドアを閉じると消灯します。 

クエンジンスイッチが0の位置の 
とさ、またはキーが抜いてある 
とさは、ドアを閉じると約15禾少 
後に消口しまず。 

クエンジンスイッチが1か2の位 
置のとさは、ドアを閉じるとた 
だちに消灯しまず。 

自動点灯モードが解除されているとさ 
は、 LiTF のいずれかの操作をしてちフ 
□ントルームランプは点灯しません。 

• U モコン操作で解錠ずる 
• エンジンスイッチからキーを抜く 
• ドアを開< 

〇 自動点灯モードで点灯したルーム 

ランプは、 U モコン操作で施錠ずる 

と、数秒後に自動的に消灯しまず。 


B を邸6恒冊 


• エンジンスイッチからキーを巧くと 
点灯し、約40秒後に消灯しまず。 








ンプ 


フ□ントルームランプの手動点口/ 
消な 

手動でフ□ントルームランプを点 
打ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ⑥を 
押します。 

フ□ントルームランプ③び点灯し 
ます。 

手動でフ□ントルームランプを消 
打ずる 

►再度、フ□ントルームランフスイッ 
チ⑥を押しまず。 

フ□ントルームランプ③び消灯し 
ます。 

フ□ント U - デイングランプの点灯/ 
消な 


フ□ント U — ディングランプを点 
灯ずる 

► U - ディングランプスイッチ①、⑦ 
を押します。 

フ□ント U — ディングランプ③、⑥ 
び点灯しまず。 

フ□ント U - ディングランプを消' 
灯ずる 

► 再度、 U —ディングランプスイッチ 
①、⑦を押しまず。 

フ□ント U — ディングランプ③、⑥ 
び消灯しまず。 

〇 点灯させたフ□ン h リーディング 
ランプは、約20分後に消灯しまず。 



U アルームランプはセカンドシートと 
サードシートの左ち上方にありまず。 

ラゲッジルームランプはラゲッジルー 
ム上方にありまず。 

U アルーム ランプ/ラゲッジ ルームラ 
ンプの点：打モードの切り替え 

自動点なモードにずる 

► 自動点灯モードスイッチ^を押 
します。 

エンジンスイッチが1か2の位置 
のとさは、スイッチの表示灯が消灯 
しまず。 

自動点ロモードでは、下のいずれか 
の操作をずると、 U アルームランプ、 
ラゲッジルームランプが自動的に点口 
し ^ 〇 

• U モコン操作で車を解錠ずると点口 
し、約4日秒後に消灯しまず。 

• スライディングドアまたはテール 
ゲートを開 < と点灯します。 
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ンプ 


◊エンジンスイッチび0か1の位 
置のとさ、またはキーび巧いて 
あるとさは、スライディングド 
アまにはテールゲートを開いた 
ままにずると約20分後に消灯し 
ます。 

◊エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、スライディングドアま 
たはテールゲートを開いたまま 
にずると消灯しません。 

• スライディングドアまたはテール 
ゲートを閉じると消灯しまず。 

◊エンジンスイッチび0の位置の 
とを、またはキーび巧いてある 
とさは、スライディングドアま 
たはテールゲートを閉じると約 
15秒後に消灯しまず。 

◊エンジンスイッチび1か2の位 
置のとさは、スライディングド 
アまにはテールゲートを閉じる 
とただちに消灯しまず。 

〇 ドアび開いているとをは、スラ 
イディングドアまにはテールゲー 
卜を閉じてを1」アルームランプ/ 
ラゲッジルームランプは消灯しま 
せん。ドアを閉じてから約15秒後 
またはただちに消灯しまず。 

自動点なモードを解除ずる 

► 自動点灯モードスイッチ [ M ] を押 
します。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとをは、スイッチの表示灯び点灯 
します。 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはキーび巧いてあるとをは、 
スイッチの表示灯び約5秒間点灯 
します。 


自動点灯モードび解除されているとさ 
は、 liTF のいずれかの操作をしてを U 
アルームランフやラゲツジルームラン 
プは点灯しません。 

• U モコン操作で解淀ずる 

• スライディングドアまたはテール 
ゲートを開< 

リアルームランプ/ラゲツジルームラ 
ンプの手動点!打/消■灯 



U アルー ムランプ/ラゲッジ ルー ム 
ランプを点なずる 

► U アルームランプ/ラゲッジルー 
ムランプスイッチ(>131ぺ一 
ジ）を押しまず。 

U アルームランプ①とラゲッジ 
ルームランプび点灯しまず。 

リアルームランプ/ラゲッジルーム 
ランプを消なずる 

►再度、1」アルームランプ/ラゲッジ 
ルームランプスイッチ(>131 
ページ）を押しまず。 

U アルームランフ①とラゲッジ 
ルームランプび消灯しまず。 
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ンプ 


リアリーデイングランプの点：打/消口 

リアリーデイングランプを点:打ずる 

► U ア U —デイングランプスイッチ③ 
を押します。 

1」ア1」ーデイングランプ③び点灯し 
ます。 

リア IJ ーデイングランプを消'打ずる 

►再度、 U ア U —デイングランフス 
イッチ③を押しまず。 

U ア1」ーデイングランプ③び消灯し 
ます。 

P 点灯した1」ア U —デイングランプ 
は、自動的に消灯しません。バッテ 
1」一あびりにま意して < ださい。 


アンビエントランプ 

スライディングドアび閉じていると 
さ、車外ランプの点灯/消灯に合わ 
せて、セカンド シート/サー ド シー 
卜のアシストグ1」ップとスライディン 
グドア乗降部のアンビエントランプび 
点灯/消灯しまず。 

また、スライディングドアを開<と、 
スライディングドア乗降部のアンビエ 
ントランプは、巧るい照度で点灯し 
ます。 

アンビエントランプの設定については 
(杉118ページ）をご覧ください。 


運転席/助手席足元のランプ 

運転席ドアと助手席ドアが閉じている 
とさ、車外ランプの点灯に合わせて、 
アンビエントランプの設定に連動し 
て、運転席/助手席足元のランプが 
点火了しまず。 

また、運転席ドアまたは助手席ドアを 
開< と、運転席/助手席足元のラン 
プは明るい照度で点灯しまず。 


乗降用ランプ* _ 

乗降用ランプは運転席ドアと助手席ド 
アの下部にあり、乗降時に足元を照ら 
しまず。 

ドアを開<と点灯し、閉じると消口し 
9 〇 

エンジンスイツチが0か1の位置の 
とき、またはキーを抜いてあるときは、 
ドアを開いたままにずると約20分後 
に消灯しまず。 

エンジンスイツチが2の位置のとき 
は、ドアを開いたままにずると消口し 
ません。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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視界の確保 




①ワイノ V ’一作動 モー ドの マーク 
③ティップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 

フ□ントワイパーは、エンジンスイッ 
チび1か2の位置のとさに作動しまず。 

フ□ントワイ八一を作動させる 

► コンビネーシヨンスイッチを矢印の 
方向にまわして、ワイパー作動モー 
ドのマーク①を！〜 III の位置に合 
わせます。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


〇ワイパーやウォッシャーを作動さ 
せるとさは、歩行者に水しぶさや 
ウオッシヤー液がかからなし''よ5に 
ま意して < ださい。 


Q フ□ントウインドウが乾いている 
ときはワイパーを使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
が付<おそれがありまず。フ□ント 
ウインドウがミちれている場合は、必 
ずウォッシャー液を噴射してから使 
用して < ださい。 

〇寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことびありまず。ワイ 
パーを作動させる前に、貼り付い 
ていないことを確認してください。 
貼り付いたままワイノて一を操作ずる 
と、ワイパーブレードやモーターを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ま 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜し"'てぐださし、 

〇フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずワイパー作動モードの 
マークを0 (停止）の位置にして< 
ださい。ワイパーが動さ、けがをず 
るおそれがあります。 

B フ□ントウインドウが乾いてい 
るときは、必ずコンビネーション 
スイッチを r のの位置にして < だ 
さい。フ□ントウインドウのミちれや 
光線の乱反射などでレインセンサー 
が誤作動してワイパーが作動し、ワ 
イパーブレードを損傷したり、ウ 
インドウに傷が付< おそれがあ0 
まず。 
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P エンジンを停止ずるときは、必ず 
ワイパー作動モードのマークを0 
の位置に戻して<ださい。ワイパー 
作動モードのマークが II 、 III の位 
置のとさにエンジンスイツチを1 
の位置にずると、ワイパーが作動し、 
ウインドウが蕭れていないとさは傷 
が付 < おそれがあ0まず。 

〇 AUTO モードでは、フ□ントウイ 
ンドウのレインセンサーが感知し 
た雨滴量や走行速度などに応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切り替 
スま3 。 

〇 ワイパー作動モードのマークび 
II 、 III の位置のとさを、停車時およ 
び低速走行時のワイパーの作動は、 
レインセンサーにより自動調整され 
ます。走行速度び約 8 km/h iiLh に 
なると、元の作動モードに戻りまず。 

〇 ワイパーび作動しないとをは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇 フ□ントウインドウび;'!れてし、 
ないとさでを、ワイパー作動モード 
のマーク①を0から I にずると、フ 
□ントワイパーび1回作動しまず。 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、コンビネーションスイッチ 
を③の方向に軽く押しまず。 

ワイパーび1回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭 
れているとをだけ使用して < ださい。 

フ□ントウインドウウォッシャーを晴 
射ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチを③ 
の方向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーを作動しまず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇を季 は、を用の純正ウォッシャー 
あを使用し、ウオッシャー液の濃度 
にま意してください。 


U アワイ パー 



U アワイパーは、エンジンスイッチび 
1か2の位置のとさに作動しまず。 
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視界の確保 


リアワイパーを作動させる 

► U アワイパースイッチを押し 
まず。 

スイッチの表示口が点口し、 U アワ 
イパーが間欠モードで作動しまず。 

リアワイパーを停止させる 

►再度、 U アつイパースイッチ FCT 
を押します。 

スイッチの表示灯が消口し、 U アワ 
イパーが停止しまず。 

〇 フ□ントワイパーのワイパー作動 
モードのマークび0、 I の位置のと 
さ、 U アワイパーは約5秒間隔で 
間欠作動しまず。1し III の位置のと 
さは、フ□ントワイパーの作動内容 
により、間欠の間隔を調整しまず。 

〇 U アワイパーを作動させていると 
きにテールゲートを開くと、 U アワ 
イパーは停止しまず。 

テールゲートを閉じると、 U アワイ 
パーは再び作動しまず。 

テールゲートのウインドウウォッ 
シャーを噴射ずる 

►テールゲートウインドウウォッ 
シャースイッチ [ M ] を押し続け 
ます。 

その間ウオッシャー液が噴射し 、 U 
アワイパーち数回作動しまず。 


Q ワイパーやウォッシャーを作動さ 
せるときは、歩行者に水しぶきや 
ウォッシャー液がかからないよラに 
注意して < ださい。 

。ウォッシャー液が出な<なったと 
きは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがありまず。 

後退時の リアワィ J 一の自動作動 

フ□ントワイパーが作動しているとさ 

にセレクターレバーを EE に入れる 

と、 U アワイパーは3回作動した後、 

間欠で作動しまず。 

U アワイノ（ースイッチ E ] が押され 

ているときは、フ□ントワイパーの作 

動やセレクターレノ（一の位置に関係な 

<、 U アワイパーは間欠で作動しまず。 

〇フ □ントウインドウのレインセ 
ンヴーが感知した雨滴量に応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切り替 
スまず。 

〇 セレクターレバーを EE じ(がの 
位置に入れると、 U アワイパーは停 
止しまず。 

Q テールゲートのウインドウを拭く 
ときなどは、必ず U アワイパーを停 
止して<ださい。 U アワイパーが作 
動して、けがをずるおそれがあ0 
まず。 

。フ□ントワイパーを作動させてい 
るとさは、テールゲート付近に人 
がいないことを確認してからセレ 
クターレバーを EE に入れて<だ 
さい。水しぶさがかかったり、リア 
ワイパーが作動して、けがをずるお 
それがありまず。 
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H テールゲー トのウインドウが乾い 
ているときはリアワイパーを使用し 
ないで<ださい。ウインドウの表 
面に細かい傷が付<おそれがあ0 
ます。ウインドウがミちれている場合 
は、必ずウォッ シャー 液を噴射して 
から使用してください。 

Q 寒冷時にはワイパーがウインドウ 
に貼り付くことがありまず。ワイ 
パーを作動させる前に、貼り付し、 
ていないことを確認してください。 
貼り付いたままワイノて一を操作ずる 
と、ワイパーブレードやモーターを 
損傷するおそれがありまず。 

〇雪などが付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作して<ださい。作業の際には、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 



エンジンスイツチが2の位置のとさに 
作動します。 


へッドランプウォッシャーを作動さ 

せる 

►へッ ドランプウォ ッシ ャースイ ッチ 
①を押しまず。 

ウォッシャー液がへッドランプに向 
けて噴射されまず。 

P へッ ドランプウォッシャーを使 
用するときは、歩行者などにウォッ 
シャー液がかからないようにミ主意し 
て < ださい。 

B へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

H ウォッシャー液が出な<なったと 
きは、ヘッドランプウォッシャーの 
操作をしないで<ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
















リアデフオツガ ー 


A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確イ呆してください。事故を 
起こずおそれびあ0ます。 



U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。エンジンびかかっていると 
をに使用できまず。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフオツガースイッチ [ Ml を 
押します。 


スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
ra を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 U アデフォッガーは、走行速度や 
外気温度により約12分し U 内に自動 
的に停止しまず。 



エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風□の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちまず。 

9環境 

• 地球環境を保護するため、フ□ン 
ガスを大気放出することは';去律で 
禁止されています。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ究めなけ 
ればなりません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず;ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

Q 設定温度を高めに設定してあると 
さは、送風口が過熱して高温になり、 
火傷をずるおそれがあ0まず。また、 
暖気が送風されているとさは、送風 
口に身体を近付けたままにしている 
と、低温火傷のおそれがあ0まず。 
十分にミ主意して < ださい。 

Q 設定温度を低めに設定してあると 
さに送風口に身体を近付けると、し 
ちやけなどを起こずおそれがあり 
ますので十分にミ主意してください。 

〇皮膚の弱い方は、送風口に身体を 
近付けずざないようにミ主意して<だ 
さし、。 









エアコンデイシヨナー 


P 車内び高温になっているときは、 
エアコンディシヨナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

P ボンネットとフ□ントウインドウ 
下部の間の吸気□び雪や氷で覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

P 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

P ダッシュボードの上に物を置か 
ないでください。日射センサーを覆 
ラことびありまず。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フ*び開いていると、設定温度を維 
持することびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコン デ ィシヨナーの 機能 や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンディシ ヨナー のフィル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類び目ゴまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
ます。 


ディスプレイ/コント□ールパネル 


フ□ントのディスプレイ/コント 
□ —ルゾ（ネル 



① 

ディスプレイ 

③ 

AC スイッチ 

余熱 ヒーター/ ベンチレー 
シ ヨンスイッチ 

③ 

U アエアコンディシヨナー 
スイッチ 

④ 

送風量調整スイッチ（弱） 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑥ 

送風口選択ダイヤル 

⑦ 

AUTO スイッチ 

⑨ 

設定温度調整スイッチ（低） 

⑨ 

設定温度調整スイッチ（高） 

⑩ 

内気循環スイッチ 


⑩デフ□スター/除湿スイッチ 


A オプションや仕様により、異なる装備です。 
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リアエアコンデイシ ヨナーの デイスプ 
レイ/コント□-ルパネル（前席上ち） 



'が 


软 


⑩ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱）/ 
AUTO モードスイッチ 

⑩ 

ディスプレイ 

⑩ 

設定温度調整スイッチ（ほ） 

⑩ 

設定温度調整スイッチ（高） 


通常の使いかた （ AUTO モード） 

AUTO モードで作動させる 

► AUTO スイッチ⑦を押しまず。 

ディスプレイ①に設定温度表示と 
AUTO モード表示 " AUTO " び表示され 
まず。 

送風量の調整と送風□の選択び自動 
的に行なわれまず。 

► ディスプレイに AC モード表示" A / 
C " び表示されていないとさは 、 AC 
スイッチを押しまず。 


AUTO モードを解除ずる 

► 再度、 AUTO スイッチ⑦を押しまず。 

ディスプレイの AUTO モード表示 
" AUTO " び消え、送風量インジケー 
夕 一と 送風 □インジケー ターび表示 
されまず。 

送風量の調整と送風□の選択を手動 
で行なラことびでをまず。 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► ディスプレイ①に "0" び表示される 
まで、送風量調整スイッチ（弱）④ 
を押します。 

P ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フ* び閉じているとをにエアコン 
ディシヨナーを停止ずると、ウイン 
ドウび曇りやずくなりまず。 

リアエアコン デ ィシヨナーの 作動と 
停止 

U アエアコンディシ ヨナーを 作動さ 
せる 

► フ□ントエアコンディシヨナーび作 
動していることを確認しまず。 

► U アエアコンディシヨナースイッチ 
③を押しまず。 

ディスプレイに1」アエアコンディ 
シヨナーマーク ' OT " び表示され 
まず。 

リアエアコンディシヨナーを停止ずる 

►再度、リアエアコンディシヨナース 
イッチ③を押しまず。 

ディスプレイの U アエアコンディ 
シ ヨナー マーク " ra " が消えまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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エアコンデイシ ヨナー 


AC モード 

AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されまず。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上します。 

AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ③を押しまず。 

ディスプレイ①に AC モード表示 
" A / C " び表示されまず。 

AC モードを解除ずる 

► 再度、 AC スイッチ③を押しまず。 

ディスプレイ①の AC モード表示 
" A / C " び消えまず。 

〇ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フ*び閉じているとさに AC モード 
を解除すると、ウインドウび曇り 
やす < なりまず。 

〇 除湿/を房された空気は、エン 
ジンびかかっているとさに送風さ 
れます。 

〇 デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
押したとさは、 AC モードに設定さ 
れます。 

Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れることびありまず。 


設定温度の調壁 _ 

設定温度を上げる 

► 設定温度調整スイッチ（高）⑨を押 
します。 

設定温度を下げる 

► 設定温度調整スイッチ（低） ® を押 
します。 

設定した設定温度の設定温度表おが 

ディスプレイ①に表示されまず。 

〇 設定温度は通常は22でに設定ず 
ることをお勧めしまず。 

〇 設定温度を最高に設定したとさ 
は、ディスプレイに " HI " と表示さ 
れまず。 

〇 設定温度を最ほに設定したとさ 
は、ディスプレイに " L 0" と表示ご 
れまず。 

〇 エアコンディシヨナーび最大を房 
を行なっているとさは、ディスフレ 
イに 、 "MAX COOL " と表示される 
ことびありまず。 

リアエアコン デ ィシヨナーの 設定温 

度の調壁 

設定温度を上げる 

► 設定温度調整スイッチ（高）⑩を押 
します。 

設定温度を下げる 

► 設定温度調整スイッチ（低）©を押 
します。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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左側ヴードシート足元の送風口からは 
外気または暖気が送風されまず。 

また、セカンドシート左ち上方、およ 
びサードシート左ち上方のルーフ送風 
口からは、が気または冷気が送風され 
ます。 

〇 U アエアコンデイシヨナーの送 
風温度は、フ□ントのエアコン 
デイシヨナーの送風温度にを連動 
します。 

また、フ□ントエアコンデイシヨ 
ナーの設定温度を一定上の高い温 
度、または低い温度に設定ずると、 
U アエアコンデイシヨナーのコント 
□ールノ（ネルでは設定温度の調整が 
でさな<なることがありまず。 

〇 左側サードシート足元の送風□と 
ルーフ送風□への送風は、 U アエア 
コンデイシヨナーの設定温度により 
調整されます。 

〇 セカンドシート足元の送風□の送 
風温度と送風量は、フ□ントェアコ 
ンデイシヨナーの設定により調整さ 
れます。 


送風□の調壁 

中央送風□とサイド送風□は、風向さ 
を調整しにり、開閉ずることびでさ 
ます。 

〇 換気を良くずるため、各送風□の 
ノブは、中央の位置にずることをお 
勧めします。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
でまわしてを、完全に送風□を閉じ 
ることはでさません。 


送風□の風向をを調壁ずる 

► ノブを上下左ちに動かしまず。 

中央送風 □ 



①中央を風 □ (左側） 

③中央を風 □ (ち側） 

③ 中央ち風 □ (ち側）開閉ダイヤル 

④ 中央ち風 □ (左側）開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 中央送風 □ (左側）①は開閉ダイヤ 
ル④を左側に、中央送風 □ (ち側） 
③は開閉ダイヤル③をち側にまわし 
まず。 

ダイヤルをまわずと徐々に送風□び 
開さ、送風量び上びりまず。 

送風□を閉じる 

► 中央送風 □ (左側）①は開閉ダイヤ 
ル④をち側に、中央送風 □ (ち側） 
③は開閉ダイヤル③を左側にまわし 
ます。 

ダイヤルをまわずと徐々に送風□び 
閉じ、送風量び下びりまず。 

停止するまでまわすと、送風□び閉 
じまず。 
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エアコンテイシ ヨナー 


サイド送風 □ 



サイド送風 □ (左側） 

送風□を開< 

► 開閉ダイヤル③を上側にまわし 
ます。 

開閉ダイヤルをまわすと徐々に上部 
サイド送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

開閉ダイヤル③の"■"マークまで 
まわすと、主にサイド送風□①の上 
部から送風され、開閉ダイヤル③の 
"■■" マークまでまわずと、主に 
サイド送風□①の下部から送風され 
ます。 

送風□を閉じる 

► 開閉ダイヤル③を下側にまわし 
ます。 

ダイヤルをまわすと徐々にサイド送 
風□①び閉じ、送風量び下びりまず。 

停止するまでまわずと、送風□び閉 
じまず。 


中央送風 □ (上部) 



中央送風 □ (上部）を開く 

► 開閉ダイヤル①を上側にまわし 
9 〇 

中央送風 □ (上部）③び開きまず。 

中央送風 □ (上部）を閉じる 

► 開閉ダイヤル①を下側にまわし 
まず。 

中央送風 □ (上部）③び閉じまず。 

フ□ントウインドウ送風 □ /ドアウイ 
ンドウ送風 □ /フロント足元送風 □ 



フ□ントウインドウ送風□①、ドアウ 
インドウ送風□③、フ□ント足元送風 
□③は、送風□の開閉はできません。 


I 











144 


ナ— 


ルーフ送風 □ 



ルーフ送風 □ (左側） 

送風□を開く 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル①を中間 
の位置にまわしまず。 

送風□を閉じる 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル①を上側 
または下側に停止するまでまわし 
ます。 

送風□の風向をを調整ずる 

► ルーフ送風口調整ダイヤル®を左ち 
にまわしまず。 

〇 ルーフ送風口開閉ダイヤルを上側 
または下側に停止ずるまでまわして 
ち、完全に送風口を閉じることはで 
きません。 

〇 左側サードシート足元の送風 □ 
は、開閉および風向さの調整はでを 
ません。 


送風□の選択 _ 

► 送風□選択ダイヤル⑧をまわして、 
ディスプレイの送風□インジケー 
ターを好みの送風□マークに 
合わせまず。 


送風 □ 
マー ク 

主に送風される送風 □ 

回 

フ□ントウインドウ送風 
口 /中央送風口（上部）/ 
ドアウインドウ送風口 

の 

サイド送風口 /フ□ントウ 
インドウ送風口 中央送風 
口 /中央送風口（上部）/ 
フ□ント足元送風口 /セカ 
ンドシート足元送風 □ 

回 

サイド送風口 /中央送風口 
/中央送風口（上部）/フロ 
ント足元送風口/セカンド 
シート足元送風 □ 

日 

サイド送風口 /中央送風口 
/中央送風口（上部） 


〇 セカンドシートの足元前方に、セ 
カンドシート用の足元送風口があり 
まず。 


〇 送風□インジケーター " を送風 
□表おマークの中間に合わせると、 
組み合わせた送風□から送風ずる 
ことびでさまず。 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□ひら 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 
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O エアコンディ ショナーが AUTO 
モー ドで作動しているとさに送風口 
選択ダイヤル®をまわずと、送風 
口選択の AUTO モー ドが解除され、 
ディスプレイの AUTO モー ド表示 
が 消えまず。 

〇 寒冷時は、ウインドウ内側の曇り 
を防ぐため、エンジンを始動ずると 
自動的に暖気がウインドウに送風さ 
れることがあります。エンジンが暖 
まると、自動的に足元などへの送風 
量が上が0まず。 

リアエアコンディショナーの送風 □ 

U アエアコンディショナーの 設定温度 

に合わせて、送風口を自動的に選択ず 

ることがでさまず。 

► リアエアコンディショナーが作動 
していることを確認しまず（[>140 
ぺージ)。 

► ディスプレイ師に两可インジケー 
ターが点滅し、その後表示され続け 
るまで、 AUTO モードスイッチ®を 
押します。 

設定温度を高めに設定しているとさ 
は左側ヴードシート足元の送風口か 
ら送風され、設定温度を低めに設定 
しているとさはルーフ送風□から送 
風されます。送風量は自動的に調整 
されます。 

► リアエアコン デ ィショナーの 送風 口 
の選択を解除するとさは、再度、送 
風量調整スイッチ（弱） / AUTO モー 
ドスイッチ®を押ずか、送風量調整 
スイッチ（強）©を押します。 


エアコンデイシヨナー 


送風量の調壁 _ 

送風量を手動で7段階に調整ずること 
びでさまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ（強）⑥を押し 
まず。 

ディスプレイ①の送風量インジケー 
夕一" I II の表お数びをくなりまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）④を押し 
まず。 

ディスプレイ①の送風量インジケー 
夕 一 "1" の 表示数びかな< なり 
9 〇 

〇 エアコン ディショ ナーが AUTO 
モー ドで作動していると さに 送風量 
調整スイッチを押すと、送風量の 
AUTO モードが解除され、ディス 
プレイの AUTO モード表示が消え 
まず。 

U アエアコン デ ィシヨナーの 送風量 

送風量を手動で5段階に調整ずること 
びでさまず。 

► U アエアコンディショナーび作動 
していることを確認しまず（>140 
ページ)。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ（強）⑩を押し 
まず。 

ディスプレイ⑩の送風量インジケー 
夕一" ■ " の表お数びを<な0まず。 
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送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
ます。 

ディスプレイ⑩の送風量インジケー 
ター "1" の表示数びかな< なり 
ます。 

送風量を自動調整ずる 

► ディスプレイ⑩に应巧インジケー 
ターび点滅し、その後表示され続け 
るまで、 AUTO モードスイッチ⑩を 
押します。 

送風量の自動調整を解除するとを 
は、再度、送風量調整スイッチ（弱） 

/ AUTO モードスイッチ⑩を押ず 
か、送風量調整スイッチ（強）⑩を 
押します。 


デフ□スターモード 


A 警告 

ウインドウに氷や雪が付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれがありまず。 

フ□ントウインドウやドアウインド 
ウの内側の曇りを取るとさに使用し 
ます。 


デフ□スターモードに設定ずる 

► 中央送風口（上部）を閉じまず 
(>143ページ）。 

► デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
押しまず。 

ディスプレイ①0139ページ）に 
デフ □スター モー ドマー ク " r^ ii 
と送風ロインジケーターが表 
示されまず。 

下の設定でエアコンディシヨナーが 
作動します。 

• AC モードが解除されているとき 
は、 AC モードに設定されまず。 

• 内気循環モードのとさは、内気循環 
モードが解除されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風口から送風されます。 

デフ□スターモードを解除ずる 

► デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
2度押しまず。 

ディスプレイ①のデフ□スターモー 
ドマークが消えまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
に AUTO モードを選択していた場 
をは、送風ロインジケーターち消え 
ます。 

または 

► AUTO スイッチ③を押しまず。 

ディスプレイ①のデフ□スターモー 
ドマークと送風ロインジケーターが 
消え、 AUTO モードマークが表おさ 
れます。 
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エアコンデイシヨナー 


〇 デフ□スターモードは、曇りび 
取れたらずみやかに解除してくだ 
ごい。 

〇 デフ□スターモードを解除ずると、 
AC モードを解除していたとさは 
AC モードに設定され、巧気循環モー 
ドは解除されたままになりまず。 

〇 デフ□スターモードでは rnm 
外の送風 □ を選択ずることはできま 
せん。 


除湿モード 

ウインドウの曇りを取り、車内を除 

湿するとをに使用しまず。 

除湿モードに設定ずる 

► ディスプレイ① (>139 ぺージ） 
に除湿モードマーク " EE " び表示 
されるまでデフ□スター/除湿ス 
イッチ⑩を押します。 

除湿モードを解除ずる 

► ディスプレイ①の除湿モードマーク 
び消えるまでデフ□スター/除湿 
スイッチ⑩を押します。 

©除湿 モードに設定ずると、自動的 
に AC モードび設定されまず。 

〇 AC モードを解除ずると、除湿モー 
ドび解除されまず。 


内気循環モ~ド _ 

トンネル内など、空気びミちれた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
しまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を開閉ずることびでをまず。 

内気循環モードに設定ずる 

► 巧気循環スイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイに内気循環モードマー 
ク11^11び表示されまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒(上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び自動で閉じ 
9 〇 

内気循環モードを解除ずる（夕1•気導入 
にずる） 

►再度、内気循環スイッチ⑩を巧し 
9 〇 

ディスプレイの内気循環モードマー 
クび消えまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒し U 上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び、前回開い 
ていた位置まで自動で開さまず。 


A 警告 

ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*が閉じているとさや、外気 
温度が低いときは、内気循環モード 
にずるとウインドウが曇りがす<な 
ります。内気循環モードの設定は短 
時間にとどめて < ださい。 


を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ナ— 


A 警告 

内気循環スイッチ⑩でドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を閉じてい 
るときに、挟み込みなどの抵抗がある 
と、ただちに動さを停止して少し開く 
機能がありますが、乗員が身体を挟ま 
れないよラにミ主意してください。特に 
テ供にはミ主意してください。 


A 警告 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
を開いているとさは、ドアウインド 
ウに身体を寄りかけないでください。 
ドアウインドウとドアフレームとの 
間に身体が引き込まれてけがをずる 
おそれがあ0ます。 

〇 内気循環モードのとさにデフ□ス 
ター/除湿スイッチ⑩を押すと、 
内気循環モードが解除されまず。 

〇 内気循環モードは、外気温度に応 
じて、約1日〜3日分経過ずると、自 
動的にが気導入に切り替わりまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
を別のスイッチで開し^た場を、開し^ 
たドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いて いた 位置 
まで開くことはできません。 


余熱 ヒーター/ ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
きに使用しまず。 

余熱 ヒーター/ ベンチ レー シヨンを 
使用ずる 

► エンジンスイッチを0か1の位置 
にずるか、キーを抜さまず。 

► 余熱ヒーター/ベンチレーシヨン 
スイッチ® (M 39ページ）を押し 
まず。 

ディスプレイ① （>139 ページ） 
に余熱ヒーター/ベンチレーシヨ 
ン表示 " REST " と、エンジン停止前 
に設定していた設定温度が表示され 
ます。 

► 設定温度調整スイッチで設定温度を 
調整します。 

送風口の選択は、自動または手動で 
行なうことがでさまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 






を熱ヒーター/ベンチレーシヨンを 
停止ずる 


► 再度、余熱ヒーター/ベンチレー 
シヨンスイッチ®を押しまず。 

ディスプレイの余熱ヒーター/ベ 
ンチレーシヨン表示が消えまず。 

下のとさは、余熱ヒーター/ベン 
チレーシヨンが自動的に停止しまず。 

• 余熱ヒーター/ベンチレーシヨンを 
使用してから約3日分経過したとき 

• エンジンスイッチを2の位置にし 
たとさ 

• バッテ U —の電圧が低下したとさ 

〇バッ テ U —を保護ずるために、送 
風量は弱の設定で'一定に保たれます。 

〇 エンジン冷却水の温度が低いとさ 
は暖気の送風は行なわれません。 
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走行と停車 



き夕'!•の点検 


► 車外から、 liTF の点検を行ないまず。 

• ナンバープレートやランプ類、 
ワイパーブレードびミちれていた 
り、損傷していないこと 

• タイヤやホイールび確実に装着 
されていて、タイヤの空気圧び 
適正であること。また、タイヤ 
び損傷していたり極端に摩耗し 
ていないこと 

車内の点検 


車載品の確認 

► 救急セットや車載工具、停止表示板、 
ジャッキび車載されていて、使用巧 
能であることを確認しまず。 

車がランプの確認 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►各ランプ類にミちれびなく、正常に作 
動していることを車外から他の人に 
確認してをらいまず。 

►点灯しない電球びある場合は、電球 
を交換します(>281ぺージ）。 


走巧の前に 


A 警告 

ペダルの動さが巧ば5れていないこ 
とを確認してください。また、運転 
席の足元に物を置いたり、物が入り 
込まないよラにしてください。ブレー 
キペダルやアクセルペダルが操作で 
さず、事故につながるおそれがあり 
ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車にをったをの 
を使用しないと、ペダル操作がでさ 
な<なるおそれがあります。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。フ□アマットが 
滑ったり、ペダル操作を巧げるおそ 
れがありまず。 


A 警告 

走行を開始する前に、ずべてのドアや 
スライディングドア、テールゲートが 
確実に閉じていることを確認してくだ 
さい。事故を起こしたり、乗員が車外 
に転落ずるおそれがありまず。 

► ずべてのドア、スライディングドア、 
テールゲートを閉じまず。 

►荷物を積んでいるとさは、確実に固 
定しまず0207ページ）。 

► フ□アマットやがペダル操作の妨げ 
にならないように確実に取り付けら 
れていることを確認しまず。 


B を邸6恒冊 
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エンジンの始動 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな < なるおそれがありまず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作ができ 
な < なるおそれがあ0まず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで<ださい。フ□アマットが 
滑った0、ペダル操作を妨げるおそ 
れがあります。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こし、意識不明 
になったり、死 t ずるおそれがあり 
まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のたが気が 
付かないラちに暇い込んでいるおそ 
れがおりまず。 

U エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないで<ださい。 

〇 エンジンを始動ずるとさにブレー 
キペダルを踏んだとさは、ペダルの 
踏みしろがかな<、踏みごたえを強 
く感じることがありまず。 

再度ブレーキペダルを踏むと、踏 
みしろや踏みごたえは正常に戻り 
ます。 


► エンジンを始動ずる前に、し iTF のこ 
とをお認します。 

• ずべてのドアとスライデイング 
ドア、テールゲートび閉じてい 
ること 

• ずべての柔員びシートベルトを 
正しく着用していること 

• パーキングブレーキび効いてい 
ること 



シフト位置 

m 駐車およびエンジン 

始動/停止の位置 

CE 後退ずるとさの位置 

m 動力び伝わらない位置 

押しにり、けん引し 
てちら5ことで、車 
を移動でさまず。 

CE 走行ずるとをの位置 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 


B を邸〇恒掛 
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走行と停車 


►エンジンを始動ずる前に、セレク 
夕ーレバー①び CB に入っている 
ことを確認しまず。 

"エンジンは、 セレクターレバーび 
rm に入っているときを始動でき 
ますび、 安全の忆め 、必ずセレクター 
レバーをに 入れ、ブレーキぺ 
ダルを踏んで始動してください。 

エンジンを始動ずる 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置（1>57ページ）までまわし 
て手を放します。 

自動的にスターターび作動し続け、 
エンジンび始動しまず。 

P かしでを車を動かずとさはエンジ 
ンを始動して<ださい。エンジンび 
停止していると、ブレーキやステア 
1」ングの操作に非常に大さな力びお 
要になりまず。 

〇 タッチスタート機能：エンジンス 
イッチを 3 の位置までまわずと、 
手を放してを自動的にスターターび 
作動し続け、エンジンび始動しまず。 

〇 ランプやエアコンデイシヨナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
りまず。 

〇 セレクターレバーび [ PJ または 
EK に入っているとさは、エンジ 
ン回転数は、許容回転数の上限まで 
上がりません。 


発進 


A 警告 

滑 D やすい路面では、1氏いギアレンジ 
を遅択ずることによる急激なエンジ 
ンブレーキを効かせないでください。 
駆動輪び空転して車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれびあ0 
まず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないでく 
ださい。 

P セレクターレバーを江！!または 
CE に入れるとさは、完全に停車 
して<ださい。トランスミッション 
を損傷するおそれびありまず。 

〇 車速感応ドア□ック 055 ぺ一 
ジ）を設定しているとをは、走行 
を開始すると自動的にドアやスラ 
イデイングドア、テールゲートび 
施綻されます。 

車速感応ドア□ックび作動して車び 
施綻されているとさち、車内からド 
アやスライデイングドアを開くこと 
びでをまず。 

► ブレーキペダルを踏んで保持しまず。 

►セレクターレバーを CE または 
CE に入れまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 
メーターノ くネルのノ くーキングブレー 
キ表示灯び消灯しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


B を邸6恒冊 
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走行時の注意 


ステアリング 


A 警告 

走巧中にエンジンを停止しないでく 
ださい。ブレーキやステア1」ングの 
操作に非常に大さな力び必要になり、 
車のコント□ールを失って事故を起 
こすおそれびあ0ます。 

Q ステア1」ングをいっぱいまでまね 
した状態を長 < イ呆持しないで < だ 
ごい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

燃料供給停止機能 


エンジンびアイド U ング回転の範囲！; •( 
がのとをは、アクセルペダルから足を 
放すと、燃料の供給び制限されまず。 

雨天時の走巧 


A 警告 

走行ま度やタイヤの状態に関わらず、 
水たまりの深さによっては八イドロ 
プレーニング現象び発生ずることび 
あ0まず。 

樹を避け、ブレーキ操作は憤重に行 
なって < ださい。 


冠水した道路の走行 


冠水した道路を走行するとさに許容さ 
れている水深は、バンパーの下端まで 
でず。波び立たないよ5な速度で走行 
して < ださい。 


〇先行車や対向車からを波び発生し 
ます。これにより、水深び深<なる 
ことびありまず。 

〇マフラーに 水び入ったとさはみ 
してエンジンを始動しないで < だ 
ごい。そのままエンジンを始動ずる 
と、エンジンに重大な損傷を与える 
おそれびあ0まず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 

を期の運転 


雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間お 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重に走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 し i (下のミ主意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまにはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ール*を使用し 
ないで < ださし、。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪<なるこ 
とびありまず。このよ5なとさは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキぺダ j レを数回軽く踏んでく 
ださい。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


I 
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走行と停車 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 


ま結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行ずる 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
をび悪<なり、制動距離び長<なるお 
それびあ0まず。 

このとさは、後続車にま意しなびらブ 
レーキの効をび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
らに、先行車との車間距離を十分確保 
し、ま意して走行してくださし、また、 
次回走行するとをにを、ブレーキぺダ 
ルを数回軽く踏み、残った塩類を落と 
して < ださい。 

〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
必要に応じて後輪にスノーチェーン 
を装着して < ださい。 

ウィンター タイヤ やスノーチェーンに 
ついて、詳しくは（[>211、212ページ） 
をご覧 < ださい。 


雪道や凍結路面の走行 


走行安全性を維持するため、雪道や 
凍結路では、乾燥した路面を走行ず 
るときよりち低い速度で走行して< 
ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分注意して走行して < ださい。 

路面が凍結しているとさは、ブレーキ 
時にタイヤと路面の間に薄い水の層が 
形成され、タイヤのグリップが大さ< 
低下しまず。 


停車/エンジンの停止 


A 警告 

車から離れるとさは、必ずエンジン 
を停止してパーキングブレーキを確 
実に効かせてください。車が動さ出 
して 事故を起こすおそれがありまず。 
急な坂道に駐車ずるとさは、前輪の 
下り側に輪止めをしてください。必 
要に応じて、後輪の下0側にを輪止 
めをして < ださい。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 

A 警告 

排気系部品は非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいちのがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。パーキングブレーキ 
を解除して、事故の原因になります。 

P 車のバッテ U —あがりを防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 

► 完全に停車しまず。 

► ブレーキぺ夕 V レを踏んだままセレク 
ターレノ（一を [ E に入れまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

〇 急な坂道では前輪を歩道側に向け 
まず。 

P エンジン冷却水の温度が高めのと 
きは、かしの間アイドリング状態で 
エンジンを冷却してからエンジンを 
停止して < ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
まず。 

► ブレーキ ペダルから足を ゆつ <り放 
します。 

►急な坂道に駐車ずるとさは、車が 
動さ出ずのを防ぐため、輪止めを 
します。 



ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、車輪の 
□ックを防ぎ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐをのではありません。 ABS が適 
切に作動してを、車両操縦性や走 
行安定性の確保、制動距離の短縮 
には限界がありまず。常に道路や 
天候の状況に注意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

• ブレーキ操作をするときは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んで 
<ださい。ポンピングブレーキを 
行なラと制動距離が長くなるおそ 
れがおりまず。 


I 
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ブレーキ 


G ©。 ABS 警告灯 = 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点口しないとさは警告灯が故 
障しています）、数秒後に消口しまず。 

消灯しないとさや、エンジンがかかっ 
ているときに点口したときは、 ABS 
が故障していまず。 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でただちに点検を受けて<ださい。 

Q ABS は制動距離を短< ずる装置で 
はありません。下のよラな路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べて制動距離が長 
<なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン装着時 

Q 軽<ブレーキペダルを踏み込んだ 
だけでも ABS が作動ずるときは、 
路面が滑りやず<なっていまず。十 
分注意して走行して < ださい。 

OaBS は速度び約 5 km / h を超える 
と作動できるようになりまず。 

©ABS に異常びあり、 ABS 警告灯び 
点灯したとさでを、通苗のブレーキ 
は作動しまず。 


ABS の作動 


ABS には iiTF のような特性びありまず。 

• ABS び作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動ずる 
ことびありまずび、異常ではありま 
せん。そのままブレーキペダルを踏 
み続けて < ださい。 

• エンジン始動後や発進直後にブレー 
キペダルを踏み込むと、ブレーキぺ 
ダ J レびねずか I こ振動したりモーター 
の音び聞こえまずび、これは、シス 
テムび自己診断をしているとさの音 
で異常ではあ0ません。 

A 警告 

• ABS に異常びあるときは、急ブレー 
キ時にタイヤび□ック してステア 
リング操作び効かなくな0、制動 
距離び長 < なるおそれびあ0ます。 

• ABS び故障すると、 BAS と ESP ⑥ 
(>165 ぺージ）を作動を停止し、 
ABS 警告灯と ESP ® 警告灯び点な 
しまず。メルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
ABS 警告灯び点灯し、 ABS び一時 
的に作動を停止しまず。電圧び回 
復ずると警告灯び消灯し、機能を元 
に戻りまず。 
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BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放ず 
と自動的に解除されまず。 

A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐをのではありません。 
BAS が作動してち制動距離の短縮 
には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

. BAS に異常があるとさわ通常のブ 
レーキは 作動しまずが、緊急 ブレー 
キ時には制動距離が長くなるおそ 
れがお0ます。 


〇 BAS が作動ずるとブレーキペダル 
がかし輿へ引かれ、ペダルに脈動が 
伝わって<ることがありまず。これ 
は BAS が正常に作動しているとき 
の現象で、異常ではありません。 

〇 バッテ U —の電圧が低下ずると 
ABS 警告口や ESP ® 警告灯が点火了 
し、 BAS が一時的に機能を停止し 
まず。電圧が回復ずると警告口が 
消口し、機能ち元に戻りまず。 

Oabs 警告口が点口しているときは、 
BAS ち作動しません。 


アダプ ティブブレーキ ランプ 

約 50 km / h _ Ui (上からの急ブレーキに 
より、 ESP ® が緊急時のブレーキ操作 
と判断したとさは、ブレーキランプが 
点滅し、後方の車両にミ主意を促します。 
停車ずると、ブレーキランプは点口に 
変わりまず。 

また、約 70 km / hiiLL からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非常点滅灯が自動的 
I し点滅しまず。 

自動的に点滅した非甫点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 
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ブレーキ 


EBD (エレクト□こック-ブレーキパ 
ワー•デイストリビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムでず。 

A 警告 

EBD に異常があるとさも ブレーキは 
通常通0作動しますが、急ブレーキ 
時などには媛輪が□ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがありまず。車両操縦性 
の変化に注意して慎重に運転してく 
ださい。 


A 警告 

ESP ® 警告灯や ABS 警告灯、ブレー 
キ警告灯が点灯したときは、 EBD が 
故障している可能性があ0ます。路 
面や交通の状態に合わせて慎重に走 
行してください。 

EBD が故障したとさは 、ただちに乂 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を行なつてください。 


パーキングブレーキ 


A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
で<ださい。パーキングブレーキ 
を解除して車が動き出し、事故を 
起こずおそれがあります。 

• パーキングブレーキを効かせたま 
ま走行しないで<ださい。パーキ 
ングブレーキが過熱して効かなく 
なったり、火災が発生するおそれ 
があ0ます。 



パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏みなが 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みまず。 

エンジンスイツチが2の位置のと 
さは、パーキングブレーキ表示口が 
点の' します。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 
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パー キングブレーキを解除ずる 

► ブレーキ ぺダ J レ③をいっぱいまで踏 
みなびら、解除八ンドル③を手前に 
引さまず。 

エンジンスイッチび2の位置のと 
をは、パーキングブレーキ表示灯び 
消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに " 1\。 - 
キングアレ-キカイシ'' ヨ！" と表示されまず。 


区™ j パーキングブレーキ表示な 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯しまず。 

パーキングブレーキび効いているとさ 
は、点灯したままになりまず。 

緊急時のブレーキ操作 


ブレーキび効かな< なったとさなど、 
緊急時にはパーキングブレーキを効か 
せることびでさまず。 

► 解除八ンドル③を弓 I きなびら、パー 
キングブレーキぺダ J レ①をゆっくり 
踏み込みます。 


オートマチックトランス S ッシ 


を全上の ミ 主意事項 


A 警告 

路面が滑りやずいとをは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれがあ 
ります。 

A 警告 

車両で作業を行なラとさは、パーキ 
ングブレーキを効かせ、セレクター 
レバーを [ E にしてください。車 
両が動さ出ずおそれがあります。 

セレクターレパーを CE にずるとさ 
は短時間にとどめてください。けん 
引などで長時間車輪を回転させると、 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れがありまず。 


A 警告 

パーキングプレーキペダルを急激に踏 
み込むと、後輪が□ックして車のコン 
卜□ールを失ラおそれがあります。 
パーキングブレーキペダルはゆつ< 
りと踏み込み、徐々にブレーキを効 
かせて < ださい。 
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才ートマチックトランス S ッ 


セレクターレバー 


オートマチックトランスミッション 
は、運転者の運転スタイルに合わせ 
て変速タイ三ングを自動的に制御し 
ます。運転者や走行状況が変わったと 
きは、変速タイミングも変更されまず。 



►セレクターレバー①を動かして、シ 
フト位置を選択します。 


セレクターレバーがのとさ、オー 
トマチックトランスミッションは 
下に応じて自動的に変速しまず。 

• ギアレンジ 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


シフト位置 


田 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

面 

後退ずるとさの位置 

面 

動力が伝わらない位置 
押したり、けん引して 
ちらラことで車を移動 
でさまず。 

曲 

走行ずるとさの位置 

1速〜5速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


H シフト位置を選択ずるときは、完 
全に停車して、ブレーキペダルを 
踏んで < ださい。 


〇 エンジンスイツチが2の位置で、 
かつブレーキペダルを踏んでいない 
と、セレクターレバーを [ E から 
動かずことはでさません。 



©シフト位置表示 

(ニュートラルに入っている状態) 
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エンジンスイッチび2の位置のとさ 
に、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イの基本画面にシフト位置③び表おご 
れます。 

また、セレクターレバーの横にをシフ 
卜位置表示びあ0まず。 


テイッブシフ 


1 


オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要に変速しないよ5 
にでさまず。 



③ 低いギアレンジを逞択 

④ 高いギアレンジを逞択 



⑥ギアレンジ表示 


ティップシフトにずる 

► セレクターレバーび HE のとさに 
③側へセレクターレバーを動ひし 
まず。 

ギアレンジ m び選択され、マル 
チファンクシヨンディスプレイのギ 
アレンジ表示⑥に表示されまず。 

または 

► セレクターレバーび CE のとさに 
③側へセレクターレノ（一を動かして 
保持します。 

そのとさの加速や減速に最も適した 
ギアレンジび選択され、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのギアレン 
ジ表示⑤に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► ③ 側へセレクターレバーを 動かし 
9 〇 

ほいギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示⑥に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ④側へセレクターレバーを動かし 
ます。 

高いギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示⑥に表示されまず。 

ティップシフトを解除ずる 

► ④側へセレクターレノ（一を動かして 
保持しまず。 

ティップシフトび解除され、マル 
チファンクシヨンディスプレイの 
ギアレンジ表示⑥に CE び表おさ 
れます。 
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才ートマチックトランス S ッ 


ギアレンジ 

作動内容 

曲 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

の 

1速〜4速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

回 

1速〜3速の範囲で 
自動的に変速します。 

緩やかな坂道などを 
走行するとをに使用 
します。 

回 

1速〜2速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

急な坂道やエンジン 
ブレーキび必要なと 
きに使用しまず。 

田 

1速に固定されます。 

エンジンブレーキび 
最大に作用しまず。 


A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキが効 < と、 
駆動輪がグ U ップを失ラおそれがあ 
ります。低いギアレンジを選択する 
ときは十分ま意してください。また、 
滑0やすい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷するお 
それがあります。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示ずちのではあり 
ません。 

〇 テイップシフトび選択されてい 
ないとさにセレクターレバーを④側 
に動かずと、走行速度やエンジン回 
転数に応じて、シフトアップされ 
9 〇 

〇 シフトダウン操作を行な5とエン 
ジンの許容回転数を超えるよラなと 
さは、セレクターレバーを動かして 
をシフトダウンされません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるようなときは、自動的にシフ 
トアップされまず。 

〇 テイップシフトの操作と実際に変 
速び行なわれるタイミングには差び 
ありまず。 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
まず。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアッ 
プするタイミングび遅くなりまず。 
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キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 

を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速し、素早く加速し 
まず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

P キックダウンずるとさは、周囲の 
状況に注意しながら操作して < だ 
さい。事故を起こずおそれがあり 
まず。 

停車ずる 

►一時的に停車ずるとさは、セレク 
ターレ バーを CE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーをに入 
れます。 

A 警告 

停車中は空ぶかしをしないで<だ 
さし、。 万一、 セレクターレバーがの 
か HE に入ると、車が急発進して重 
大な事故を起こすおそれがあります。 

P 急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

P 停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、クリープ現象で車が動かない 
よ5にして < ださい。 



上り坂での発進時に車が後退ずるのを 
防ざ、発進を容易にしまず。 

また、上り坂を後退して登るとさの発 
進時の前進ち防ぎまず。 

A 警告 

ヒルスター h アシストはパーキング 
ブレーキに代わるをのではありま 
せん。駐車ずるとさは必ずパーキン 
グブレーキを確実に効かせ、セレク 
ターレバーを HE に入れて <ださい。 


ヒルスタートアシストを作動させる 
►上り坂での発進時に、通常通りブ 
レーキペダルから足を放してアクセ 
ルペダルを踏みまず。 

ヒルスタートアシストが自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車が後 
退するのを防ざます。 

ヒルスタートアシストはじ(下のときに 
は作動しません。 

• 傾斜のない路面や下り坂で発進ずる 
とさ 

• セレクターレバーが CE に入つ 
ているとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

OeSP ® 0165ぺージ）が故障して 
解除されているときは、ヒル スター 
トアシストは作動しません。 
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ASR 


ASR は、滑りやずい路面での発進時 
や加速時に車輪が空転したとさに、個 
別の車輪に ブレーキを かけたりエン 
ジン出力を制限して、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずるシステ 
ムです。 

A 警告 

. ASR は車両操縦性や走行安定性 
を高めるシステムで、無謀な運転 
からの事故を防ぐをのではありま 
せん。 ASR が作動してわ、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
があ0まず。また、タイヤのグリツ 
プが失われた状況では効果を発揮 
しません。 

• ASR 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

〇十分な駆動力を得られない路面状 
況では、 ASR び作動してを発進時 
や加速時の車両操縦性や走行ま定性 
び確巧でさないおそれびありまず。 

© ASR に故障び発生ずると、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車し、メルセデ 
ス-ベンツ指定ヴービスエ場に連絡 
して < ださい。 


ASR オフスイッチ 



ASR オフスイッチは、 ASR の機能を 
解除ずるためのスイツチでず。 


深い雪や砂、砂利などの上を走行ずる 
とをや、スノーチェーンを装着してい 
るとさは、 ASR の機能を解除したほ 
ぅ び走行しやずい場合びありまず。 

ASR の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ASR オフスイッチ因りを押しまず。 
メーターパネルの ASR / ESP ® 表 
お灯（>23ページ）び点灯したま 
まになりまず。 

ASR の機能を解除しにとさは、車輪 
び空転してをエンジン出力は制限され 
な<な0まず。 

ただし、空転している車輪には自動的 
にブレーキびひかり、駆動力を確保 
しようとしまず。このときは 、 ASR / 
ESP ® 表示灯び点滅しまず。 

ASR を待機状態にずる 

►エンジンびかかっているとさに、再 
度、 ASR オフスイッチ因□を押し 
ます。 

メーターパネルの ASR / ESP 衝表 
示灯が消口しまず。 
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A 警告 

• ASR の機能を解除したとさは、必 
ず路面の状況に応じた走行速度で 
慎重に運転するととちに、似下の 
操作は絶巧に行なわないよラにし 
て < ださい。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
◊急激なエンジンブレーキ 

• ASR の機能を解除ずる必要がな< 
なったとさは、 ASR を待機状態に 
して < ださい。 


A 警告 

ASR の機能を解除しているときでも、 
車輪び空転すると空転している車輪 
にブレーキび自動的にかか0ます。 
このため、ブレーキシステムに負担 
びかかり、ブレーキシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。また、ブレーキ 
システムびオーバーヒートして、制 
動距離び長<なるおそれびあります。 
ASR の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ASR を待機状態にし 
て < ださし、。 

〇 ASR の機能を解除してを、 ESP ® 
の機能は解除されません。 

〇 ASR の機能を解除しているとさ 
に、走行速度び約 60 km / hi ； (上に 
なるか、まには走行状態び不ま定に 
なると、 ASR は自動的に待機状態 
になることびありまず。 

〇 エンジンを始動したとを、 ASR は 
苗に待機状態になりまず。 


ESP ® 

ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ1」 
ティ.プ□グラム）は、車輪の空転時 
や横滑り時など、車び不安定な状況に 
なったとさに、個々の車輪に独立して 
ブレーキを効かせた0、エンジン出力 
を制限ずることによって、車両操縦性 
や走行ま定性を確保しよラとずるシス 
テムでず。 

A 警告 

• ESP ® は車両操縦性や走行ま定性 
を高めるシステムで、無謀な運転 
か S の事故を防ぐをのではあ0ま 
せん。 ESP ® び作動してち、車両 
操縦性や走行安定性の確巧には限 
巧びあ D ます。また、タイヤのグ 
U ップび失われた状況では効果を 
発揮しません。 

• ESP ® 作動時のま全確巧やを険回 
避については運転者に全責任びあ 
ります。 

〇車輪を上げてけん引されるとさ 
は、エンジンスイッチを2の位置 
にしないで<ださい。 ESP ® び作動 
して、接化している車輪のブレーキ 
び作動しまず。また、ブレーキシス 
テムを損傷するおそれびありまず。 

Besp ⑩に故障び発生ずると、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
まず。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車して、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

〇雪道や凍結路などの運転では、 
ウィンタータイヤを装着し、速度を 
控えめにして、車間距離を十分確保 
して < ださい。 


I 
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〇ブレーキダイナモ上では、約10 
秒し i (上テストを行なねないで<だ 
ごい。まに、エンジンスイッチを 1 
の位置にして<ださい。ブレーキシ 
ステムや駆動系部品を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

P □ーラーダイナモ上では、テスト 
を行なわないで<ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびありまず。詳しくはメルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場におた 
ずね < ださい。 

〇 指定のサイズで、4輪とを同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 ESP ® 
び作動ずることびありまず（走行中 
に ASR / ESP ⑩表示灯び点滅した 
ままになりまず）。 

OaBS に異常びあるときは、 ESP ® 
の機能を解除されます。 


A I ASR / ESP ⑥表示口 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯しまず。 

発進時まには走行中に点滅したときは、 
ASR または ESP ® び作動していまず。 


A 警告 

ASR / ESP ⑩表示なび点滅したとさ 
は、タイヤび空転しているか、車び 
横滑0していまず。アクセルペダル 
を踏む力をかしゆるめてくださし、。 
また、慎重に運転するととちに、じ I 
下の操作は絶巧に行なわないよラに 
して < ださい。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• AS R の機能の解除 


臣 SP | またはこ责1 ESP ® 警告’灯 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯しまず。 

消灯しないとさやエンジンびかかつ 
ているとさに点灯ずるとさは、 ESP ® 
に故障び発生していまず。 

ずみやかにメルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 
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ASR オフスイッチで ASR の機能を解 
除しているとをは、点灯したままにな 
りまず。 
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走巧装備 


走行装備には、 iU 下のちのがありまず。 
• クルーズコント□ー ル/巧変ス 
ピード US ッター* 

走行速度を制御ずる機能でず。 

• パークト□ニック* 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

• サイドビューカ^ラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や助 
手席ドア下方の映像をルーム S ラー 
のディスプレイに表おしまず。 

ABS 、 BAS 、 EBDI こつし^て I ま、「ブレー 
キ」（>1日日ページ）をご覧くださし、。 

ASR 、 ESP ®、 ヒルスタートアシスト 
については、「走行」（>163ページ） 
をご覧 < ださい。 


クルーズコント□ール * _ 

アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
9 〇 

設定でさる速度は約 30 krn/h iU 上 
です。 

A 警告 

• 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、 クルーズ コント 
□ール使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任があ 
りまず。 

• し:^下のよラな場合はクルーズコン 
卜□ールを使用しないで < ださい。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれがありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、曲がり 
<ねった道路 

〇加減速を繰り返ずよラな交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で請れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやすい路面 


◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界が確保でさない場含 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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P クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定しにをのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

P 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

〇急な上りあでは、クルーズコント 
□—ルび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンずることびありまずび、設 
定しに速度を維持でさないとさはア 
クセルぺ夕レを踏んで加速してくだ 
さし、。 

P 急な下り坂などで惰性びついたと 
さは、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このようなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強く して、 減速してくだ 
さい。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0まず。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは0255ぺージ）をご覧く 
ださい。 


道路および交通の状況び長時間の定速 
走行に適しているとをにクルーズコン 
卜□-ルを使用してください。 30 km / 
h 1；( 上で1 km / h 単位で速度を設定で 
さまず。 


クルー ズコン ト □—ルの使いかた 



①現在の走行ま度に設定ずる/設定ま度 
を上げる 


⑤前回の設定速度に設定ずる/現在の 
走行速度に設定ずる 

⑤現在の走行ま度に設定ずる/設定ま 
度を下げる 

④ クルーズコント□ールと可変スピード 
1」吉ッターを切り替える 

⑤ クルーズコント□ールを解除ずる 
©表示灯 

巧変スピードリミッター 0170ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
9 〇 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとさ 
は、可変スピード U ミッターを操作で 
さる状態でず。レバーを④の方向に操 
作ずると表示灯び消灯し、クルーズコ 
ント□ールを操作でさる状態に切り替 
わりまず。 
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クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯しているこ 
とを確認して、希望の速度まで加速、 
または減速しまず。 

►希望の速度に達したとさに、レバー 
を①か③の方向に操作しまず。 

そのとをの速度にクルーズコント 
□ールび設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
ごれます。 

• 設定速度び記憶されていないと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

設定したを度を維持ずるよラに走行 
します。 

A 警告 

記憶されている速度に再度設定する 
とさは、周囲が安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速 
度と設定速度に大をな差があると、 

急加速や急減速をして事故を起こす 
おそれがあります。 

〇 UTF のとさはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。 

• 走行速度が約 30 km/h 下の 
とさ 

• ブレーキペダルを踏んでいる 
とさ 


〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、エンジンスイッチを一度0 
か1の位置にずると、記憶された 
速度は消去されまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
まず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
9 〇 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

〇レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるとさは、周囲の状況にま意して 
ください。レバーから手を放した後 
を、設定した速度に到達ずるために 
車び加速ずることびありまず。 

—時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとをは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。アクセルぺ 
ダルから足を放ずと、元の設定速度 
に戻りまず。 


B を習直冊 
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クルーズコント□ールの 設定を解 
除ずる 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、可変ス 
ピー ド U ミ ッターを 操作できる状態 
に切り替わりまず。 

〇 クルーズコント□ールは！;•(下のと 
さに自動的に解除されまず。 

• セレクターレバーを EE に入れ 
たとさ 

• ESP ® まには ASR び作動した 
とさ 

• 走行速度び約 30 km / hLU 下に 
なったとさ 

• ESP ® または ASR に故障び発生 
したとを 

• パーキングブレーキを効かせに 
とさ 

A 警告 

クルーズコント□ールはセレクター 
レバーを m に入れてち瞄除され 
ますび、走行中はセレクターレバー 
を m に入れないで<ださい。エン 
ジンブレーキび効かないため、事故 
を起こしたり、トランスミッション 
を損傷するおそれびあ0まず。 


可変 スピード IJ 吉ッター * _ 

可変スピード U S ッターで制限速度を 
設定ずると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてを、設定速度を超えないよ 
ラに走行^でさまず。 

設定できる速度は 30 km/h から 
229 km/h の間でず。 

ただし、車の最高速度(上に制限速度 
を設定してを、車の最高速度し U 上の速 
度では走行でさません。 

&上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する際は、おず法定巧度や制限速度を 
遵守してください。 

※車種や仕様によ0、設定でをる巧度び異 
なる場合びあります。 


A 警告 

路面が滑りやずいとさは、急激なェ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれがあ 
0まず。 


A 警告 

軽くブレーキを効かせ続けるなど、 
車両が動いているとさにプレーキぺ 
ダルを踏み続けないで< ださい。ブ 
レーキシステムが過熱する原因にな 
0、制動距離が伸びたり、ブレーキ 
が効かな<なるおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 






走行装備 


171 


A 警告 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード us ッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• 運転を交代ずるときは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えて < ださい。 

可変スピードリミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでち速度が上がらず、 
事故を起こずおそれがありまず。 

• 可変スピード U ミッターはブレーキ 
ぺ夕 V レを踏んでを解除でさません。 

• 巧変スピードリミッターは設定し 
た制限速度1;^上に加速する必要の 
ないとさに使用してくださし、。 

P 可変スピードリ S ッターの 設定速 
度の表示と、スピード^ーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差が生 
じることがありまず。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに可変スピードリミッターに関ず 
る故障/警告><ッセージが表おさ 
れたときは（[>255ページ）をご覧 
<ださい。 


〇 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、設定速度を維持でさないこと 
がありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、ティップシフトで低い半 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強< して、減速して<だ 
さし、。 

設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音が3回鳴り、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに" リミッタ" 
と表示され、設定速度が点滅ずるこ 
とがありまず。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに" リミッター km/h ]1の 夕" と約 
已秒間表示されたとさは、必要に応 
じて、 ブレーキ ペダルを踏んで< 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤスピード U 三ッ 
夕一 0118ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
の設定速度の上限は、ウィンタータ 
イヤスピードリミッターの設定速度 
になりまず。 


B を邸〇恒掛 
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可変スピードリミツターの使いかた 



①現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 
@前回の設定速度に設定ずる/現在の 
走行速度に設定ずる/ 30 km/h に設 
定する 

感現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を下ばる 
④可変スピードリ S ツ ターとク レー ズコ 
ント□ールを切り替える 
感可変スピード U S ツターを解除する 
©表示灯 

巧変スピードリミツターを設定ずる 

クルーズコント□-ル（[>167ページ） 
と同じレバーを使用しまず。 

► レバーの表示灯®が点口しているこ 
とを確認します。 

レバーの表示口®が消口していると 
さは、クルーズコント□ールの操作 
がでさる状態でず。レバーを④の方 
向に操作ずると表示口®が点灯し、 
可変スピードリ S ッターを操作でさ 
る状態に切り替わりまず。 


► レバーを①または③の方向に操作し 

ます。 

• 走行速度が約 30 km / haU 上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れまず。 

.停車中および走行速度が約 
SOkm/h li * (下のときは、 30 km / 
h に設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されまず。 

• 設定速度が記憶されていない状 
態で、走行速度が約 SOkm/hLU 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 

• 設定速度が記憶されていない状 
態で、停車中および走行速度が約 
SOkm/h (下のときは、 30 km / 
h に設定されまず。 


已 Okm / h -" 

■ 

化ット 

1 


設定速度びマルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表おされた例 
©設定速度 
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マルチフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度③が表示されまず。 
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設定速度び下側の基本画面に移動し、表おされ 
た例 

® 設定速度 


設定速度の表示は、数秒後に下側の基 
本画面に移動しまず。 

〇制限速度を設定ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにま意し 
なびら操作してください。事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

〇 可変スピード U S ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、エンジンスイッチを一度0 
か1の位置にずると、記憶された 
速度は消去されまず。 


〇 アクセルペダルを踏み込んでキッ 
クダウンしているとさは、可変ス 
ピード U S ッターは設定でさま 
せん。このとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"--- 1」ミッ 
卜 II と数秒間表示され、 II - --11び点 
滅しまず。 

〇 走行速度び記憶されている速度よ 
りを高いとさは、レバーを③の方 
向に操作してを、記憶されている 
速度に再度設定でさないことびあ 
りまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

10 km / h 単位で設定速度び上びり 
9 〇 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
9 〇 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 Okm / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレイに 
設定速度⑦び表示され、数秒後に下側 
の基本画面に移動しまず。 

〇 走行速度よりをほい速度に設定ず 
ると、マルチファンクシヨンディス 
プレイに設定速度と "リミット" び表示 
され、設定速度び点滅ずることびあ 
りまず。 


I 
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可変ス ピー ドリミッ ターを 解除ずる 

► レバーを⑤の方向に操作しまず。 
まには 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び消灯し、クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わりまず。 

〇巧変スピード U S ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度び走行速度より 
をほい場合、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてを車は減速しまず。 

〇 次の操作をしたとさは可変スピー 
ド US ッターび自動的に解除され 
ます。 

• エンジンを停止したとさ 

• アクセルペダルを踏み込んで 
キックダウンしたとさ 

ただし、走行速度が設定速度よ 
り約 20 km/h Li (上低いときは、 
キックダウンしてち巧変スピー 
ドリミッターは解除されません。 

- ESP ⑩または ASR に故障が発生 
したとさ 

また、エンジン回転数が約70日回 
転！;(下になったとさち、巧変スピー 
ドリミッターは自動的に解除される 
ことがありまず。 


サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着された 
力ラにより、助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドアおよび助手席 
側スライディングドア下方の映像を、 
ルーム S ラーのディスプレイに表示し 
まず。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ;>< ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方および助手 
席側スライディングドア下方の状況を 
確認して < ださい。 

A 警告 

• サイドビューカ^ラは運転者を支 
援ずるシステムです。運転者はヴ 
イドビューカ^ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して < だ 
さい。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認して < ださい。 

• サイドビューカ^ラ使用時におい 
てを安全確保や危険回避について 
は、運転者に全責任があります。 

• ディスプレイの映像にはおくにあ 
る障害物の遠近感が正しく映し出 
されなかったり、映像が非常に見 
えづらいことがありまず。ディス 
プレイの映像だけを見て発進や路 
肩への幅寄せなどをすると、人や 
他の車、障害物に衝突したり、事 
故を起こすおそれがありまず。 

サイドビューカ^ラ使用時におい 
てを、目視による安全確認を行ない 
ながら運転して < ださい。 
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y サイドビューカメラは停車時や発 
進時し U 外は使用しないでください。 
走行中に使用ずると、ルームミラー 
の視界の妨げになり事故を起こずお 
それびあ0まず。 

〇柔車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカメラの映像範囲は 
変化しまず。必ず自分の目や云ラー 
でを周囲の状況を直接確認して< 
ださい。 

〇ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

P 外気温度びほいとさは、画面び暗 
<なった0、映像び薄<なることび 
ありまず。また、動いている物の映 
像び歪んだり、画面に表示されなし、 
ことびありまず。 

P ドアを開閉ずるとさやドア云ラー 
を格納/展開するとをなどは、力 
メラを損傷しないようにミ主意してく 
ださい。 

P 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
(外のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

P カメラやカメラの周囲に強い衝撃 
をちえないでください。カメラび故 
障したり、カメラの取り付け位置や 
角度びずれるおそれびありまず。 

P ドアミラーやカメラを損傷した 
り、カメラの取り付け位置や角度び 
ずれたとさは、ずみやかにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場でカメ 
ラの修理および調整を行なってくだ 
さし、。 


〇カメラの修理および調整はおずメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。お客様自身で 
作業を行なうと、システムび正苗に 
作動しなくなるおそれびありまず。 

〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶巧に行なわないでくだ 
ごい。 

〇し i (下のよ5な場合はサイドビュー 
カメラは正苗に作動しません。 

• 助手席ドアび完全に閉じてし) 
ないとさ 

• 助手席側ドア S ラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーンや 応急用 スペア 
タイヤ*を装着してし)るとさ 

• 激しい雨や雪び降っているとを 
や霧のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとさ（映像に白い線び入るこ 
とびありまず） 

• カメラ付おの温度び極端に高い 
とさやほいとさ 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
まず） 

• 急激な巧るさの変化びあったと 
さ（ガレージから出るとさや入 
るとをなど） 

• 急激な温度変化びあったとさ（力 
メラに;ち水や温水びかかったと 
さや寒を時に暖房されたガレー 
ジに入るとさなど） 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• 力 ラが曇ったり水滴が付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• 力 ラに泥やミちれが付着した 
とさ 

〇 エンジンを始動ずるとさにサイド 
ビューカメラの映像び乱れることび 
ありまずび、故障ではありません。 

洗車ずるとをの注意 

. 洗車時に高圧式スプレーガンを使 
用するときは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧が高いため、故障の原因 
になりまず。 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
拭さ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださし、。 

また、強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり 、九乂 
ラを損傷するおそれがありまず。 

• ボディにワックスをかけるときは、 
力 ラにワックスが付着しないよう 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシャン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取つて< 
ださい。 


サイドビューカメラの位置 



サイドビューカラ③は助手席側ドア 
三ラー①の下部に装着されていまず。 

サイドビューカメラの作動 



サイドビューカメラを作動させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
まず。 

► サイドビューカラスイッチ①を押 
しま弓。 

ルーム S ラーのディスプレイ®にサ 
イドビューカメラの映像が表示され 
ます。 

〇走行中はサイドビューカメラを停 
止してください。ルームミラーの視 
巧の巧げになり事故を起こずおそれ 
びありまず。 


B を邸6恒冊 









走行装備 


サイドビューカメラを停止ずる 

► サイドビューカ^ラの映像が表示さ 
れているとさに、サイドビューカ 
ラスイッチ①を押しまず。 

ルームミラーのディスプレイから 
サイドビューカラの映像が消え 
ます。 

〇 エンジンスイッチを2 (外の位置 
にずると、サイドビューカメラは自 
動的に停止しまず。 

次にエンジンスイッチを2の位置 
にしてを、サイドビューカメラは作 
動しません。 



④助手席側前方の障害物 
⑥助手席側後方の障害物 
⑥ヴイドビューカメラの表示範囲 


サイドビューカメラの表示節囲 


サイドビューカメラの映像 


サイドビューカメラの映像には、助手 
席側のフ□ントタイヤ周辺や助手席ド 
アおよび助手席側スライディングドア 
下方の範囲⑧の目をび表示されまず。 

進行方向表示 


①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 
③進行方向表示 
® 助手席側前方の障害物 
© 助手席側後方の障害物 


ディスプレイ上部の矢印③は車両の進 
ネ子ち向を表示します 0 

。サイドビューカ ラの映像はあ< 
まで目安です。走行するときは、ヴ 
イドビューカ ラの映像だけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を直接確認して 
<ださい。 
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パークト□ニック* 

フ□ントと U アのバンパーにあるセ 
ンヴーで障害物などを感知し、インジ 
ケーターと警告音で運転をに知らせ 
ます。 

A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援す 
るシステムでず。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して < ださい。 


A 警告 

車の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンバー） 


フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
と U アノ（ンノ く一の4個のセンサーび障 
害物などを感知しまず。 


センサーの感知節囲 



•一圓 * — 


フ□ントバン 
パー側 

センサー感知節囲 

センター部 

約100 cm 〜 25 cm 

コーナー 部 

約 70 cm 〜 20 cm 


U アバンパー 
側 

センサー感知節囲 

センター部 

約1 60 cm 〜 25 cm 

コーナー 部 

約100 cm 〜 25 cm 


Q 車のセンター部でバンパーから約 
25 cm 1；■(巧、コーナー部でフ□ント 
バンパーから約 20 cm 1；■(巧、リア 
バンパーから約 25 cm じ(巧にある 
障害物は感知でさません。 




オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりをお<なると、セン 
サーは障害物を感知でをなかった 
り、正常に作動しなくなることびあ 
りまず。 

まに、インジケーターび消灯ずるこ 
とびありまず。 

P センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックび正甫に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ミ主意してく 
ださい。これらびを近距離内にある 
とさ、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

P 不整化などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正苗に作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正甫に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生ごせる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 


H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、障害 
物びな<てをインジケーターび点 
灯ずるなど、正しく作動しないこと 
びありまず。センサーに損傷を与え 
ないよ5ミ主意して、定期的に清掃し 
て < ださい。 

インジケーター/作動表示な 




フ□ント 

①左側インジケーター 
©ち側インジケーター 

フ□ントのインジケーターはダッシュ 
ボード上にありまず。 



U ァ 

①左側インジケーター 
©ち側インジケーター 

リアのインジケーターはラゲツジルー 
ム上ちにありまず。 
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《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 






180 


走行装備 


ノ くンノ く一と障害物などとのおよそのお 
離を、インジケーターの点灯数で示し 
ます。 

センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入ると、 
インジケーターの作動表示灯び巧る< 
点灯しまず。 

障害物との距離びさらにお < なると、 
黄色インジケーターび1個点灯しまず。 

障害物とのお離び近<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離びぶくなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えてホ色インジケーターび1 
個点灯し、警告音び断続的に約2秒 
間鳴りまず。最短感知距離（約25〜 
20 cm ) になると、上記のインジケー 
ターに加えて2個目の赤色インジケー 
ターび点灯し、警告音び連続的に鳴り 
ます。 

P システムに異常び発生したとさ 
は、赤色インジケーターだけび点灯 
して、警告音び約2秒間鳴り、約 
20秒後にパークト□ニックは停止 
します。このとさ、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点灯し、 
点灯した赤色インジケーターは消灯 
します。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇 エンジンスイッチを2の位置にず 
ると、すべてのインジケーターが一 
瞬点口します。 


八ークト□ニックの作動 


エンジンスイツチが2の位置でノ（ーキ 
ングブレーキが解除されているとさ、 
シフト位置に応じて(下のよラに作動 
します。 


シフト 

位置 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサーび作 
動し、フ□ントの作動表 
お灯び点なしまず。 

面 

面 

フ□ントと U アのセン 
サーび作動し、フ□ント 
と U アの作動表示灯び点 
灯します。 

田 

パーク ト □ニックは作動 
しません。 


〇 パークト□ニックび作動したとき、 
センサーの感知範囲に障害物などび 
あると、その距離に応じてインジケー 
ターび点なし、警告音を鳴りまず。 

〇 パークト□ニックは、走行速度び 
約 18 km / h しツ上になると作動を停 
止します。走行速度び約 16 km/h 
し U 下になると再び作動しまず。 

後退警告機能 


パークト□ニックは、上りあで停車し 
たとさなど、セレクターレバーび CE 
の位置で車び後退しはじめたとさに、 
車の後方を自動的に感知しまず。 

障害物との距離び約 80 cm (内にあ 
るとセンサーび感知したとさは、ずべ 
てのインジケーターび点灯しまず。車 
の後退び続さ、障害物に近づいている 
ときは、約2秒後に警告音び鳴りまず。 
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パークト□ニックオフスイッチ 



パークト□ニックの機能を解除でさ 
ます。 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
さにパークト□ニックオフスイッチ 
[ K \ を押します。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

A ’ー クト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ cs を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇システムに異甫び発生したとさ 
は、ホ色インジケーターだけび点灯 
して、警告音び約2秒間鳴り、約 
20秒後にパークト□ニックは停止 
します。このとさ、パークト □ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点灯し、 
点灯したホ色インジケーターは消灯 
します。メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックの機能を解除して 
を、なにエンジンスイッチを2の 
位置にしてパーキングブレーキを解 
除したとさ、パークト□ニックは作 
動します。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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積載されている荷物の重量や乗員数に 
応じて車高を自動的に調整しまず。こ 
れにより、積載した荷物の重量に関わ 
らず車高が一定に保たれるため、走行 
安定性が高まりまず。 

ENR は下の3つのモードに設定で 
さます。 

自動調整モード 

積載されている荷物の重量や乗員数に 
応じて車高を自動的に調整しまず。 

走行速度が約 2 km/h Li (上のときは、 
自動的に自動調整モードに設定され 
まず。 

自動調整モードに設定されているとさ 
は、 ENR スイッチの表示口は消灯し 
まず。 

Q 極端に重い荷物を積載したとさ 
は、車高は自動的に調整されません。 

手動調整モード 

停車中に車高を調整でさまず。 

手動調整モードに設定されているとさ 
は、 ENR スイッチの表示口は点滅し 
まず。 

自動調壁停止モード 

積載重量などび変わってを、車高は自 
動的に調整されません。 

ジヤッキアップや1」フトアップずると 
さなどに使用しまず。 

自動調整停止モードに設定されている 
とさは、 ENR スイッチの表示灯は点 
灯しまず。 
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〇 テールゲートを開いて停車してい 
るとさにエンジンスイッチを0か 
1 の位置にずると、 ENR は約 45®) 
後に機能を再開しまず。 

Oenr はエンジンがかかっていない 
とさでち作動しますが、作動しなく 
なったとさは、エンジンを始動して 
<ださい。 

A 警告 

タイヤ交換などでジャッキアップす 
るとさは、必ず自動調整モードを停 
止し、エンジンスイッチか5キーを 
抜いてください。ジャッキアップし 
ているとさに自動調整モードが作 
動すると、ジャッキが外れてけがをず 
るおそれがお0ます。 

車高の上げ下げを短時間に何度ち繰り 
返したとさなど、 ENR がオーバーヒー 
卜したとさは、機能が自動的に解除さ 
れます。このとさは、約1分後に再び 
ENR を作動させることができるよう 
になりまず。 

マルチフアンクションディスプレイに 
"チュウイ！外]ウレへ'' ル" と表示されたとき 
は、車高が高ずざるか低ずざる状態に 
なっていまず。 

このとさは、 ENR が車高を元の高さ 
に調整しまず。 


A 警告 

走巧中に ENR インジケーターが表 
示されたとさは、車高が高すぎるか、 
低すぎる状態になっています。車両 
操縦性の変化にミ主意して憤重に運転 
してください。車高が低ずざる場合 
は車体を損傷ずるおそれがありまず。 
車高が正常な高さになるとインジ 
ケーターは消えます。インジケーター 
が消えるまでは慎重に走行してくだ 
さい。事故やけがの原因になりまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
" ENR オフ" と表示されたときは 、 ENR 
が故障していまず。 



①手動調整モード解除/ 

自動調整停止モード設定-解除 
©手動調整モード 
(車高を上げる） 

③手動調整モード 
(車高を下げる） 
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手動調壁モード 


A 警告 

車高を調整しているとをは、ホイー 
ルアーチのお<や車の下部に身体な 
どび入っていないことを確認してく 
ださい。身体び挟まれるおそれびあ 
りまず。 

[I 手動調整モードのまま、長時間停 
車しないでください。サスペンシヨ 
ンなどを損傷ずるおそれびありまず。 

手動で車高を上げる 


►停車して、エンジンスイッチを2 
の位置にしまず。 

そのとをの車高び自動調壁モードのと 
さの車高よりち高いとを 

► スイッチ③を押し続けまず。 

表示灯が点滅して手動調整モードに 
なり、押している間、車高が上がり 
ます。また、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "ENR 7こュアルモ- ド" 
と表示されます。 

そのとをの車高び自動調整モードのと 
をの車高よりちおいとを 

► スイッチ③を押しまず。 

表示灯が点滅して手動調整モードに 
なり、車高が自動的に上がります。 

車高が自動調整モードのとさの車高 
になると、車高の上昇は停止しまず。 

さらに車高を上げるときは、スイッ 
チ ( D を押し続けます。 


〇 車高が自動的に上がっているとさ 
にスイッチ③を押ずと、車高の上昇 
は停止しまず。 

手動で車高を下げる 

► スイッチ③を押し続けまず。 

表示灯が点滅して手動調整モードに 
なり、押している間、車高が下がり 
ます。 

自動調整モードに戻ず 


► スイッチ①を押しまず。 

または 

► 走行しまず。 

ENR が自動調整モードにな0、ス 
イッチ①の表示灯が消灯しまず。ま 
た、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイの "ENR 7こユアルモ- ド" の表示が 
消えまず。 

〇 手動調整モードで走り出したとさ 
は、走行速度び約 2 km / h を超える 
と、自動調整モードに戻りまず。 

〇 手動調整モードから自動調整停止 
モードにずるとさは、いったん自動 
調整モードに戻してから操作を行 
なつて < ださい。 


L 自動調壁停止モード 


自動調整モードを停止ずる 

►停車して、エンジンスイッチを2 
の位置にしまず。 

► スイッチ①を約2秒間押しまず。 
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表示灯が点灯しまず。 
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H ジャッキアップや U フトアップ 
をするとさは、必ず自動調整停止 
モードにして<ださい。自動調整 
モードのままだと、そのタイヤのヴ 
スペンションが伸び、タイヤ交換が 
できないことがありまず。また、車 
をジャッキダウンした後に ENR が 
誤作動し、正常な車高を保てな<な 
りまず。 

自動調整モードに房ず 

► スイッチ①を約2秒間押しまず。 

または 

► 走行しまず。 

ENR が自動調整モードになり、ス 
イッチ①の表示口が消口しまず。 

〇 自動調整停止モードで走り出した 
とさは、走行速度が約 2 km / h を超 
えると自動調整モードに戻りまず。 

〇 自動調整停止モードから手動調整 
モードにずるとさは、いったん自動 
調整モードに戻してから操作を行 
なって < ださい。 



Q 吸いがらやマッチの火は確実に消 
して < ださい。 

〇紙<ずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

Q 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

センターコンソールの灰皿 



• t 


巧皿を開< 

►カバー①の矢印の部分を持って、手 
前に引きまず。 

► 灰皿カバー③を前方にスライドし 
ます。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を押し込みまず。 

〇 灰皿カバー③を開いたままカバー 
①を閉じると、灰皿カバー③を閉じ 
ます。 

灰皿を取りがず 

► 灰皿カバー③をいっぱいまで前方に 
スライドしまず。 
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► ノブ③を持って、灰皿を巧き取り 
ます。 


灰皿を取り付ける 

► の皿をいっぱいに押し込みまず。 

〇灰皿は確実に取り付けてくだ 
さい。灰皿び内側に挟まったり、力 
ノ（一などび開閉でさな < なるおそれ 
びありまず。 

ヴードシート左ちのの皿 


サードシートの灰皿は、左ちアームレ 
ストのカップホルダーに取り付けて使 
用します。 



アームレストに取0付けたの皿 


の皿を開< 

► カバー①を開さまず。 

の皿を閉じる 

► カバー ①を閉じまず。 

灰皿を取りがず 

► 灰皿③をカップホルダーから取り外 
します。 

の皿を取り付ける 

► 灰皿③をカップホルダーに押し込み 
まず。 

ライター 
A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと义傷をす 
るおそれびあります。 

ま全のため、モ供を乗車さはるとさ 
はライターを巧さ取ってください。 
火傷をした0、火災び発生ずるおそ 
れびあ D ます。 
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ライターを使用ずる 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ノブを持ってライター①を引き巧き 
ます。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

P ライターを押さえ続けないでくだ 
さい。ライターを損傷するおそれび 
ありまず。 

P 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないでください。乂災び発 
生するおそれびありまず。 

P ライターを改造したり、純正品 LU 
外のライターを使用しないでくだ 
さい。ライターやセンターコンソー 
ルを損傷しにり、乂災び発生ずるお 
それびありまず。 

P ライターび押し込まれにまま戻ら 
な<なったとさは、エンジンスイッ 
チを0の位置にずるか、エンジン 
スイッチからキーを巧いて、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

P エンジンびひかっていないとさを 
アクセサ U —電源を使用でさまず 
び、長時間使用ずるとをはエンジン 
を始動して<ださい。バッテリーが 
あびるおそれびありまず。 

〇 ライターソケットは、最大消費電 
流 180 Wii (下のアクセサ U —電源 
や電動エアポンプの電源として使 
用することびでさまず。 


ル物入れ 


A 警告 

ル物入れには重い物やかさばる物、 
角の尖った物を入れないで < ださし、。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに収納物び投げ出され 
て、柔員びけびをするおそれびあ0 
まず。 


ドアのル物入れ 



ドアのル物入れ①にはルごく軽い物を 
収納でさまず。 


ドアのル物入れにはボトル ホルダー ③ 
びありまず。 

〇 運転席ドアポケットには救急セッ 
卜、助手席ドアポケットには停止表 
示板び収納されていまず。 
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ステアリンク下部のル物入れ 



①ル物入れ 


〇ステア U ングの位置を下げるとさ 
は、ステア U ング下部のル物入れ 
に物を入れたままにしないで<だ 
さい。物やステア U ングを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


センターコンソール上部のル物入れ 



A 警告 

走巧中は、必ずセンターコンソール 
上部のル物入れのカバーを閉じて< 
ださい。前ちの視界びさえざ!5れ、 
事故を起こすおそれびありまず。 

また、急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに内部の収納物 
び投げ出されて、乗員びけびをずる 
おそれびあ0まず。 

ル物入れを開く 

►凹部①に手をかけて、カバー③を 
上方に開さまず。 

ル物入れを閉じる 

► カバー③を閉じまず。 

〇 車種や仕様により、フ□ントシー 
卜のバックレスト背面に収納ポケッ 
卜を装備しています。 


センターコンソール下部のル物入れ 



①ル物入れ 


B を習眉冊 










室内装備 


巧皿下部のル物入れ 



①ル物入れ 


グ□ーブボックス 



グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル③を引きまず。 


エンジンスイッチび1ひ2の位置 
のとさは、グ□ーブボックス内のラ 
ンプび点灯しまず。 

〇グ □ーブボックス内には、オー 
ディオ接続用の USB ケーブルびあ 
りまず。詳しくは別冊「オーディ 
オシステム取扱説明書」をご覧く 
ださい。 



⑤ カップホルダー 

④ コインホルダー 

⑤ ライターホルダー 

©ペンホルダー 

グ□ーブボックスを閉じる 

►カノ（一①を押して閉じまず。 

〇走行中は、グ□ーブボックスの力 
バーを開いたままにしないで<だ 
さい。急ブレーキ時や衝突時などに 
収納物び投げ出されて、柔員びけび 
をするおそれびありまず。 

グ□ーブボックスを施綻ずる 

►エマージェンシーキー （0292 ぺ一 
ジ）を八ンドル③のキーシ U ン ダー 
に差して、時計回りにまねしまず。 

グ□ー ブボックスを gg 錠ずる 

►エマージェンシーキー 0292ぺ一 
ジ）を八ンドル③のキーシ U ンダー 
に差して、反時計回りにまわしまず。 

〇貴重品はグ□ーブボックス巧に保 
管しないでください。 

〇施湿しにとさは、グ□ーブボック 
スび開かないことを確認してくだ 
ごし、。 



を邸 S 恒冊 












室内装備 


189 


〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻し、エマージェンシーキーを携 
帯してください。 

運転席アンダーシートセーフテイボッ 
クス* 

運転席シート下部にセーフテイボック 
スを装備しています。 

カバー および キー シ1」ン ダーは、 運転 
席シート背面下部にあ0まず。 



①カ バー 
回施錠 
回解錠 


カバーを開く 

► セーフ テイボックス用の キーを 解錠 
位置团にまわしまず。 

► カバー①を後方に引いて取り外し 
ます。 

カバーを閉じる 

► カバー①の左側を先に差し込み、 
次にち側を差し込んでカノ（一を閉 
じまず。 

► セーフ テイボックス用の キーを 施湿 
位置回にまわして、巧さ取りまず。 


〇カバーを閉じたとさは、確実に閉 


じていることをお認して < ださい。 
〇貴重品は保管しないでください。 

サングラスケース 



サングラスケースを開< 

► カバー①を上方に押しまず。 

カノく一び開さまず。 

サングラスケースを閉じる 

► カバー①を上方に押し込んで□ック 
しまず。 

ヴードシートのル物入れ 



サードシートのル物入れ①には、ル物 
類を収納ずることびできまず。ボトル 
ホルダーとしてを使用でさまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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収納式センターテーブル 


A 警告 

• センターテーブルの脱着や前後位 
置の調整は、停車中に行なってく 
ださい。センターテーブルび投げ 
出されたり移動して、けびをずる 
おそれびあります。 

• 走行す る 前に センターテーブルび 
確実に固定されていることを確認 
して<ださい。 センターテーブル 
び 巧げ出された D 移動して、けび 
をするおそれびあります。 

• 走行中はセンターテーブルを使用 
しないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなどに、 
テーブル上の物び飛散した0、乗員 
び身体をテーブルになちつけて、け 
びをずるおそれびあ0ます。 


センターテーブルの 取り付け 



► シー トレールのカバー③の凹部①に 
ドライパーなどを差し込み、カパー 
③を取り外しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



► センターテーブルの左ち下部にある 
着脱位置表示の矢印①び、左側シー 
トレールの着脱位置表お③に合ラよ 
5にして、センターテーブルをシー 
トレール③に取り付けまず。 



► センターテーブルの前後にある□ッ 
ク解除レバー④のいずれかを引さ上 
げなびら、センターテーブルを前後 
に移動して、シートレールに確実に 
取り付けます。 

► センターテーブルを好みの位置に動 
かしまず。 

□ ック解除レノ（一④を弓 I さ上げなび 
日、センターテーブルを前後に移動 
でさたとさは、センターテーブルび 
シートレールに確実に取り付けられ 
ています。 

►好みの位置になったら、センター 
テーブルを前後に摇ずり、カチッ 
とい5音びずることを確認しまず。 
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► 前後いずれかの□ック解除レバー 
④をいっぱいまで下方に押し込ん 
で□ックしまず。 

► シートレールに カバー ③を取り付け 
ます。 

A 警告 

収納式センターテーブルを固定ずる 
とさは、前後の□ック解除レバー 
をいっぱいまで下方に押し込んで 
□ックしてください。□ック解除レ 
バーをいっぱいまで下方に押し込ん 
でいなかった0、片方しか□ックし 
ていないと、センターテーブルが確 
実に固定されず、乗員がけがをずる 
おそれがありまず。 

P センターテーブルを取り付けると 
さは、身体が挟まれないよラにミ主意 
して < ださい。 

センターテーブルの 前後位置の調整 

► センターテーブルの前後にある □ッ 
ク解除 レバー ④のいずれかを引さ上 
げながら、センターテーブルを好み 
の位置に動かしまず。 

► □ック解除レバー④から手を放し 
ます。 

►好みの位置になったら、センター 
テーブルを前後に摇ずり、カチッ 
といラ音びずることを確認しまず。 

► 前後いずれかの□ック解除レバー 
④をいっぱいまで下方に押し込ん 
で□ックしまず。 


センターテーブルの 高さ調壁 



センターテーブルの高さは2段階に調 
整でさまず。 


センターテーブルを上げる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 
センターテーブルび上び0まず。 

〇 センターテーブルを上げると シー 
卜のアームレストに接触ずるとき 
は、センターテーブルを前後に移 
動ずるか、シートの前後位置やバッ 
クレストの角度、アームレストの 
角度を調整して < ださい。 

センターテーブルを 下げる 

► □ック解除ボタン①を押しながら、 
センターテーブルを下方にいっぱい 
まで押し込みまず。 

►センターテーブルが下がって、□ッ 
クされたことを確認します。 
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テーブル天板の展開/収納 




テーブル天板を展開ずる 

► センターテーブルを上げまず。 

► グリップ①を持ってテーブルの天板 
をいっぱいに引さ上げまず。 

► テーブルの天板を水平の位置まで側 
方に倒しまず。 

〇テーブルの天板び展開していると 
をは、センターテーブルやシートを 
前後に移動しないでください。天板 
に身体を挟まれたり、センターテー 
ブルやシートを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇前方にあるシートのバックレスト 
を後方に倒ずとさは、 テーブルの 天 
板に当たらないよ5にま意してくだ 
さい。 センターテーブル やシートを 
損傷するおそれびありまず。 


テーブル天板を収納ずる 

► グリップ①を持ってテーブル天板を 
垂直になるまで弓 I さ上げまず。 

►グ U ップ①を持ちなびら、テーブル 
天板をゆっくり下方に下ろしまず。 

A 警告 

テーブル天板を下ろずとさは、テー 
ブル天板とセンターテープル下部の 
間（イラストの X 箇所）に身体を巧 
まれないよラにを意してください。 
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センターテーブルのル物入れ 



①上部 ル 物入れ/ カップホルダー 
③下部 ル 物入れ 


センターテーブルには、上部①と下部 
③にル物入れびありまず。 

〇ル物入れには、重い物やかたい物、 
ビンやち、割れやずい物、鋭利な形 
状の物を入れないで < ださい。 

〇下部の ル 物入れ③から収納物びは 
み出に状態で、 センターテーブルを 
下げないで < ださい。 



下部ル物入れのトレイ 

下部ル物入れのいずれか一方にトレイ 
び装着されていまず。 

下部小物入れのトレイは取り外ずこと 
がで'さまず。 


►ストッパー⑤をつまみながら、卜 
レイを上ちに引さ上げて取りがし 
ます。 

カップホルダー 

センターテーブルにはカップぶル ダー 
①がありまず。 

〇カップホルダーを使用ずるとさ 
は、0194ぺージ）のミ主意をご覧 
<ださい。 

センターテーブルを取りパず 


►テーブ J レ天板を収納しまず。 

► センターテーブルを下げまず。 



► センターテーブルの前後にある□ッ 
ク解除レノ（一④のいずれかを引を上 
げて、□ックを解除しまず。 
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► シー トレールのカバー ③の凹部①に 
ドライパーなどを差し込み、カパー 
③を取り外しまず。 



► センターテーブルの 左ちにある着脱 
位置表示の矢印①び、左側シート 
レー j レの着脱位置表示③に合5よ5 
に、 センターテーブルの 位置を調整 
します。 

► センターテーブルを持ち上げて、取 
り外しまず。 

► シー トレー ルに カバー ③を取り付け 
ます。 


カツプホルダー 


A 警告 

走行中はカップ ホルダーを 閉じ、使 
用しないでください。下のとさに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に卷さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに合ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあ0ます。 
熱い飲み物のためにカップホルダー 
を使用しないで<ださい。火傷をす 
るおそれがお0ます。 

〇カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴び垂 
れないよ5にミ主意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂ずるおそれび 
ありまず。 


B を邸6恒冊 
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センターコンソールのカップホルダー 


カツプホルダー（センターコンソール） 
を使用ずる 

►カバー①の下部を持って、手前に引 
をます。 

カツプホルダー③び展開しまず。 

閉じるときは、カバー①を押し込み 
ます。 



カツプホルダー（グ□ー ブボツクス横) 
を使用ずる 

► カバー ③を押しまず。 

カバーび開さまず。 

閉じるときは、カバー③を押し込み 
ます。 

U アのカップホルダー 



サー ド シー h 左ち の アーム レストに 
カップ ホルダーび あ0まず。 

〇 カップホルダーに灰皿を取り付け 
ることができまず018日ページ）。 


I 
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室内装備 



①1 2 V 電源ソケット(運転席シート下部*) 



①1 2 V 電源ソケット けー ドシート左側) 



①1 2 V 電源ソケット（ラゲツジルームち 
側） 


運転席 シー ト下部* とサー ド シー ト左 
側、ラゲ ッ ジルームち側に1 2 V 電源 
ソケット①を装備していまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


12V 電源ソケットを使用ずる 

► カバーを上方に開をまず。 

► 使用ずる電気機器のコネクターをソ 
ケットに差し込みまず。 

H おず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
(最大消費電力 ISOWii (下）の規格 
に合った電気製品を使用してくだ 
さい。規格外の電気製品を使用ずる 
とヒューズび切れた0、乂災び発 
生するおそれびありまず。 

B 12 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないで < ださい。 

。ソケット内に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
ます。 

Q エンジンがかかっていないとさは 
12 V 電源ソケットを長時間使用し 
ないで<ださい。バッテ U —があが 
るおそれがありまず。 

Hi 2 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカパーを閉じて<ださい。異物 
が入ったり 、水がかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 


B を邸6恒冊 







197 


走行時の注意 . 198 

燃料の給油 . 199 

荷物の積みち . 202 
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メンテナンス . 223 
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走巧時の注意 



新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわにってま定しに性 
能を維持することびでさまず。 

最初の1,500 km までは！;■(下のミ主意事 
項を守って < ださい。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとをは約 
4,000回転）を超えないよ5に運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けてくださし、。 

• ティップシフト位置 m 、 巧□、 
の ' m は山道などをほ速で走 
行するとをだけ使用してください。 

走行距離び1,500 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 


〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早< 
加速しまず。これをキックダウン 
といいまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
まず。低いギアのとさほど効さび 
強<な0まず。 


エンジンオイルの消‘費 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約11」ットルのエンジンオイ 
ルび消費されまず。 

し iTF のよ5なとをは、エンジンオイル 
の消費量び増加しまず。 

• 新車時 

• 山道など勾配の急な道路を主に走 
行ずるとを 

• エンジン回転数を頻繁に高回転まで 
上げて走行ずるとさ 

適正なエンジンオイ j レ消費量を維持ず 
るためには、定期的な点検整備び必要 
になりまず。 

週に一度または給油のたびに、エン 
ジンオイル量を点検してください 
([>232ページ）。 


B こな〇芭6邮田 
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燃料の給油 


A 警告 

給油するときは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
があるとさや燃料の巧いがずるとき 
は、決して火気をお付けないで<だ 
さい。火災が発生ずるおそれがあり 
まず。 


A 警告 

肌や衣服に燃料が付着しないよラに 
ミ主意してください。燃料が肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれがあります。 


A 警告 

• エンジンをかけたまま給油しない 
で<ださい。火災が発生するおそ 
れがお0ます。 

• 周囲に燃料があるとさや燃料の 
巧いがするとさは、決して火気を 
お付けないで<ださい。火災が発 
生ずるおそれがありまず。 

9環境 

環境保護のため、燃料を地面や排水 
溝などに流さないで<ださい。 



燃料給油口は助手席ドアの下部にあり 
9 〇 


助手席ドアが開いているとさに、燃料 

給油フラップを開閉できまず。 

〇 燃料給油フラップを開いた車体側 
にタイヤ空気圧ラべ J レび貼付してあ 
りまず。タイヤ空気圧ラベルの見か 
たについては0304ページ）をご 
覧ください。 

〇 メーターパネル内には給油□の位 
置をおず矢印び表示されていまず。 

燃料給油フラップを開く 

► エンジンスイッチからキーを抜さます。 

► 助手席ドアを開さまず。 

► 燃料給油フラップを開きまず。 

► 気化した燃料が車内に侵入ずるのを 
防ぐため、ずべてのドアを閉じまず。 


B 三養芭 Q が田 








200 


燃料の給油 


A 警告 

燃料給油中は助手席ドアを開閉し 
ないでください。助手席ドアと給油ノ 
ズルび接触し、給油ノズルび外れる 
と义巧び発生するおそれびありまず。 

キャップを取り夕1•ず 

► キャップ③を反時計回りにかしゆる 
めてタンク巧の圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、さらに反時計回 
りにまわして給油□から取り外し 
ます。 

キャップびストラップ①に吊るされ 
たままになりまず。 

キャップを取り付ける 

► キャップ③を給油□に合わせまず。 

► キャップをカチッとい5音びずるま 
で時計回りにまわしまず。 

キャップび確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 助手席ドアを開さまず。 

► 燃料給油フラップを閉じまず。 

► 助手席ドアを閉じまず。 

Q 燃料給油フラップを閉じる前に助 
手席ドアを閉じると、燃料給油フ 
ラップを閉じることがでさません。 

また、助手席ドアを閉じた後に燃料 
給油フラップを閉じよ5とずると、 
ドアや燃料給油フラップを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 


H 給油が自動的に停止したら、それ 

Li (上は給油しないで<ださい。燃 

料漏れのおそれや、エンジンが不 

調になったり停止ずるおそれがあ 

りまず。 

U 燃料を給油ずるとさは、下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して<ださい。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 iu 
外の燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
^ 〇 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし^る製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
りまず。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで < だ 
さい。か量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このよラな場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って輕油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動し 
ないで < ださい。軽油が燃料供給 
系部品全体にまわるおそれがあり 
まず。誤って給油した場合は ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
に連絡し、燃料タンクや燃料系部 
品を交換して < ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品政がの 
キャップを使用しないで < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず(下の点を 

守0、安全に十分ミ主意して作業を行 

なって <ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人！;(外は燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去してぐださい。 

身体に静電気を帯びていると、放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

. 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電するおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
(>199ページ）は確実に行なし、 
火気を近付けないよラにして< 
ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に 
注意して < ださい。塗装面を損 
傷するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んで < ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
上は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になった0停止ずるおそれがあ 
りまず。 


• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
うにま意してください。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているミ主意事項を遵守して<だ 
さい。 
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荷物の積み方 


荷物の積みち 


荷物を積むとさの注意点 
A 警告 

荷物を積むとさは、じ(降に記載されてい 
るミ主意点を守り、確実に固定して<だ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のときなどに前ちに投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあ0ます。 

荷物を積むとさは、「荷物の固定 
0207ぺージ)」もご覧ください。 

また、荷物を積むときのミ主意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのときに乗員がけがをずる 
可能性は高まります。 


A 警告 

制限重量（1>307ページ）を超える荷 
物を積まないでください。タイヤの 
剛性や走行安定性に悪影響をおよぼ 
し、車両操縦性が変化した0、制動 
距離が伸びるおそれがあります。 


A 警告 

荷物固定用の装備が、事故などで損傷 
したり強い負荷を受けたとさは、必 
ず^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。荷物 
を正しく固定することがでさず、事 
故のとさなどに乗員がけがをするお 
それがあります。 

〇ルーフに荷物を積載ずるときは、 
ルーフの最大積載量を守って<だ 
さい（>307ページ)。 


荷物の積みちは車の走行安定性に大さ 

<影響します。 LU 下の点に注意して< 

ださい。 

• 荷物はでさるだけ乗車していない 
シートの後方に積んで<ださい。 

• 荷物をバックレストより高<積み上 
げないで < ださい。 

• ウインドウに荷物が当たらないよう 
にま意してください。ウインドウを 
損傷したり、リアデフォッガーの熱 
線を断線ずるおそれがあ0まず。 

• 大さな荷物を積まないとさは、セカ 
ンドシートとサードシートにヘッド 
レストを取り付け、バックレストを 
確実に起こしてください。 

• 荷物はシートの背面に接ずるよ5に 
積んで < ださい。 

• 大さい荷物や重い荷物は車の中む近 
< (ラゲッジルーム前方）の低い位 
置に積み、確実に固定して < ださい。 

• サードシートに人を乗せないとさ 
は、左ちのシートベルトプレート 
を反対側のバックルに差し込んで、 
シートベルトが交差ずるようにして 
<ださい。 

• 極端に重い荷物を積まないで<だ 
さい。へッドランプ照射角度調整ダ 
イヤル*を使用してち、ヘッドラ 
ンプの照射角度が正しい角度に保て 
な< な0まず。 

Oenr 装備車やバイキセノンヘッド 
ランプ装備車のへッドランプ照射角 
度は自動的に調整されまず。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6が田 
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荷物を積む前に 


► タイヤの空気圧を点検し、必要であ 
れば適正に調整しまず。 

► ENR 装備車は、必要に応じて車高 
を下げまず。 

► 走行中などに荷物び滑るのを防ぐた 
め、ラゲツジルーム巧を清掃し、乾 
燥した状態にしまず。 

► 必要に応じて、ラゲツジルームに滑 
り止めのマツトを敷をまず。 

〇滑り止めのマツトに変おや損傷び 
見られたとさは、ずみやかに交換し 
て < ださい。 

荷物を積むと定 

► 制限重量0307ぺージ）を確認し 
ます。 

► シートを適切に配置しまず。 

►荷物を確実に固定しまず（[>207 
ぺージ)。 

荷物を積んだ後 


► 走行前に荷物び確実に固定されてい 
ることを確認しまず。 

長時間の走行時は定期的に荷物の状 
態を確認します。 

► ドアやスライデイングドア、テール 
ゲートを確実に閉じまず。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで < ださい。 
排気ガスび車巧に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあ D 
まず。 

► ENR 装備車は、車高を自動調整モー 
ドに しまず。 

► ENR およびバイキセノンへッドラ 
ンプ非装備車は、必要に応じて、へッ 
ドランプの照射角度を調整しまず 
(>127 ぺージ)。 

► 荷物の量に応じて、タイヤ空気圧を 
調整します （>304 ページ）。 

► 荷物による重む位置の変化にミ主意し 
て走行^します 0 


ソートの酉！::置 

セカンドシートとヴードシートの配置 
により、ラゲツジルームのレイアウト 
を変更でさます。 

荷物の重むが、でさるだけ低 < 車両の 
中むに < るように、荷物を積んで < だ 
さい。 

シートの移動や脱着については、 
(>84、9日ぺージ）をご覧ください。 
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荷物の積み万 


A 警告 

• シートの配置を変更したり、シー 
卜を取り外したとさでを、荷物 
を積むとさは、荷物を確実に固定 
してください。急ブレーキ時や事 
故のとさなどに荷物が投げ出され 
て、乗員がけがをするおそれがあ 
りまず。 

• 左ち独立式ヴードシート*を後 
ろ向さに取り付けた状態で走行し 
ないでください。荷物が投げ出さ 
れて、乗員がけがをするおそれが 
あります。 

• シートに棄車するときは、シート 
レツグの中央部がシート標準位置 
範囲巧になっていることを確認し 
て < ださい。ブレーキ時などにシー 
卜が動き、乗員がけがをするおそ 
れがありまず （08 日、91ページ）。 

• シートの取り付け部やシートレー 
ルなどを改造しないでください。 

Q 荷物は重量が均等になるよラに積 
み、一部に偏らないようにして<だ 
さい。荷物の積みかたは走行安定性 
に大さ < 影響しまず。 

〇 ヴードシートは後ろ向きに配置で 
きません。 

〇 シートの取り付け位置によって 
は、他のシートと接触ずるため、バツ 
クレストの調整範囲が限られる場合 
がありまず。 

〇 チャイルドセーフテイシートを装 
着するとさはチャイルドセーフテイ 
シートの取扱説明書に従って<だ 
さい。チャイルドセーフテイシート 
については（[>4日ページ）をご覧 
<ださい。 


シート配置の例 


※政下の配置は、左ち独立式サードシート非装 
備車のシート配置例でず。 



のセカンドシート：前向き 

サードシート： 3列目に取り付け 



③セカンドシート：後ろ向き 

ヴードシート： 3列目に取り付け 



③セカンドシート：前向き 
サードシート：取り外し 




④セカンドシート：取り外し 

サードシート： 3列目に取り付け 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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感セカンドシート：ひとつだけ2列目に前向を 
ヴードシート：ち側シートだけ 



③セカンドシート：取りがし 
サードシート：取りがし 



⑥セカンドシート：ひとつだけ2列目に前向を 
サードシート：取り外し 



CZ ) セカンドシート：取りがし 

サードシート： 2列目に取り付け 



⑧セカンドシート：ひとつだけ3列目に前向を 
サードシート：取りがし 


荷物固定用リング 
A 警告 

• 荷物固定用 U ングには均等に力が 
かかるよラにしてください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物が投げ出され 
て、柔員がけがをするおそれがあ 
ります。 

• 荷物固定用 U ングを改造したり修 
理しないでください。固定した荷 
物がゆるみ、乗員がけがをずるお 
それがあ0まず。 

荷物を固定ずるとさは、(下の点に注 

意して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで <ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに均等に力がかか 
るよラにして < ださい。 


I 
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荷物の積み万 


• できるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

• 荷物固定用 U ングに過大な力びかか 
らないよラにして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書をお読み< 
ださい。 

• ストラップで荷物を締め付けるとさ 
は、荷物の上で交差ずるようにかけ、 
荷物の重量び各荷物固定用 U ングに 
巧等にかかるよラにしまず。特に締 
め付け具を使用ずる場合は、荷物固 
定用 U ングに過大な力びかからない 
よ5にミ主意してください。 



①荷物固定用リング 


(セカンドシート足元左ち） 

セカンドシートの足元左ちに荷物固定 
用1」ングびありまず。 


着脱式荷物固定用リング 



①シートレール 
③巧物固定用リング 

シートレール①に着脱式の荷物固定 
用 U ング③を取り付けることびでき 
ます。 


荷物固定用リングを取り付ける 



► 図のよラに、1」ング部分③び荷物固 
定用 U ングのベース部の長辺と平行 
になるよラにまわしまず。 


U ング部分③び荷物固定用 U ング 
のベース部の長辺と平行になってい 
るとさにのみ、荷物固定用リングの 
□ックピンを完全に押し込むことび 
でさます。長辺と平行でないとさは、 
荷物固定用 U ングを脱着したり、動 
かずことはでをません。 
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► 図のよつに、人差し}日と中}日で'何物 
固定用 U ングを持ち、親指を U ング 
の間に入れまず。 

► 取り付けたい位置のシートレールの 
巧に荷物固定用 U ングを合わせて、 
親指で□ックピンを押し込み、前 
後いずれかの方向に約 1 cm ほどス 
ライドさせまず。 

► 荷物固定用 U ングから親指を放し、 
前後にスライドさせて、固定しまず。 

► U ング部分③び荷物固定用リング 
のベース部の長辺と直角になるよラ 
にまねしまず。 

U ング部分③び荷物固定用 U ング 
のべース部の長辺と直角になってい 
るとさは、□ックピンを押しこむこ 
とびできません。これにより、荷物 
固定用1」ングの移動を防ぐことびで 
をます。 

► 荷物固定用 U ングび確実に固定され 
ていることを確認、しまず。 

A 警告 

荷物固定用 U ングび確実にシートレー 
ルに固定されていないと、急ブレーキ 
時などに荷物固定用1」ングび緩んで荷 
物び前方に投げ出されて、乗員びけび 
をずるおそれびあ0まず。巧物固定用 
1」ングをシートレールに固定した後は 
常に、荷物固定用1」ングび動かないこ 
とを確認してください。 

荷物固定用 U ングを取りがず 

► U ング部分③び荷物固定用リング 
のベース部の長辺と平行になるよ5 
にまねしまず。 


► 取り付けたときと同様に荷物固定用 
U ングを持ち、親指で□ックピン 
をいっぱいまで押し込みまず。 

► 荷物固定用 U ングをスライドさせ 
て、シートレールの巧から取り外し 
cA 9 〇 


商物の固定 


A 警告 

荷物は必ず固定してください。荷物 
を固定しないと、急ブレーキ時や急 
な進路変更時または路面の悪い道路 
を走行したとさなどに、荷物が前ち 
に投げ出されて、乗員がけがをずる 
おそれがあ0まず。 


ラゲツジネット 


A 警告 

• 荷物を積むとさは、荷物が前ちに 
投げ出されて、乗員がけがをしない 
よラ、必ずラゲッジネットを使用 
してください。 

• ラゲッジネットには軽い物だけを 
収納してください。ビンや吿、割 
れやすい物、鋭利な形状の物を入 
れないで <ださい。 

• ラゲッジネットを使用するとさで 
を、荷物は必ず固定してください。 

P ラゲッジネットは重い荷物を固 
定ずることはでさません。重い荷物 
を積むとさは□ープやストラップで 
正し < 固定して < ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み万 



①ラゲッジネット 
©固定部（上側） 
@固定部（下側） 


軽い荷物を収納するとさに使用して< 
ださい。 

ラゲッジネットを取り付ける 

► ラゲッジネット①の下部のフックを 
固定部⑤にかけまず。 

► ラゲツジネット①の上部のフックを 
固定部③にかけまず。 


ルーフレール 


A 警告 

• ルーフレールにルーフラックやア 
タッチ分ントを取り付けるとさは、 
製品に添付の取扱説明書に従って 
ください。取り付け方を誤ると、 
乗員がけがをしたり、事故の原因 
になりまず。 

•ルーフレールの最大積載量（約 
100 kg ) を超えないようミ主意して 
ください。また、ルーフに荷物を 
積んでいるとさは、車の重む位置 
が変化し、走行安定性に影響を与 
えます。運転するときは十分ミ主意し 
てください。 

〇推奨品 LU 外のルーフラックやア 
タッチメントを取り付けると、車を 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇 ルーフラックやアタッチメントは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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寒を時の取0扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いが必要です。必ず下のを意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正 
であることやバッテ U —の液量や充 
電状態に不足がないことを点検して 
<ださい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には夏用と冬用の2 
種類がありまず。冬用の純正ウォッ 
シャー液を使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤやス 
ノーチェーンが必要でず0211.212 
ぺージ)。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし、凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。 

凍結防止用の塩類をま < 地方の場合、 
かな<とち1年に一度ボディ下回りの 
防謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 

ドア やテールゲー トの凍結 

ドアや テールゲー トが凍結している 
とさは、(下のよ5な方法で走行ず 
る前に解凍ずるか、氷を取り除いて 
<ださい。 

-氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
ラなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを傷付けないようにミ主意して 
<ださい。 

-ドアやテールゲートが凍結して開 
かないとさは、開口部周囲1める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシ U ンダー 
にはめるま湯がかからないよ5に 
して <ださい。 

. 再凍結を防止するため、余分な水分 
はされいにおさ取ってください。 

-凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 








210 
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ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊び付 
着していたり、凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にミ主意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大さくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ウインドウ、 

電動デュアルスライディングドア*、 

スライディングルーフ * などび凍結 

しているとさに、無理に動かずとモー 

ターを損傷するおそれびありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 

ず解凍してひら操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 

<ださい。 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを 
操作ずるとさに滑ったり、車内の湿度 
び高くなってウインドウの内側び曇り 
やず< な0まず。 

雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤび非甫に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間距 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、し i (下のま意事項を守って<ださい。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してくださし、。 

• クルーズコント□ール*を使用し 
ないで < ださい。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けて < ださい。 

• シフトダウンによる急激なエンジン 
ブレーキは 効かせないで<ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。 

このよラなときは、後続車にミ主意し 
なびらほ速で走行し、ブレーキの効 
をび回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽く踏んでください。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、マフラー 
(排気ガスの出 □) と車の周囲から雪 
を取り除いてください。排気ガスび車 
内に侵入して<るおそれびありまず。 

A 警告 

マフラーなどび雪に垣ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガスび 
車巧に乂0、一酸化炭素中毒を起こ 
した0中毒死するおそれびあります。 

駐車ずるとを 

寒を時や積雪化帯での駐車時は LU 下の 
点にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
HE に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

-でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてをてボ 
ディを損傷するおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

外気温度び約7でけ下のとさや雪道や 
凍結路を走行ずるときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで ABS や ASR 、 
BAS , ESP ®、 ヒルスタートアシスト 
の効果び発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定ご 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

A 警告 

• ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm しツ下になったときは、ただち 
に新品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤ*を装着すると、 
走行ま定性や制動力び大きくほ 
下するのでミ主意してください。 

• 応急用スペアタイヤ*は応急的に 
使用し、ずみやかにウィンタータ 
イヤに戻してください。 

〇回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤ側面に記され 
た回転方向の矢印などの指示に従っ 
て装着してください。 

U ス U ップサイン（別冊 r 整備手帳」 
参照）び現われたら、ただちにウィ 
ンタータイヤを交換してください。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルーズ 
コント□ール*は使用しないでく 
ださい。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒冷時の取り扱い 


P 取り外したウインタータイヤ/ホ 
イールは、オイルやグ U —ス類、燃 
料などの付着ずるおそれのない、乾 
燥したを暗所で保管してください。 

〇 ウインタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン 

ウインタータイヤでち走行び困難なと 

をは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の}旨 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
て < ださい。 

• 指定品(外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を巧げない、ま全で平坦な場所で 
行なってくださし、。 

• 路面に雪や凍結びなくなったとを 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

• スノーチてーン装着時の最高速度 
については、スノーチェーンに添 
付されている取扱説日月書に従って 
<ださい。 


〇 スノーチェーン装着時は ASR の 
機能を解除したほラび走行しやずい 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 
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[>イル-液類に関ずる注喜 

オイル-液類には政下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A 警告 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気の近くには保管しないで<ださい。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れ 
ないよラにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、た 
だちに清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


定期的にレセデス-ベンツ指定 ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液は健康に悪影響を及ぼし 
まず。誤ってブレーキ液を飲み込ま 
ないよラにしてください。万一飲み 
込んでしまった場をは、ただちに医 
師の診断を受けてください。 

ブレーキ液が皮膚や衣服、目に入ら 
ないよラにま意してください。付着 
した場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、必要であれば医師の 
診断を受けてください。 

ブレーキ液を補給するとさは、常に 
保護眼鏡と手袋を着用して<ださい。 
ブレーキ液を保管するとさは、純正 
の密閉容器に入れ、子 f 共の手の届か 
ない場所に置いてください。 




ブレーキ液 


オイル•液類/バッ. 


5な〇芭©がの 
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A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S 
や水分び I 」ヴーブタンクの中に入ら 
ないようにしてください。たとえル 
さなでを、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0ます。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を暇収して劣化しまず。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生する 
おそれがあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでわ圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことです。 
ブレーキ液は、必ず2年ごとにレセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で指定 
のブレーキ液に交換して < ださい。 


エンジンオイル 

B エンジンオイルの添加剤は、純正 
品または承認されている製品のみを 
使用してください。エンジンを損傷ず 
るおそれがあ0まず。故障が発生し 
たとさは、保証の適用がになりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



〇エンジンオイルのグレードび使 
用する場 P 斤の外気温度し合わない 
場合は、をを迎える前に適切なエ 
ンジンオイルに交換してください。 
適切なエンジンオイルを使用し 
ないと、エンジンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

Q エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限を超えている 
ときは、エンジンオイルを巧いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


B こな〇芭6が田 
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冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してくださし、。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださし、。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さい。 

A 警告 

誤って冷却水を飲み込まないよラに 
してください。万一飲み込んでしまっ 
た場合は、ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

冷却水が皮膚や衣服、目に入らないよ 
ラにミち意してください。目に入った 
場含は、ただちに清潔な水で十分に 
洗い流してください。皮膚や衣服に 
付着した場合は、ただちに石けんと 
水で付着した箇所を洗って<ださい。 
冷却水が付着した衣服はただちに着 
誓えてください。 


A 警告 

冷却水をエンジンルームにこぼさ 
ないで<ださい。発火ずるおそれが 
ありまず。 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 

車を使用ずる地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約5日％ 

- 4日で 

〇不凍液の濃度は約50%から 


日5%の間にしてください。濃度を 
約日日％ iU 上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、火をお付けたり、 
近くで喫煙をしないで<ださい。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに 
ま意して < ださい。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えまず。 


不凍液の濃度 


燃料 
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〇軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油をミ畳ぜたガソ U ンを給油し 
ないで<ださい。か量でを軽油を 
給油すると、燃料噴射システムを損 
傷するおそれびありまず。誤って軽 
油を給油して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

P 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐をや損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定 LU 外の燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品または承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

燃料消費に ついて 


し U 下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとを 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

9環境 

C02 (こ 酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大をな原因とな0ます。 

緩やかな運転をむがけ、定期的に点 
検■整備を行なうことにより、 C02 
排出量を最小限に抑えることがでさ 
まず。 


オートマチックトランスミッション 
オイル 

才ートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」をご覧< ださい。 

P オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

口才ートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス S ッション内部の 
摩耗が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の対象がになりまず。 

口才ートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの漏れを見つけた0、卜 
ランス三ッションの作動に異常を 
感じたときは、ルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


B こな0岳6が田 
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曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定する用品のみを使用して < ださし、。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部の合成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれているこ 
とがありまず。カーケア用品を使用す 
るとさは、必ず添付の取り扱い上の 
ミ主意を読み、指示に従って<ださい。 
車内でカーケア用品を使用ずるとき 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それが态〇ます。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
传シンナーなどを使用しないで<だ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
りまず。 

カーケア用品は、子供の手が届くと 
ころや火気の近くに置いたり保管し 
ないで < ださい。 


A 警告 

洗車をずるとさや車の上部を清掃す 
る場合は、決してボディの開口部に 
は足をかけないでください。車を損 
傷したり、足を踏み外してけがをす 
るおそれがあります。 

車の上部を清掃ずる場含は、脚立な 
ど確実に足場を確保でさるをのを使 
用して < ださい。 


A 警告 

ステップ部分がミちれていたり凍結し 
ていると、足を滑らせてけがをずる 
おそれがあ0まず。 

ステップや足元の部分には、±や泥、 
雪、氷などが付着しないよラにして 
ください。 

9環境 

ク U —ナー類やカーケア用品は、環 
境に配慮して廃棄してください。 


I 
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曰常の手入れ 


• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
ごい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷ずると、 
鐘の原因になりまず。早めに補修を 
行なってくださし''。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 
油脂類、および燃料などび付着した 
とさは、ずみやかに巧さ取ってくだ 
さい。特に、鳥の面んは塗装面を損 
傷しやすいので、でさるだけ早く水 
で洗い流してくだごい。 

• 凍結防止剤び散巧してある道路を走 
行しにとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよ5なとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
し' マグネットなどを貼0付けない 
でください。塗装面を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生しにときは、 
早めにメルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 


車内 


シートベルト①清掃 


► めるま湯か薄めた石けん水を使用し 
て巧さ取りまず。 

。シートベルトを清掃ずるとさは LU 
下の点にま意してくだごい。 

• ちれび付着したとさは、シミや 
損傷を防ぐため、ただちに清掃 
して < ださい。 

• 脱色や染色をしないで<ださい。 
シートベルトの機能び損なわれ 
るおそれびありまず。 

• 直射日光に当てたり、約 SO’CLU 
上の温度で乾燥させないでくだ 
さし、。 

ステア U ングおよびインテ IJ アト U ム 
の清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、有機溶剤 
を含むク1」ーナーなどを使用しない 
でください。エアバッグび正常に作 
動しな<なり、けびをずるおそれび 
あります。 

► 水で湿らせた不織巧で巧さ取りまず。 

Q 乾いた巧や目の粗い巧、かたい巧 
などを使用したり、強くこずらない 
で< ださい。表面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


B こな〇芭 s 邮田 
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才ーデイオの清掃 


► オーディオの電源をオフにしまず。 

► 水で薄めに中性洗剤を含ませに不織 
巧で拭さ取りまず。 

〇オーディオを清掃ずるとさは LU 
下のちのを使用しないで< ださい。 
オーディオを損傷するおそれがあり 
ます。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力でこずらないで < だ 
さい。表面を損傷するおそれがあ 
りまず。 

ウインドウ内測の清掃 

H ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線がプ U ントされている車種が 
ありまず。ガラス面の内側を清掃ず 
るときは、湿った柔らかい巧を使用 
して、熱線やアンテナ線に沿ってホ式 
さ取り、傷を付けないよ5にミ主意し 
て < ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

Q ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼り付けると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれが 
ありまず。詳しくはルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 


が装 _ 

•走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落として<だ 
さい。 

• 少•なくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、謂の原因になりまず。早めに補 
修を行なって < ださし、 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどが付 
着したときは、ただちに拭き取って 
<ださい。特に、鳥のふんは塗装面 
を損傷しやずいため、でさるだけ早 
<水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るよ5なとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
がありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 

. 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより謂などが発生したときは、 
早めにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 
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曰常の手入れ 


パークト□ニックセンサー*の手入れ 



① バーク ト □ニックセンサー（フ□ン ト） 


パークト□ニックセンサーのを清 
掃するとさは、流水または水とシャン 
プーをミ昆ぜた洗ミ争液で洗い流してくだ 
ごい。 

〇パーク ト □ニック センサーを清 
掃するとをは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾巧さし 
ないでください。センサーを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

ウインドウの着掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチか S キー 
を抜いてください。ワイバーび作動 
してけびをずるおそれびあ0まず。 


ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 
に柔らかい巧で清掃してください。 

。ウィンドウの内側を清掃ずるとさ 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かにい物でこずら 
ないで<ださい。ウインドウを損 
傷するおそれびありまず。 

ワイ パー ブ レー ドの着掃 


A 警告 

ワイパーブレードを清掃するとさは、 
必ずエンジンスイッチか！5キーを 
抜いてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ D ます。 

P フ□ントウインドウからワイパー 
アームを起こずときは、ボンネット 
を閉じてください0226ページ）。 
ボンネットを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

〇ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷ずるおそれびありまず。 

〇ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこずったりしないでください。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを巧さまず。 

► ワイパーアームを 起こしまず。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽く拭さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


B こな〇芭6邮 m 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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H ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれがあります。 

ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流して< 
ださい。 

P 有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強< 
こすらないでください。また、へッ 
ドランプウォッシャーは必ず専用の 
純正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

スライディングドアの手入れ 

• スライディングドア側面および車体 
側にある金属プレートや端子は、水 
まには水とシャンプーを含ませに柔 
らかい巧で清掃してください。 

まに、これらの部分には、オイルや 
グリース類、異物などび付着してい 
ないことを確認してください。 


高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤやサスペンションに向けないでく 
ださい。水圧び高いため、タイヤを 
損傷して、事故の原因にな0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをしリ、 
下の部分にお付けないで<ださい。 
水圧び高いため、車内に水び浸入 
したり、防水シールや塗装面を損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

◊ウインドウガラス接合面 
◊ボディパネルの継ぎ目 
◊サスペンション 
〇ブ レー キホース 
◊電気装備 
◊コネクター類 
◊シール部 

◊ベア U ングやプ□ペラシャフト 
などのドライブトレイン 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
1」ーナーでサイドビューカメラを清 
掃しないで<ださい。カメラや塗装 
面を損傷するおそれびありまず。 
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曰常の手入れ 


自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレー 
キの効さが悪くなることがあり、事 
故につながるおそれがあ0まず。ブ 
レーキが乾< までミ主意して運転して 
ください。 

洗車後は、フ□ントウインドウがワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。残留した洗浄 
液により視界が遮られて周囲の状況 
が把握でさず、事故を起こすおそれ 
が志0まず。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こずおそれがありまず。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
さい。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認して<ださい。また、 
洗車前にドア三ラーを格納してくだ 
さい。車体やドア S ラーを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フ*が完全に閉じていることを確 
認して < ださい。 

• を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 
が停止していることを確認して< 
ださい。 

• ワイパーを停止して < ださい 
(>134、136ぺージ）。 


• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢が失わ 
れた0、劣化を早めるおそれがあ0 
ます。 


エンジン ルームの 清掃 _ 

P 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーで電装品や配線部分を清掃 
しないで <ださい。 


ホイールの清掃 _ 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で < ださい。ブレーキディスクが 
熱いとさに急激に冷やずと、ディス 
クを損傷ずるおそれがありまず。 

• ぶイールには酸性のぶイールクリー 
ナーを使用しないでください。巧 
イールやホイールボルトなどが腐 
食するおそれがありまず。 

• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 
9 〇 

このよラなとさは、数分間走行して、 
ブレーキディスクやブレーキパッド 
を乾燥させて < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6が田 
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車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転していただくためには、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検整備を受ける必要びありまず。メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
は(下のよラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。な 
の点検時期を示すステッカーびフ□ン 
トウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施されに作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用ずるときに、お客 
様ご自身の判断で実施していただ < 点 
検でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンテナンスインジケーター 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
のします。 


メンテナンスインジケーターび表示さ 
れたとをは、メーカー指定点検整備を 
行なってくださし)。 

自動表示機能 

なのメーカー指定点検整備の実施時 
期び近付くと、エンジンスイッチを2 
の位置にしたとさやエンジンびかかっ 
ているとをに、メンテナンスインジ 
ケーターび自動的に表示されまず。 

表示を消ずとさは、 U セットボタンを 
押しまず。 

手動で表示させる 

メンテナンスインジケーターは、手動 
でを表示でさまず。 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► E ] またはを押して、き本画 
面を表示させまず0107ページ）。 

► ^または^を押して、メンテ 
ナンスインジケーターを表おごせ 

9 〇 


B 三養芭 Q が中 
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または 

► ^ーターパネルの;><ンテナンスイン 
ジケーター表示ボタンを押しまず 
023ページ）。 

><ンテナンスインジケーターが約已 
秒間表示されまず。 

表示メッセージ 

表示><ッセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じて iU 下のよラに変化し 
まず。 

点検整備実施前の表示例 

"メンテナンス A 7卜 XX ニ チ" 

"メンテナンス B 7卜 XX ニ チ" 

"メンテナンス A 7卜 XX km " 
y ンテナンス B アト XX km " 

点検整備実施持期になったとさの表 
お例 

ソン サンス A シ''ッ] ゲ 
"メンテナンス B グッ] う" 

点検整備実施持期を過ぎたとさの表 
お例 

実施時期を過ざたとさは、 1；( 下のよ5 
な^ッセージが表示され、エンジンス 
イッチを2の位置にしたときに S 
または CS マークが約1日秒間点滅 
し、警告音が鳴0まず。 

"メンテナンス A XX I チ]1テイマス" 

"メンテナンス B XX こチ]1テイマス" 

"メンテナンス A XX km ]I テイマス" 

"メンテナンス B XX km ]1テイマス" 


〇 ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇 一力一指定点検整備を指定の 
時期までに巧なわなかった場合は、 
保証などの対象外になることがあ 
りまず。 

〇" メンテナンス A " "メンテナンス B " は、次回の 
木 一力一指定点検整備の内容を示ず 
ちので、どちらが表示されるかは曰 
頃の運転スタイルや走行距離などに 
より異なりまず。詳し<は整備手帳 
をご覧 < ださい。 

〇 ><ンテナンスインジケーター画面 
が自動的に表示される時期は、運転 
スタイルや走行距離などにより異な 
ります。 

〇バッ テ U —の接続をがしている間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターの U 
セット 

一力一指定点検整備後に、ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で^ンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されまず。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の^一力一指定点検 
整備時期として表おしまず。 

Q ンテナンスインジケーターの表 
おなどに異常があるとさは、ずみや 
かに^ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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ボンネット ボンネツトを開< 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙び見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。乂傷をずるおそれびあります。 


A 警告 

エンジンび停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びあ0ます。エンジンルーム巧に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 

A 警告 

エンジンスイッチび0の位置のとき 
や、エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさち、を却水の温度び高い 
とさはエンジンフアンなどび自動的 
に回転ずることびあります。エンジ 
ンフアンなどの回転部分には身体や 
物を近付けないで < ださい。 



► 助手席側のインストルメントパネル 
の下にあるボンネット□ック解除レ 
バー①を手前に引きまず。 


ボンネッ h の□ックび解除されまず。 



► ボンネットとグ U ルのずさ間に手を 
入れ、レバー③を上げたままボン 
ネットを持ち上げて保持しまず。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、エンジン 
スイッチび2の位置のとさは、エン 
ジンルーム内には手を軸れないでく 
ださい。高電圧の発生部分や高温部 
分、回転している部分びあ0、それ 
らに触れると非常に危険です。 
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► アーム®をぶルダー③から外し、 
ボンネット裏側の凹部風に差し込 
みます。 


H 強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットが不意に 
下がるおそれがあります。風の強い 
曰には十分にミ主意してください。 

また、ボンネットに雪が積ちってい 
るときち同様にま意してください。 

P ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがありまず。 

Q アーム ④はエンジン ルームの 熱で 
熱<なっていることがありまず。触 
れるときは、巧などを使用して、十 
分にま意して < ださい。 


ボンネットを閉じる 


► ボンネットをかし上げながら、アー 
ム④をボンネット裏側の凹部感から 
列し、ぶルダー③に固定しまず。 

►ボンネットを下げ、グリル上部から 
約 30 cm の位置で手を放して閉じ 
ます。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、かし高い位置 
で手を放して < ださい。 

A 警告 

走行前に、ボンネットび確実に閉じ 
ていることを確認してください。走 
行中にボンネットび開いて事故を起 
こずおそれびありまず。 

A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにミ主意してくださし、。 

。エンジンルーム巧に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形ずるおそれびあ0まず。 

〇ボンネットを押さえ付けないで< 
ださい。ボンネットび変形ずるおそ 
れびあ0まず。 


B こな〇芭6が田 
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エンジンルーム 



の 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

③ 

を却水 U ヴーブタンク 

⑤ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

④ 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

(D 

メインヒューズボックス 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各部を点検をずる 
とさはじ(下の事項を厳守して < ださい。 

A 警告 


• イグニッションシステムに手を触 
れないで<ださい。高電圧び発生 
しているため、感電するおそれび 
あります。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさでち、：令却水の温度び 
高い場合はエンジンフアンなどび 
自動的に回転することびありまず。 
エンジンフアンなどの回転部には 
身体や物をお付けないでください。 


ェンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いて<ださい。乂傷や感電 

をしないよ5にま意してください。 

ェンジンルームにはをくの電気装備び 

あり、水分や湿気を嫌いまず。水をひ 

けたり、スチーム洗ミきをしないで<だ 

さい。 

9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で巧なってください。 

〇ェンジンや補器類の熱や動さに十 
分ま意して<ださい。火傷やけび 
をずるおそれびあ0まず。 

〇ラジェターに手を触れないでくだ 
ごい。乂傷やけびをずるおそれびあ 
りまず。 

〇作業はま全な場所で行なって < だ 
さい。 

〇適切な工具を使用してください。 

〇部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム内に置かないでくだ 
さい。中に落とずおそれびありまず。 

〇油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキあ、ウォッシャー液、 
を却水など）は、十分ま意して取り 
扱ってください。万一、目に入った 
場合は、ただちに清潔な水で十分に 
洗い' 医師の診断を受けて < ださい。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
しにとさは、ただちに石けんを使用 
して洗い流してください。放置ずる 
と皮膚に障害を起こずおそれびあ 
りまず。 


B 三養芭 Q が田 
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〇油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手が届 < ところや火気の近 < に 
保管しないで < ださい。 

V ベルト 

自動調整式のため、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷がないか点検して < ださい。 

冷却水 


を却水の量を点検ずる 



①;令却水リヴーブタンク 
©レベルインジケーター上限 （ MAX ) 

@レベルインジケーター下限 （ MIN ) 
©キャップ 

► 水平な場所に停車しまず。 

► 冷却水が冷えていることを確認し 
ます。 

► 冷却水の液面がレベルインジケー 
夕一の上限 ( MAX ) ©と下限 （ MIN ) 
⑤の間にあれば適量でず。 


A 警告 

-水温がかしでわ高いときは、絶対 
にリヴーブタンクのキャップを開 
かないでください。高温の蒸気や 
熱湯が吹さ出して、火傷をずるお 
それがあ0まず。 

-不凍液をエンジンルーム内にこぼ 
さないでください。不凍液が熱く 
なったエンジンに付着ずると、発火 
して火傷をずるおそれがありまず。 


A 警告 

誤って冷却水を飲み込まなし'\よラに 
してください。万一飲み込んでしまっ 
た場をは、ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

冷却水が皮膚や衣服、目に入らない 
よラにま意してください。目に入っ 
た場合は、ただちに清駕な水で十分 
に洗い流してください。 

皮膚やあ服に付着した場合は、ただち 
に石けんと水で付着した箇所を洗っ 
て<ださい。また、冷却水が付着し 
た衣服はただちに着替えてください。 

〇冷却水の減りかにび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


B こな〇芭6が田 


水温が高いときは液面が約 15 mm 
ほど高くなりまず。 
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冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、冷却水 
びをえているとさに1」ヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク①のキャップ④を 
反時計回りにゆっくり約2回転ま 
でまわして、圧力をあさまず。 

► 圧力び巧けたら、キャップをさら 
に反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高さにま意してを却水を補 
給します。 

通苗は水道水に純正の不凍液をミ屋 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最ほ気温）に 
よって濃度を変えます （021 5ペー 
ジ)。 

〇を却水の補給は、冷却水び;ちえて 
から行なってください。 

〇冷却水には必ず不凍液をミ居ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

[I 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したときは、ただちに 
水で洗い流して < ださい。 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 


〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに冷却水に関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたとさは、 
オーバー ヒートしてエンジンを 損 
傷ずるおそれびあ0まず。ただちに 
メルセデス-ベンツ 指定サービス エ 
場で点検を受けてください。 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 

まずので、整備手帳に従い定期的に交 

換してください。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずねください。 

オーバーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとさは、じ(下のい 

ずれかの症状びあらわれまず。 

• 冷却水温度び約120で1；■(上を示し 
ている （>108 ぺージ）。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
にを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

• エンジンルームか S 蒸気び出てい 
るとさや;令却水び吹さ出している 
とさは、ただちにエンジンを停止 
し、：令えるまで車か！5離れてくだ 
さい。漏れたあ体び発火して火災 
び発生ずるおそれびあります。 

• 水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを 
開かないで<ださい。高温の蒸気 
や熱湯び吹を出して火傷をするお 
それびあ0ます。 
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y マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに、を却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
([>258ぺージ）をご覧ください。 

P オーバーヒートした状態で走行し 
にり、を却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

P オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

才ーパーヒートしたとをは、じ1下のよ 

ラに処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド U ング状態でを却 
します。 

エンジンファンが停止していると 
さや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、エンジンを停止して冷却して 
<ださい。 

►エンジンが十分に;令えてから、；令却 
水量、水漏れ、エンジンファンなど 
を点検します。 

► 冷却水が不足していたら補給しまず 
0229ぺージ）。 

P 冷却水は、エンジンが熱いときに 
補給しないで<ださい。エンジンを 
損傷するおそれがありまず。 


ブレーキ液 _ 

ブレーキ液の量を点検ずる 



①ブレーキ液 U プーブタンク 
©レベルインジケーター上限 （ MAX ) 

@レベルインジケーター下限 （ MIN ) 

► ブレーキ 液 U ヴー ブタンク①のレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面がレベルインジ 
ケーターの上限 （ MAX ) ③と下限 
( MIN ) 感の間にあれば正常でず。 

A 警告 

ブレーキ液は健康に悪影響を及ぼし 
まず。誤ってブレーキ液を飲み込ま 
ないよラにしてください。万一飲み 
込んでしまった場含は、ただちに医 
師の診断を受けてください。 

ブレーキ液が皮膚や衣服、目に入ら 
ないよラに注意してください。付着 
した場合は、ただちに清ミ票な水で十 
分に洗い流し、必要であれば医師の 
診断を受けてください。 

ブレーキ液を補給ずるとさは、常に 
保護眼鏡と手袋を着用して<ださい。 
ブレーキ液を保管するとさは、純正 
の密閉容器に入れ、子供の手の届か 
ない場所に置いて < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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ブレーキ 液の交換 


定期的に; > g レセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
<は;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

A 警告 

-マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキに関する故障/警告 
メッセージが表示されたり、ブレー 
キ警告打023ページ）び点灯し 
たとさは、むやみにブレーキ液を補 
給しないでください。補給によって 
故障が解消することはありません。 
安全な場所に停車して、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

-必ず指定のブレーキ液を使用して 
ください。指定似外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、 ブレーキの効さ具合やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作がでさなくなるお 
それがおります。 

-ブレーキ液の補給は、エンジンが 
冷えてから行なってください。ま 
た、上限を超えないよラに補給し 
て < ださい。 

あふれた ブレーキ 液が熱くなった 
エンジンや排気管などに付着ずる 
と、発火して火傷をずるおそれが 
お0ます。 


H マルチフアンクションデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告六ッセージが表おされたとさは 
0257ページ）をご覧ください。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
さは、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 

U ブレーキ液の補給や交換は、少ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

〇補給のとさは、3’ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえ小さな3’ミでち、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給ずると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷ずるおそれびありまず。 
ボディに付着しにとさは、ずみやひ 
に水で洗い流して < ださい。 

〇ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で長期間使用ずると、 
苛酷な条件下ではベーノ く一 □ ックび 
発生するおそれびありまず。 

ベーパー□ック： 長い下り坂や急な下 

りあなどでブレーキペダルを踏み続け 

ると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 

パイプ内に気泡び発生し、ブレーキべ 

夕 V レを踏んでをブレーキび効かな < な 

る現象のことでず。 
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ウォッシャー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。义気を 
お付けた0、おくで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているとさは補給しないでください。 

ウオッシャー液を補給ずる 



B ウォッシャー 液は、 1」ヴー ブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適切な 
ミ居合比にミ屋ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびありまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとをは 
([>259ページ）をご覧ください。 


エンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる 


①ウォッシャー液1」ヴーブタンクの 
キャップ 

► U ヴーブタンクのキャップ①を開さ 
まず。 

► ウォッシャー液を補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用します。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 

〇フ □ントウインドウウォッシヤー 
液とテールゲートウインドウウォッ 
シャー液、ヘッドランプウォッ 
シャー液 * のリヴーブタンクは兼 
用でず。 



①エンジンオイルレベルゲージ 
③エンジンオイルフイラーキャップ 

③ 上限 ( max ) 

④ 下限 ( min ) 

► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、約5分待ち 
ます。 


B こな〇芭6が田 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


















メンテナンス 


233 


► エンジンオイルレベルゲージ①を巧 
を取り、をれいに巧いてから、停止ず 
るまで差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着しにエンジンオイル 
でエンジンオイル量とミちれ具合を点 
検します。エンジンオイル量はエン 
ジンオイルレベルゲージの上限③と 
下限④の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルを補給しまず。 

P エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であればネ甫給または交換してく 
ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されにとさ 
は(>259ページ）をご覧ください。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイル 
消費量はをか増加ずることびあり 
ます。まに、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行ずると、エンジンオイ 
ル消費量は増加しまず。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は約2 U ットルでず。 

エンジンオイルを補給ずる 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
③を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを規定の量ま 
で補給します。 

► エンジンオイルフイラーキャップ© 
を補給口にをわせ、時計回りにまわ 
して取り付けまず。 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発火 
して火傷をするおそれびあります。 

エンジンオイ J レ交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目まとし 
て < ださい。 

ただし、交換時期は車の使用状況に 
よって異なりまずので、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルをミ屋 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
巧に付着したとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかにび著 
しいとをは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


B 三養芭 S が田 
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〇エンジンオイルの添加剤は、純正 
品または承認されている製品のみを 
使用して<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれがあ0まず。故障が発生し 
たとさは、保証の適用がになりまず。 


ワイパーブレードの交換 


A 警告 

ワイバーブレードを交換ずるときは、 
必ずエンジンスイツチか！5キーを 
抜いてください。ワイパーび作動し 
てけびをずるおそれびあ D ます。 


A 警告 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取れず、視界を巧げて事故の原因に 
なります。 

ワイパーブレードは年に2回の目ま 
で交換して < ださし、。 

Q フ□ントウインドウからワイパー 
アームを起こずときは、ボンネット 
を閉じてください0226ページ）。 
ボンネットを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇損傷を避けるため、ワイパーアー 
ムを起こすとさは、ワイパーブレー 
ドのゴムに触れないでください。 


ワイパーブレードを取り外ず 



►パーキングブレーキを効かせまず。 


► セレクターレバーを LEJ に入れまず。 

► ワイパーアーム③を起こしまず。 

►ク U ップ③を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①をワイ パーアーム ③から取り外 
します。 

ワイパーブレードを取り付ける 

► 新しいワイパーブレード①の取り 
付け部をワイパーアーム③の先端 
に合せまず。 

►ク1」ップ③び□ックされるまで、ワ 
イ パーブ レード①を押し込みまず。 

►ワイ パー ブレードび、ワイ パーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


B こな〇芭6邮田 
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バツテリー 


バ ッテ u 一の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるにめには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通雷より 


A 警告 



爆発の危険びあ0まず。 

バッテ1」一を充電している 
とさは、バッテ1」一から巧 
燃性のガスび発生しまず。 
充電は換気の良い場所で行 
なつて< ださい。 


を頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 


バッテ U - を取り扱ってい 
^ るとさは、乂気や裸乂、乂 

花、タパコなどを近付け 
ないで < ださい。 


さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


A バッテ U —液は腐食性びあ 
りまず。皮膚や眼、を服に 
付着しないよ5にま意して 
<ださい。 

手袋やエフ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 

バッテ U —液び付着したと 
をは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、必要であ 
れば医師の診断を受けて< 
ださい。 


@ バッテ U —を取り扱5とき 
は保護眼鏡を着用して<だ 
ごし、。 


^ 子供をお付けないでくだ 


® 取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 






236 


メンテナンス 


A 警告 

爆発や乂傷を防ぐため、バッテリー 

を取り扱ラときはじ(下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテ I 」一を傾けたり横倒しにし 
ないで <ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
リーがショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発ずる 
おそれがあります。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺッ h の上などでバッテリー 
を引さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテ U —を拭かないで 
ください。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があ0まず。 

• バッテ U —の充電は換気の良い場 
所で巧なつてください。バッテリー 
から発生ずる可燃性のガスに引火 
して爆発ずるおそれがあります。 
また、塗装面を損傷したり、車体 
び腐食するおそれがあります。 


9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U —をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して<ださい。 


!■ 安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 
電気系部品やオルタネーターを損 
傷ずるおそれがありまず。 

p バッテ U —液が衣類や塗装面など 
に付着ずると、腐食が起こりまず。 
ただちに多量の流水で洗い流して< 
ださい。 

P 指定のバッテリーを使用してくだ 
さい。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださし、。 

Q 定期的にバッテリーの点検を行 
なってください。バッテ U —液が 
減ってし^るとさはバッテ U —液をネ甫 
給してください。 

P 車を長期間使用しないとさや、短 
お離、短時間の走行びをいとさは、 
通常よりを頻繁にバッテ U —液量な 
どを点検してください。 

P バッテ1」一を充電ずるとさは車か 
日取り外してください。 

P バッテ U —端テの取り付けボルト 
は確実に締め付けてください。 


B こな〇芭6邮田 
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〇バッ テ U —端テの取りがし、バッ 
テ U — の取りがし、充電、交換につい 
ては、ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
ます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、わずかに電力を 
消費しまず。駐車中はバッテ U —保 
護のためエンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 

〇 バッテ U —の接続び一時的に断た 
れにとをは、け下の作業び必要にな 
ることびありまず。 

• オーディオの再設定 

• ドアウインドウの U セット072 
ページ） 

• スライデイングルーフ*の U セッ 

卜（1>79ぺージ） 

〇 バッテ1」一あび0を防ざ、バッテ 
U —の寿命を延ばずためにし以下のこ 
とをお守りください。詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

-エンジンを始動しない期間び約 
4週間じ(上におよぶとさは、バッ 
テリーケーブルの接続を外して 
<ださい。 



バッテ1」一は助手席シート下部の力 
バー巧にありまず。 

► ク U ップ①を反時計回りにまわし 
て、カバー③を取り外しまず。 

B 他車のバッテ U —を電源として 
エンジンを始動ずるとさは、ェ 
ンジンルーム巧の端テに ブース 
ターケーブルを接続して<ださい 
(0294 ぺージ）。 


-バッテ U —ケーブルの接続を外 
しているとをはかなくとを約6 
力月に一度、バッテ U —ケーブ 
ルを接続しているとをはかなく 
とを約6週間に一度、パッテリー 
を充電して < ださい。 


B 三養芭 S が中 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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インジケーターがをノいッテリー 


車載バッテリーの電圧/容量 



①インジケーター 

ケースが黒色で、上面にインジケー 
ター①があるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態が適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換が必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、^ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に交換を依頼して<ださい。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


電圧 

12 V 

容量 

95 Ah / 100 Ah 


VRLA バッテリー 


バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルがある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないで<ださい。点検に 
ついてはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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車載品の収納場所 . 240 

トラブルシューティング . 247 

パンクしたとを . 270 

電球/ヒューズの交換 . 281 

キーの電池交換 . 290 

エマー ジ1 ンシーキー での 

解錠/施綻 . 292 

パーキング□ックの解除 . 293 


バッテリーびあびったとを/けん引 




尸 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置<ことび法律で義務付けられ 
ていまず。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちに巧全な 
場所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを EE に入れて、 
同乗をや付近の人に救援をホめ、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとさは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにま意してく 
ださい。 

セレクターレバーを HE に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させて、続発事故を防いで<ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用して < ださい。 


非當信号用具 _ 

運転席ドアのドアポケットに懐中電灯 
を備えています。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電ミ也の間に紙び挟まれていまず。 
使用ずるとさは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

〇 懐中電灯び十分な明るさで点灯ず 
ることを定期的に点検してくだ 
ごし、。 


■化：？ 0 >1 り 
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車載工具/ジャッキ 


車載工具は、ラゲツジルームち側のル 
物入れに収納されていまず。 



►必要に応じて、サードシートを前方 
に移動しまず （^91 ページ）。 


► 上側のク1」ップ①を時計回0にまわ 
し、下側のク1」ップ①を反時計回り 
にまわしまず。 


► カバー③を取り外しまず。 



③ 車載工具 

④ ジャッキ 


車載工具 


車載工具を取り出ず 

► ル物入れ内から車載工具を取り出し 
まず。 



贷 © ® 感 ® ® ⑩ 


主な車載工具 
©ホイールレンチ 
©けん引フック 
©ジャッキ用アダプター 
©ジャッキ八ンドル 
通)スペアタイヤ取り外し/ 
収納用アダプター 
® ヒューズ U ムーバー 
⑩ガイドボルト 


ジャッキ 


ジャッキを取り出ず 

► ノ」\物入れ内のストラップを夕 i しまず。 

► ジャッキを持ち上げてから取り出し 
9 〇 

ジャッキを収納ずる 

► ジャッキをいっぱいに縮めまず。 

► ジャッキを元の位置に収納しまず。 
► ジャッキをストラップで固定しまず。 


I 




















242 


車載品の収納場所 


A 警告 

致命的なけがや車の損傷を防ぐため、 

政下の点にミ主意してください。 

• ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るためだけに設計されています。 
車の下に身体を入れて作業ずるこ 
とはでさません。 

• 安全を確保でさる、かた<てずべ 
りにくい場所で使用してください。 

• 坂道ではジャッキを使用しないで 
<ださい。 

• 決して車の下に身体を入れないで 
<ださい。 

• ジャッキアップしているときは、 
車の下に人がいないことを確認し 
て < ださい。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアやス 
ライディングドア、テールゲート 
を開閉したり、パーキングブレー 
キを解除しないで<ださい。車が 
落下するおそれがありまず。 

• ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、地面から 3 cm 似内にし 
て < ださい。 

. 車の下で作業ずるとさは、車をス 
タンドに載せて固定してください。 


停止表示板 





①フック 
③反射板 
③スタンド 

助手席ドアのドアポケットに停止表示 
板を備えてし''まず。 

停止表示板を組み立てる 

►左ちのスタンド③を引き出して、停 
止表示板を化面に立てまず。 

►反射板③を引さ出して、頂点のフッ 
ク①をかみ合わせまず。 

《停止表示板のお状や収納されている場所 
び異なることびあります。 


救急セット _ 

運転席ドアのドアポケッ h に救急セッ 
卜を備えてし''まず。 

救急セットの備品び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 

&救急セットの収納されている場所び異な 
ることびあ0ます。 


■化：？ 0 >1 り 
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タイヤリペアキット* ] 応急用スペアタイヤ*の取り出し/ 


タイヤリペアキットは運転席シート下 

部に収納されていまず。 応急用スペアタイヤは車体後部フ□ア 



③タイヤリペアキット収納バッグ 

►ストラップを外して、タイヤリぺ 
アキット収納バッグ③を取り出し 
ます。 

〇 タイヤ U ペアキット収納バッグの 
中には、タイヤフィット（タイヤ 
修理剤）、電動エアポンプ、バルブ 
レース、予備のバルブコアび入つ 
ています。 


■化：？ S- り 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車載品の収納場所 



► アダプター挿入□にスペアタイヤ 
取り外し/収納用アダプター③ 
(>241ページ）の細い側の先端を 
差し込みます。 

► アダプター③にホイールレンチ③ 
(>241ページ）を取り付けまず。 

► ホイールレンチ③を時計回りにまわ 
します。 

応急用スペアタイヤび下びり、ワイ 
ヤーびゆるみまず。 



►グ U ップ④び後方を向くようにしな 
びら、応急用スペアタイヤを下ろし 
ます。 

► ホイールレンチ③とアダプター③を 
取り外しまず。 

► タイヤカバー⑥のグ U ップ④を持 
ち、応急用スペアタイヤを3分の2 
ほど引を出しまず。 


P 応急用スペアタイヤを下ろしさつ 
ていないとさに、応急用スペアタイ 
ヤを引さ出さないでください。応急 
用スペアタイヤび落下ずるおそれび 
ありまず。 



► グ U ップ④を持ってタイヤカバー⑥ 
を持ち上げまず。 


► タイヤ ホルダー ⑦を斜めにしなび 
日、ワイヤー⑥を引を上げてタイヤ 
ホルダーを巧さ取りまず。 

〇応急用スペアタイヤを手前まで 
引さ出しずざていたり、タイヤホ 
ルダー⑦を下ろしきっていないと、 
ワイヤー⑥び張ってしまい、タイ 
ヤホルダー⑦を巧さ取ることびで 
さません。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 応急用スペアタイヤを引さ出しまず。 

► 応急用スペアタイヤからタイヤカ 
パーを 取り外しまず。 

► アダプター挿入□にスペアタイヤ 
取り外し/収納用アダプター③の 
細い側の先端を差し込みまず。 

► アダプター③にホイールレンチ③を 
取り付けまず。 

► ホイールレンチ③を反時計回りにま 
わして、タイヤホルダーを巻さ上げ 
ます。 

応急用スペアタイヤを収納ずる 

〇 標準タイヤは、応急用 スペア タイ 
ヤの収納場所には収納でさません。 
標準タイヤはラゲ ツジルームに 収納 
し、確実に固定して<ださい。 

応急用スペアタイヤの収納場所に応 
急用スペアタイヤを収納しないとさ 
は、タイヤカパーととちに、タイヤ 
ホルダーを完全に巻さ上げた状態に 
して < ださい。 



応急用スペアタイヤを収納ずるとさ 
は、下の方法で行なって<ださい。 


► 応急用スペアタイヤを車体後部の下 
に置きまず。 



► グリップ①が手前にくるようにし 
て、応急用スペアタイヤにタイヤカ 
バー③をかぶせまず。 


このとさ、タイヤバルブ感がタイヤ 
カバーの巧に合ラよラにしまず。 

►グリップ①を持ち、タイヤカバー® 
を持ち上げまず。 

► タイヤホルダー®をタイヤカバー中 
央の巧に通し、斜めにしながらホ 
イール中央の巧に入れて、下に落と 
しま弓。 

〇応急用スペアタイヤを手前の位置 
に置いていたり、タイヤホルダーを 
完全に下ろしきっていないと、タイ 
ヤホルダーをホイール中央の巧から 
下に落とずことびでさません。 


I 
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車載品の収納場所 



► アダプター挿入口にスペアタイヤ取 
りがし/収納用アダプター®を差 
し込みます。 


► スペアタイヤ取りがし/収納用ア 
ダプター®に、ホイールレンチ③を 
取り付けます。 

► ぶイールレンチ③を反時計回りにま 
わしてワイヤー③を軽く巻き上げ、 
タイヤホルダー④がぶイールの内側 
に確実にかかっていることを確認し 
ます。 


A 警告 

タイヤホルダーがホイールの内側に 
確実にかかっていることを確認して 
ください。応急用スペアタイヤが落 
下して、事故を起こすおそれがあり 
ます。 

► ぶイールレンチ③をさらに反時計回 
りにまねしまず。 

応急用スペアタイヤが車体下部に引 
さ込まれてから、上方へ移動しまず。 

► ぶイールレンチ③を、応急用スペア 
タイヤが確実に収納されるまで反時 
計回りにまわした後、ホイールレン 
チとスペアタイヤ取りがし/収納 
用アダプターを取りがしまず。 

A 警告 

応急用スペアタイヤを収納したとさ 
は、グ U ップ①び媛ちを向くようにし 
て、確実に収納されていることを確認 
してください。 

ワイヤーがたるんでいた0確実に収納 
されていないと、応急用スペアタイヤ 
が落下して事故を起こすおそれがあり 
ます。1年に一回は、応急用スペアタ 
イヤが正しい位置に確実に収納され 
ていることを確認してください。 

►アダプター挿入口のカバー(>243 
ぺージ）を取り付けまず。 

► 使用した工具などを収納しまず。 


■化：？ 0 >1 り 




トラブルシニ 



ーテイング 


メーター パネルの表示巧/警告灯 


A 警告 


点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因にな0ます。 


トラブル 


瓦 


IESPI 

または 




(©) 


( 〇 ) BRAKE 


走行中に黄色の 
ASR / ESP ® 表示なび 
点ミ臧ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ASR / ESP ® 表お灯 
び点なずる。 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色の 
ESP ® 警告打、黄色 
の ABS 警告む、ホ 
色のブレーキ警苦な 
び点なしている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

タイヤびグ IJ ップを失いかけているなどしているため、 
ASR 、 ESP ® などび作動している。 

クルーズコント□ールち解除される。 

►周囲の道路や交通状況に合わせて運転してください。 
アクセルペダルを必要し处上に踏み込まないでください。 

V 速度を落として走行してください。 

A 事故のおそれがありまず 

ASR の機能び解除されている。 

► 例がとなる状況（1>164ぺージ）を除き、 ASR オフスイッ 
チ（[>164ぺージ）を押して、 ASR を待機状態にして 
ください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD び故障している。 

ブレーキ時に後輪び早めに□ックずる可能性びある。 
►マルチフアンクションディスプレイの故障/警普六ッ 
セージに従ってください（|>2己7ページ）。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみ和かに安 
全に停車してください。 

►走行しないでください。 

V 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


se — り 


























トラブル 


I ESP I 

または 


A 


(©) 


(O) BRAKE 


(O) BRAKE 


(©) 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色の 
ESP ⑥警告な、黄色 
の ABS 警告口、ホ 
色のブレーキ警告む 
び点灯している。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告灯び点な 
している。 

警告音ち鳴っている。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告：0び点なずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 EBD の機能び解除されている。 

バツテ IJ 一び充電されていない可能性びある。 

ブレーキ時に後輪び早めに□ツクする可能性びある。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メツ 
セージに従ってください（!>257ぺージ）。 

►周囲の道路や交通状況にミち意しなびら、すみやかに安 
全に停車してください。 

►走行しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液 IJ ヴーブタンクの液量び不足している。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メツ 
セージに従ってください（|>257ぺージ)。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ずみやかにま 
全に停車してください。 

^リヴーブタンクのブレーキ液の液量を点検して<ださ 
し）（1>23日ぺージ）。 

^ブレーキ液の液面びレベルインジケーターの下限 
( MIN ) 下のとさは、絶対に走行しないでください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補 
給してを問題は解消しません。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 

ESP ®、 ASR 、 BAS 、 クルーズコント□-ル/可変スピー 

ド U ミツターの機能を解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 

いため、そのため、急ブレーキ時などにタイヤび□ツク 

ずる可能性びある。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メツ 
セージに従ってください0253ぺージ)。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


se — り 




































トラブルシニ 



トラブル 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

システムの自己診酣び完了していないため、一時的に 
ABS び作動しない状態になっている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

►約 20 km / h を超える程度の速度で短い距離を走行して 
<ださい。 

六ッセージび消えれば、 ABS は作動でをる状態になり 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び觸除されている。バッテ 
I 」一び巧電されていない可能性びある。 

ブレーキは通萬通り作動するび、 A 目 S は作動しない。そ 
のため、急ブレーキ時などにタイヤび□ックずる可能性 
びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP ® の機能び解除されている。 

クルーズコント□ー ル/可変 スピー ド US ッ ターの 機能 
ち解除されてし)る。 

車両操縦性や走行安定性を確保することびでさない。ェ 
ンジン出力び低下ずる可能性びある。 

►マルチファンクションディスプレイの故障/警告六ッ 
セージに従ってください(>253. 2日4ぺージ）。 

^注意して走行してください。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ESP ® の機能び解除されている。 
クルーズ コント □ー ル/可変ス ピー ド US ッ ターの 機能 
ち解除されてし)る。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 

車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでさない。ェ 
ンジン出力び低下する可能性びある。 

^注意して走行してください。 

►ずみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


se — り 















トラブル 


エンジンを始動して 
から約斗秒じ(巧に、 
ホ色の SRS 警苦灯び 
消なしない。または 
消灯した警告灯び再 
度点なする。 


ンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点む 
ずる。 


巧 


音 


ンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告むび点灯 
または点滅している。 


エンジンスイッチを2 
の位置にずるか、エン 


ジンを始動すると、赤 


色のシートベルト警告 
灯び数秒間点滅し、警 
告音ち鳴る。 


その後、警舍なび点む 
に変わる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置に異常びある。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動し 
たり、事故のとさに作動しないおそれびある。 

^注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を費けてください。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料を補給してください。 


燃料タンクび空になっている。 

エンジンびエマージェンシーモードになっている。 

^最寄りのガソ U ンスタンドで燃料を補給してください。 
^エンジン始動操作を3〜4回繰り返してください。 
エマージェンシーモードび解除されまず。車の点検を 
受ける必要はありません。 

じ TF び故障している可能性びある。 

• 晴射制御システム 
• イグニッシ ヨン システム 
• 排気システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエ 
マージェンシーモードになっている可能性びある。 
エンジンの出力び低下ずる可能性びある。 

^ずみ传かにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を寅けて < ださい。 

A けがのおそれびありまず 

運転席の柔員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してください。 
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故障/警告メッセージについて 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 警告 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告少ッセージが表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼすよラな故障や異常が発生した 
場をは内容が確認でさないため、 
ただちに;ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてい 
ます。故障表示の機能は運転者を 
支援する装置でず。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維 
持ずる責任は運転者にあります。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作するとさは、直進時に行なっ 
てください。ステアリングをまわ 
しながら操作ずると、事故を起こす 
おそれがありまず。 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた;>< ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めします。 

特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検整備や修理を行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 

〇 走行ずる前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、一夕一 
パネルの表示口 /警告灯が点口し、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イが表示されることを確認して< 
ださい。 


se — り 
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r ング 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステアリングの E ] またはス 
イッチを押して、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常がある場合は、" 2 ] シ 
ヨウ" のように故障件数が表示され 
ます。 

► ^または^を押して、故障/ 
警告^ッセージを順番に表おさせ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻りまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い;><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解 
決ずるまで、故障/警告^ッセージ 
が繰り返し表示されまず。 

一部の^ ッ セージは車両に記憶され、 
手動で ><ッ セージを呼び出ずことがで 
さまず。 

少ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► ><ッセージが表示されているとさ 
に、ステア I 」ングの mm や 
スイッチ、または U セッ 
トボタンを押しまず。 

※記載の故障/警告メッセージは、取 
扱説明書作成時点のをのです。マルチ 
フアン クシ ヨン ディスプレイの表記な 
どは、予告な<変更-追加されること 
がおります。 


■化：？ 0 >1 り 











ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 臣 S 

A 事故のおそれびありまず 

] ウグョウテ'' 

故障のため、 ABS の機能び觸除されている。同時に ESP ®、 ASR 、 BAS 、 クルー 

テンケン 

ズコント□ール/可変スピードリ=ッターの機能も解除されている。 

ABS などは作動しないび、通萬のブレーキ時の制動力は通常通り確保さ 
れている。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABS 

A 事故のおそれがありまず 

ショウフカノウ 

システムの自己診酣び完了していないなどのため、一時的に ABS び作動 
しない状態になっている。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

►約 20 km / h を超える程度の速度で短い距離を走行してください。 
メッセージび消えれば、 ABS は作動できる状態になります。 

ABS 

A 事故のおそれびありまず 

シヨウフカノウ 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。バッテ1」一び充電され 
ていない可能性びある。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

►注意して走行してください。 

►ただちに;ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ESP 

A 事故のおそれびありまず 

] ウグョウテ'‘ 

故障のため、 ESP ® の機能び解除されている。 

テンケン 

同時にクルーズコント□ール/可変スピードリ S ッターの機能ち解除され 
ている。 

車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでをない。エンジン出力び低下 
ずる可能性びある。 

k 注意して走行してください。 

►ただちに;>< ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 
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故障/警告メッセージ 
テキストメッセージ 


I ^^ 6 —^ 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ESP 

シヨウ7カノウ 

電圧低下のため、 ESP ® の機能び辭除されている。 

同時にクルーズコント□—ル/可変スピード IJS ッターの機能も辭除され 
ている。 

バッテリーび充電されていない可能性びある。 

車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでをない。エンジン出力び低下 
ずる可能性びある。 

► ミち意して走行してください。 

►すみやかに方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

リミッタ- km/h 

可変スピード1」 S ッターで設定した速度び点滅ずる。 

走行速度よりもおい速度で、可変スピード US ッターを設定しよラとして 
いる。 

► 必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

巧蜜スピード1」 S ッターで設定した速度び点滅ずる。 

急な下り坂などで、巧変スピードリ S ッターで設定した速度を超えて走行 
している。 

^必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

リミッタ- km/h 

]1マシタ 

可変スピード US ッターで設定した速度び点滅し、警告音び3回鳴った。 
急な下り坂などで、巧変スピード i 」 S ッターで設定した速度を超え、さら 
に加速している。 

► 必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

ウインタタ仆 

リミット- km/h 

アクセルペダルを踏み、ウィンタータイヤスピード US ッターで設定した 
速度まで加速しよラとしている。 

ウィンタータイヤスピード1」ミッターにより走行速度び制御され、加速し 

な < なった。 

^アクセルペダルをゆるめてください。 


ウィンタータイヤスピード1」 S ッターで設定した速度び点ミ威する。 

急な下り坂などで、ウィンタータイヤスピード US ッターで設定した速度 
を超えて走巧している。 

► 必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

ウインタタ仆 
リミット- km/h 

]1マシタ 

ウィンタータイヤスピード IJS ッターで設定した速度び点滅し、警告音び 

3回鳴った。 

急な下り坂などで、巧変スピード i 」 S ッターで設定した速度を超え、さら 
に加速している。 

^必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

















ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

スラ仆''ル-つ 

アイテイ巧！ 

フ□ントスライディングルーフやリアスライディングルーフび閉じていな 
い状態で、エンジンスイッチを2 U (外の位置にして運転席ドアを開いた。 

^スライディングルーフを閉じてください。 

クル-でコント□-ルト 

リミッタ ] ショウ 

クルーズコント□一 J レまたは可変スピード|」=ッターび故障している。 

►必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

^メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

SRS システム 

] ウシ''ョウテ'‘ 

テンい 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置に異萬びある。エアバッグやシートベルトテンショナーび不 
意に作動したり、事故のとさに作動しない可能性びある。 

►注意して走行してください。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてくだ 
さし、。 
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I 






イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


疆 

] ウシ'‘ヨウテ'' 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ASR またはヒルスタートアシストの臟能び解除されている。 
エンジン出力び低下ずる可能性びある。 


パケン ► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、目 AS の機能び解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、 BAS の機能は作動しない。 


猶 

シヨウ7カノウ 


► ミち意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

電圧ほ下のため、 ASR とヒルスタートアシスト、目 AS の機能び解除され 
ている。バッテリーび充電されていない可能性びある。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 


^を意して走行してください。 


►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


画 

n 。 ワステ 


A 事故のおそれがありまず 

パワーステア U ングび故障している。ステア U ング操作にが常に大きな 
力び必要になる。 


:]ショウ 


だ] 


►注意しなびら六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行して、た 
だちにステア I 」ングの点検を毒けてください。 

オルタネーターの故障または V ベルトの損傷により、バッテリーび充電さ 
れていない。 


/ r ッテリ-/オルタネ-夕 
] ウシ'‘ヨウテ'’ 

テンケン 


^周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに停車してください。 
► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 


►走行しないでくださし、。 

►最寄りのメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくださし)。 

V ベルトが損傷していないとさ： 


U 


►すみやかに方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

A 事故のおそれがありまず 

ブレーキパッドの摩拜び限界に達している。 


アレ-キ A 。 ッド 


] ウシ''ヨウテ''テンケン 


►すみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でブレーキパッドを交 
換してください。 
































トラブルシニ 



ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(①) BRAKE 


7’ レ-キオイル 
] ウシ''ヨウテ'‘テンケソ 


( 〇 ) BRAKE 


EBV 


( 〇 ) BRAKE 


EBV 

] ウグヨウテ'‘ 
テンい 




ENR 

外〕ウニチュウイ 




ENR 

才つ 


A 事故のおそれがありまず 

リヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ただちに停車してください。 

^リヴーブタンクのブレーキ液の液量を点検してください0230ぺ一 
ジ)。 

►ブレーキ液の量びレベルインジケーターの下限 （ MIN ) 下のとさは、 

走行しないでください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題は解 
消しません。 

^分ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため 、 EBD ( EBV ) の機能び解除されている。 

バッテ1」一び充電されていない可能性びある。ブレーキ時に後輪び早めに 
□ックする可能性びある。 

^周囲の道路や交通状況にを意しなびら、ただちに停車してください。 
►走行しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

EBD ( EBV ) び故障している。ブレーキ時に後輪び早めに□ックする巧能 
性びある。 

^周囲の道路や交通状況にを意しなびら、ただちに停車してください。 
►走行しないでください。 

^分ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

走行中の車高び低すぎるか高すぎる。 

車両操縦性や乗りむ地び一時的に悪化する可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

ENR により車高び自動調整されると表示は消えます。 

►表示び消えない場合は、を意して走巧し、ずみやかにメルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてください。エアサスペンションのべ 
□ーズび損傷している可能性びあります。 

バッテ U —び充電されていないか、 ENR 政がの方法で車び上げられたた 
め、 ENR の機能び解除されているか、故障のため、 ENR び作動しない状 
態になっている。 

ENR の自動調整モードび作動しない。車両操綱性や棄りむ地び一時的に 
悪化する可能性びある。 

►約 2 km / h _ LiLL の走行速度で、短い距離を走行してください。自動的に 
自動調整モードに設定されます。 

► メッセージび消えないとさは、注意して走行し、ずみやかにルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受けて ください。 


se — り 



















ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


風 PARK 
/r -キンク'' 


警告音び鳴っている。 

パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 
►パーキングブレーキを解除してください。 


アレ-キ 


カイグヨ！ 


A けがのおそれがありまず 

シートベルトシステムび故障している。 


シ - K '、 ルトシステム 
] ウシ'‘ヨウテ'’ 


►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


テンケン 


レイ朴クスイ 


冷却水の温度び高ずざる。 

^周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに停車してください。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


テイ外シテ 


冷却水の温度び高ずざる。 

山道の走行などで車に過度の負荷を与えた棲すぐにエンジンを停止する 


レイキ枫イ 
レ/\"ルヲテンケン！ 


I アクリ-ナコウカン 


と、エンジンスイッチを2の位置にずるか、エンジンを再始動したとさに 
木 ッセージび表示される。 

^エンジンを始動して、約1分間アイド U ング状態にしてください。 

► y ッセージび消えない場合は、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 

冷却水量び不足している。 

冷却水量び不足しているとさはエンジンを始動しないでください。オー 
バーヒートしてエンジンを損傷ずるおそれびあります。 

V 補給時のま意を参考にしなびら、冷却水を補給してください。 
►通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

エアフィルターの交換時期になっている。 

エアフィルターび巧れている。 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でフィルターカート U ッジを交換 
して < ださし、。 




































ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



エンジンオイル量び十分でないか、エンジンオイルびなくなっている。 
エンジンを損傷するおそれびある。 


1ングンオイルレへ、.ル 
テイ外'：/テ I ングンテイシ！ 


► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみやかに停車してください。 
^エンジンを停止してください。 

^エンジンオイルレベルゲージを使巧して、エンジンオイル量を点検して 
<ださい。 

エンジンオイ J レ量が正常なとさ： 


^ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください 

エンジンオイル量が限界まで減っているとき： 



キ-ヲ]ウカンシテクタ''サイ 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで移送またはけん引してくだ 
さい。 

キーび機能していない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を貴けてください。 


] ウシ''ヨウテ'' 


3 I 燃料の残量び少なくなつている。 

- ► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してくださし、。 

ネンリョウ 

I 」ザ‘-ァ 

わウユヒツヨウ 


ドアカ'' アイテイ巧！ 


ドアやスライディングドア、テールゲートび完全に閉じていない状態で走 
行してし)る。 

^ドアやスライディングドア、テールゲートを閉じてください。 


を 


ウオッ外ェキ 


ウォッシ巾一液量びリザーブタンクの約1/3まで減っている。 
►ウオッシャー液を補給してください。 


レへ''ルヲテンケン！ 





















ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



ヒダ'リ日-ヒムラン T 


左へッドランプ（□-ビーム）び切れている。 
► すみやかに電球を交換してください。 


ヲテンケンシテクダサイ！ 



ランプび自動的に点灯しているときに、ランプスイツチを匹巧の位置に 
したままエンジンスイツチを0の位置にして、運転席ドアを開いた。 


ゾドウテントウ 


► ランプスイッチを[のの位置にするか、エンジンスイッチからキーを 


キ-ヲヌイテクタ''サイ！ 抜いてください。 



ランプスイツチを控回の位置にしたままエンジンスイツチからキーを揣 
さ、運輯席ドアを開いた。 


ランアヲショウトウ！ 


^ランプスイツチを亡を]の位置にしてくださし、。 


1) この例外のメッセージも表示されます。 


車外ランプのいずれかに異萬び発生すると、その箇所び表示されます。 


スイツチやボタンの表示灯/警告灯 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 巧応 

シートヒータースイツチの表示巧び点 
滅している。 

多くの電気装備び使用されているため電圧びほ下してい 
る。シートヒーターび自動的に停止している。 

► IJ ーデイングランプやルームランプなど、必要のない 
電気装備を停止してください。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を 
開始します。 

IJ アデフォツガースイツチの表示灯び 
点滅している。 

多くの電気装備び使用されているため電圧び低下してい 
る。1」アデフォッガーび自動的に停止している。 

► U —デイングランプやルームランプなど、必要のない 
電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフォッガーは使巧でさます。 
































トラブルシニ 



警告音 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラスレ 

盗難防止警報び作動した。 


警告音び鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、助手席ドア 
をエマージェンシーキーで解錠して開いた。 

►キーの解錠ボタン、またはスライディングドア/テー 
ルゲート解錠ボタン、 スライディングドア開閉ボタン 
を押して < ださい。 

または 

^エンジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 

盗難防止警報システムび停止しまず。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください02日3ページ 


警告音び鳴った。 


警告音び鳴った。 


エンジンスイッチを2の位置にする 
か、エンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴る。 


走行速度び約 25 km/h 上になった 
とさに警告音び鳴る。 


ノ（ーキングブレーキを解除しないで走巧している。 

► ノ くーキングブレーキを辭除してください。 

ランプを消なしないでエンジンスイッチからキーを抜き、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを [ T ] にしてください。 

A けがのおそれがありまず 

運転席の棄員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着用してください。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の柔員びシートベルトを着巧してい 
なし、。 

► シートベルトを着用してください。 


se — り 










エンジン 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;><ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にずる 
とスターターモーターの音びずる。 

燃料システムに空気び混入している。 

►エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイッチを0の 
位置に戻して < ださい。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただしエンジン始動を長時間、何度ち巧なラと、バッテ 
IJ 一びあびるおそれびあります。 

数回始動操作を行なってちエンジンび始動しないとさ： 

^メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にずる 
とスターターモーターの音びする。 

燃料残量警告灯び点灯していて、燃料 
計の指針び 0 を示している。 

燃料タンクび空になっている。 

^燃料を補給して<ださい。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にして 
ちスターターモーターの音びしない。 

ノ くッテ U —の電圧び低下しているか、ノてッテ U —びあびっ 
ている可能性びおる。 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください 
0293 ぺージ）。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


バッテリーびあびっているか損傷している。 

►パ' ッテ U — に損傷びないか確認してください。 

►パ'ッテ U —に損傷びないとさは、バッテリーを充電し 
て < ださい。 


スターターモーターが故障している。 

^ ;><ルセデス’ベンツ指定サービスエ場でスターターモー 
ターの点検を寶けてください。 
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トラブル 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

エンジンの回転び滑らかでなく 、ミス 
ファイアも起きてし)る。 

エンジンの電気システムまたは制御システムに異常び 
る。 

k アクセルペダルを踏み過ざないよラに走行してくだ 
さし、。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を黃けて < ださい。 

未燃焼の燃料により、触媒を損傷ずるおそれびあります。 


r オートマチックトランスミッション 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 

トラブル 考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションび正しく変速しオートマチックトランスミッションオイルが減っている。 
ない。 ^ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 

ンス=ッションの点検を受けてください。 

加速性能び悪化している。 トランス=ッションびエマージェンシーモードになって 

トランスミッションび変速しない。 し''る。 

トランスミッションを2速ギアかリバースギアにして走 
行でをる場合びありまず。 

►停車してください。 

^プレーキペダルを踏んで<ださい。 

^セレクターレバーを EE に入れて<ださい。 

^エンジンを停止して<ださい。 

►約1日秒しソ上待ってから、エンジンを再始動します。 

^ブレーキペダルを踏んで<ださい。 

^セレクターレバーを EE に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

^セレクターレバーを EE に入れます。 

1」バース ギアになります。 

^ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンス S ッションの点検を受けてください。 


■化：？ S - 跨 







運転装置 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 


ENR び故障している。停車中に ENR 
スイツチを押してち車高び上下しない。 
ENR スイツチの表示灯び消灯して 
し''る。 


ホ色のパークト□ニックインジケー 
ターだけび点なして約2秒間警告音び 
鳴った。 

その後約2日秒禮にパークト□ニッ 
クび解除され、パークト□ニックオ 
フスイッチの表示灯び点灯し、ホ色 
のパークト□ニックインジケーター 
び消灯した。 


障害物びないのにずベてのパークトロ 
ニックインジケーターび点むずるな 
ど、パークト□ニックインジケーター 
び異萬な接近表示をおしている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ENR のシステムび過熱している。車高の上げ下げを繰り 
返したため、 ENR の機能び解除された。 

►約1分間待ってから、再度 ENR を操作してください。 

電圧低下のため、 ENR の機能び解除されている。バッテ 
U —の電圧びあびっている可能性びある。 

車両操縦性や乗りむ地び悪化ずる可能性びある。 

^エンジンを始動して<ださい。 

^すみやかに方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び解除されている。 
パークト□ニックオフスイッチを巧すと、ホ色のパーク 
卜□ニックインジケーターだけび再び点なして約2秒間 
警告音び鳴る。 

^すみやかに六ルセデス’ベンツ指定サービスエ場でパー 
クト□ニックの点検を費けてください。 


パークト□ニックセンサーび巧れているか、凍結して 
いる。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください([>220 
ぺージ)。 

►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

外部の電波や超音波び干渉している可能性びある。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してく 
ださい018日ぺージ)。 

パークト□ニックセンサーの周囲に取り付けられている 
アクセヴ U —パーツなどび、確実に固定されていない。 

^アクセヴ U —パーツなどび確実に固定されていること 
を確認して < ださい。 












トラブル 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


クルーズコント□ールや可変スピード 
U S ッターび作動しているのに速度の 
設定びでさない。 


マルチフアンクシヨンディスプレイに重要度の高い故障/ 
警告メッセージび表示されているため、設定速度の表示 
びでをない。 


►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従ってください（|>255ページ）。 

► クルーズコント□ールや可変スピードリミッターを辭 
除して < ださい。 


キ— 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因にな0ます。 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

U モコン操作で施錠でをない。 ドアやスライデイングドア、テールゲートび完全に閉じ 

キーの施錠ボタンを押してち方向指示ていない。 


灯び点滅しなし、。 


^ドアやスライディングドア、テールゲートを完全に開 
じてから、再度施錠操作を行なってください。 


セントラル□ッキングシステムび故障している。 

►車内からドアやスライディングドア、テールゲートを 
施錠し、最禮にエマージェンシーキーで助手席ドアを 
施錠してください。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を毒けて < ださい。 















トラブル 


リモコン操作で解錠/施錠でさない。 


キーのボタンを押してを表示なび点滅 
しない。 


キーを紛失した。 


エマージェンシーキーを紛失した。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

^キーの先端を運輯席ドア八ンドルに向け、至近距離か 
ら再度 U モコン操作をしてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

►エマージェンシーキーで助手席ドアを解錠/施錠して 
ください （>292 ぺージ）。 

►キーのいずれかのボタンを押して、表示なび点滅する 
ことを確認してください ( i >51 ページ）。 

表示灯び点滅しないとさは、キーの電池を交換してく 
ださい0290ぺージ)。 

キーび故障している。 

►エマージェンシーキーで助手席ドアを解錠/施錠して 
ください。 

► ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

キーの電池び消耗している。 

►キーの電池を交換して<ださい（>29日ページ）。 

► メルセデス • ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキー 
を無効にしてください。 

^ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告して 
ください。 

►必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 
新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

►ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告して 
ください。 


■か：？？り 


►必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 
新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 
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トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンスイッチびまわらない。 エンジンスイッチからキーを振かずに0の位置で長時間 

放置していた。 

►エンジンスイッチからキーを抜き、再度差し込んでく 
ださい。 

►バッテ I 」一を点検し、必要であれば交換してください。 

^エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

バッテ1」一の電圧びほ下している。 

►シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気 
装備を停止してから再度エンジンスイッチをまわして 
ください。 

それでをエンジンスイッチびまわらないとを： 

►バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

または 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください 
0293ぺージ）。 

または 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

ステア U ング□ックの□ック機構び正しく辭除されてい 

なし、。 

►エンジンスイッチからキーを抜いてから再度差し込み、 
ステアリングを左ちにまわしなびらエンジンスイッチ 
をまわして < ださい。 


■化：？ e - 跨 




へッドランプ/方向指示'打 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

へッドランプの内側び量っている。 

外気の湿度び高くなっている。 

►へッ ドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の量りは取れ 
まず。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び 
浸入している。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場でへッドランプ 
の点検を養けて < ださい。 


ワイパー 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラブル 


ワイノ（一び正し < 作動しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 
ワイパーモーターの作動び停止している。 

►すみやかに停車してください。ま全のため、エンジン 
スイッチからキーを振いて<ださい。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 














トラブルシコ 


269 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーションスイッチをまねして、別のモードを 
選がしてください（[>134ぺージ）。 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点 
検を寅けて < ださい。 


燃料と燃料タンク 


A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧故しまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 

トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 
漏れた燃料に引火したり、爆発ずるおそれがある。 

^ただちにエンジンを停止して<ださい。 

^エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


■化：？ S- 跨 
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八ンクしたとき 


パンクしたとを 


A 警告 

• パンクしたときは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。 
ステアリングをしっかり握って 
徐々に速度を落とし、安全な場所 
に停車してください。 

• 停車したときは、非常点滅灯を点 
滅させて<ださい。また、十分ミ主 
意しながら車の後方に停止表示板 
を置いて < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□-ルを 
失い、事故を起こすおそれがあり 
まず。また、タイヤが異常に過熱 
して、火災が発生ずるおそれがあ 
りまず。 

• タイヤが損傷していたり、タイヤ 
空気圧が高ずぎるか低ずざるとさ 
は、車両操縦性や ブレーキ 時の車 
両特性が変化するため、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

• 摩耗度をいに関わ5ず、標準タイ 
ヤと応急用スペアタイヤ*はかな 
くとを6年に一度は交換して<だ 
さい。応急用スペアタイヤの空気 
圧は定期的に点検してください。 

Q 車速感応ドア□ック055ぺージ） 
を設定した状態で車を押しにり、車 
を持ち上げるとをは、エンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 
車輪び回転ずると車び自動的に施錠 
され、車がに閉め出されるおそれび 
ありまず。 

〇タイヤの修理やタイヤ交換をずる 
とさは、必ず手袋を着用してくだ 
さい。素手で作業を行なラとけび 
をするおそれびありまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


〇タイヤの修理やタイヤ交換をずる 
とさは、エンジンを始動しないで< 
ださい。 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 

►巧全を確保でさる、かたくてずべり 
にくい水平な場所に停車しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず。 

► ステア1」ングを直進の位置にしまず。 
►パーキングブレーキを確実に効かせ 

cK 9 〇 

►セレクタ ーレバーを G 因に入れ 
9 〇 

► ENR 装備車は、自動調整停止モー 
ドに設定しまず（>183ページ）。 

►エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを巧さまず。 

► 周囲の状況にま意しなびら柔員を車 
から降ろして、を全な場所に避難さ 
せまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置< ことび 
法律で義務付けられていまず。 


パンクしたタイヤを修理ずる 
(AMBIENTE long 歷） 

パンクしたタイヤをタイヤフイットで 
修理すると、一時的に走行ずることび 
でさまず。 

タイヤフイットはが気温度び約一 20で 
じ I 上のとさに使用でをまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 警告 

タイヤフイットを取り扱っていると 
き■は、火気や裸火、乂巧、タバコな 
どをお付けないで<ださい。 


A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なわのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってち、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のときはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることができ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せてくださし、。 

◊タイヤの傷が約 4 mm 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;^外に傷がある 

4-0.^ 

切口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常に低かっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場を 
このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、^ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

P 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
ます。 

P タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場をは、ただちに湿らせた巧でホ式 
き取ってください。 


P タイヤフイットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはできません。 

Q タイヤフイットには使用期限があ 
0まず。期限が過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フイットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 

思われるクギまたはネジなどは取り 

除かないで <ださい。 

► タイヤフィットに付属の最高速度表 

示のステッカーをはがし、運転者の 

見やすい場所に貼りまず。 

A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにま意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えて < ださい。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

• タイヤフィットは、子供の手が届 
かない場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないでく 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けてください。 

• タイヤフィットの臭気を暇い込ま 
ないで < ださい。 


I 
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パンクしたタイヤを <彦理ずる 




面 

w * 一り1 

► タイヤ U ペアキットを取り出しまず 
0243ぺージ)。 

►タイヤ U ペアキット収納バッグ 
0243ぺージ）からタイヤフイッ 
卜①を取り出しまず。 

► タイヤフイット①の容器をよく振り 
ます。 

► ま入ホース③のスク U ユー部分を 
タイヤフイット①の容器に取り付 
けまず。 

容器のアル S キヤップび破れまず。 

Q 必ずタイヤフイットの容器を上に 
しに状態でま入ホースを取り付けて 
<ださい。 

► タイヤ U ペアキット収納バッグ巧に 
同旧されているバルブレースを取り 
出します。 



① タイヤフィット 


③ を入ホース 

③ プラグ 

④ バルブ レース 

⑥バルブコア 

⑥バルブ 

► バルブ⑧®キャップを取り外しまず。 

►バルブレース④をバルブコア⑥に 
差し込み、反時計回0にまわして 
バルブ⑧からバルブコア⑥を取り 
外しまず。取り外したパルブコア 
⑥は清潔で乾いた場所に置をまず。 

〇取り外しにパルブコアをミちした 
り、請らしたり、または損傷しない 
よ5にして < ださい。 

&車載されているバルブレースやバルブコ 
アの種類び異なることびあります。 

► ミ主入ホース③先端のプラグ③を外し 
まず。 

► ミ主入ホース③の先端をバルブ⑧に差 
し込みます。 

► タイヤフィット①の容器を逆さにし 
ます。このとさ、タイヤフィットの 
容器びノりレブ⑧より高い位置になる 
よつ I しします。 

►タイヤフィット①の容器を数回絞つ 
て、容器の修理剤をずべてタイヤの 
なかに流し込みまず。 
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► ま入ぶース©をバルブ⑥からがし 
ます。 

►バルブレース④を使い、バルブコア 
©を元通りに取り付けまず。 

〇 バルブコアがミちれていたり、損傷 
しているとさは、予備のバルブコア 
と交換してください。 

► プラグ③を注入ホース®に取り付け 
ます。 

〇 タイヤフイットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて < ださい。 
乾燥すればフイルム状になり、は 
がずことがでさまず。 

► 1日 m ほど車を前後進させまず。 

注入したタイヤフイットがタイヤ全 
体に行さ渡りまず。 

電動エアポンプで空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプが異なりまず。 

A 警告 

使用上のミ主意を記載したステッカー 
び電動エアポンプに貼付してあり 
まず。使用ずる前に内容を確認して 
<ださい。 

►タイヤ U ペアキット収納バッグ 
0243ページ）から電動エアポン 
プを取り出しまず。 


空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 
⑥ エアホース 
⑥空気圧調整 U レブ 

► フラッフ①を開いて電源プラグ③と 
エアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧調整ノ U レブ⑥び閉じているこ 
とを確認しまず。 


空気圧ゲージー体型 



③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 

⑥ エアホース 

⑦ 空気圧調整ボタン 

► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ③とエアホース⑥を取り出しまず。 


I SG!^ 
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パンクしたとき 


► エアホース⑥をホイールのバルブに 
取り付けて、ナットで固定しまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (オフの位置）になっていること 
を確認します。 

►電源プラグ③をライターソケット 
(>185ぺージ）に差し込みまず。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
に空気を送り込みまず。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを作動時間の上限 
を超えて連続して作動させないで< 
ださい。ポンプび過熱して損傷した 
0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。電動エアポンプを 
再び作動させるとさは、ポンプび;ち 
えた状態になっていることを確認し 
て < ださい。 

P 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないで<だ 
さい。 

P 電動 エア ポンフや エアホースは 
作動中に金属部分などび熱< なり 
ます。必ず手袋をして作業してく 
ださい。 


電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しなし、 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、電動エア 
ポンプを取り外しまず。 

► 再度、1 0 m ほど車を前後道させまず。 

を入したタイヤフィットびタイヤ全 
体に行さ;度りまず。 

►再度、電動エアポンプを取り付け 
9 〇 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかな0損傷してい 
ます。それ LiLh 走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださし、。 

空気圧び 1.8 バールに達している 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
まず。 

► 電動エアポンプの電源プラグをライ 
ターソケットからなさまず。 

► ホイールのバルブからエアホースを 
取り外しまず。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► テールゲー トを閉じまず。 
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► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットびタイヤ内に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 

►約10分間走行した後、停車しまず。 

►電動エアポンプのエアホース 
0273ページ）を修理したタイヤ 
のバルブに取り付けて、空気圧ゲー 
ジでタイヤ空気圧を点検しまず。 

A 警告 

空気圧び 1.3 バールな下になつてい 
る場合は、タイヤびかなり損傷してい 
ます。それな上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

タイヤび損傷していたり、タイヤ空 
気圧び高ずぎるか低すざるとさは、 
車両操縦性やブレーキ時の車両特性 
び変化ずるため、事故を起こすおそ 
れびあります。 

► 空気圧び1 .3 y (—ルし U 上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定 
の空気圧は燃料給油フラップを 
開いた車体側に貼付されている夕 
イヤ空気圧ラベルを参照して<だ 
さい。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空 
気を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージの空気圧調整パ'ルブ 
⑧を緩めるか、空気圧調整ボタン 
⑦を押して調整します。 


► 空気圧ゲージ別体型の電動エアポン 
プは、電源プラグ③とエアホース 
⑥を電動エアポンプ巧に収納し、フ 
ラップのを閉じまず。 

► 電動エアポンプをタイヤ U ペアキッ 
卜収納バッグに入れ、運転席シート 
下部の元の位置に戻しまず(>243 
ページ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場まで走行し、パンクしにタイ 
ヤを交換します。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 警告 

タイヤフイットでタイヤを修理し 
た後に走行ずるとさの最高速度は 
80 km / h です。カーブ走行時やブレー 
キ時には特に慎重に運転して<だ 
さい。また、車両操縦性に変化が現 
れることがあります。 


A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
とさは、重い荷物を載せないでくだ 
さい。タイヤの損傷やパンクにつな 
がるおそれがあ0ます。 

9環境 

タイヤフィットの廃棄は、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で行なつ 
て < ださい。 

〇 タイヤフィットは、4年ごとに新 
品と交換して < ださい。 


I 
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応急用スペアタイヤに交換ずる 
(AMBIENTE long) 

パンクしたタイヤを応急用スペアタイ 
ヤに交換ずると、一時的に走行ずるこ 
とがでさまず。 

©AMBIENTE long 政がの車両には応 
急用スペアタイヤは装備されていま 
せん。タイヤ U ペアキットでパン 

■ クしたタイヤを修理して<ださい 
(>270ページ)。 

ホ J OaMBIENTE long には応急用スペア 
AJ タイヤとタイヤリペアキット（>243 
© ぺージ）が装備されていまず。 

I 

^ A 警告 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズが異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合は、走 
行性能が大さ<変化します。ま意 
して走行してください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、でさるだけ早<標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず 80 km / h 似下で走行し 
てください。また、 ASR の機能を 
解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを使用したと 
さは、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で新しい応 
急用スペアタイヤに交換して<だ 
さし、。 


A 警告 

ジャッキアップする前に、必ず ENR 
を自動調整停止モードに設定して、エ 
ンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。自動調整モードのままだと、 
タイヤのサスペンションが伸び、夕 
イヤ交換がでさな<なったり、ジャッ 
キが外れるおそれがあります。また、 
車をジャッキダウンした後に ENR が 
誤作動し、正常な車高を保てなくな 
0まず。 


A 警告 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プずるためだけに設計されてい 
ます。 

• ジャッキサポートし U 外の位置で 
ジャッキアップしないでください。 

また、ジャッキアップする前に、 
ジャッキのプレート部が正しく 
ジャッキポイントに入っているこ 
とを確認してください。 

• ジャッキは、かたくてすべりにくし、 
水平な場所で使用してください。 

• 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、ジャッキアップずる前に、交 
換ずるタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしてく 
ださい。また、パーキングブレー 
キを 解除しないでください。 

• ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、地面から 3 cm じ1内にし 
て < ださい。 
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A 警告 

. 車の下に手や足を入れないでくだ 
さし、。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアやテー 
ルゲートを開閉しないでください。 
車が落下するおそれがありまず。 

• ジャッキに不具をや損傷があると 
きは使用しないでください。 

タイヤ交換の準備 


A 警告 

傾斜おではタイヤを交換しないでく 
ださい。ジャッキび外れると、車に 
挟まれて致命的なけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

► 交換ずるタイヤの巧ち線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用して < ださい。 

► スペアタイヤ取り外し/収納用ア 
ダフター、ジャッキ八ンドル、ホイー 
ルレンチ、ジャッキ、ガイドボルト、 
手袋を車載工具0241ページ）か 
ら取り出しまず。 

► 手袋を着用しまず。 

► 応急用スペアタイヤを取り出しまず 
0243ページ)。 

[I ジャッキアップずる前に柔員や荷 
物を車から降ろし、応急用スペアタ 
イヤを取り外してください。 


ジヤツキアップ 



►ホイールレンチで、交換するタイヤ 
のぶイールボルト （5 本）を約1回 
転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 

Q ホイールレンチを使用ずるとき 
に、ぶイールレンチがぶイールボル 
卜からがれるとけがをしたり、ホ 
イールボルトを損傷することがあり 
まず。じ(下の点に注意してくださし、。 

• ぶイールレンチを確実に差し 
込んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないでください。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 


I 
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パンクしたとき 



A 警告 

ジャッキアップずる前に、必ず ENR 
を自動調整停止モードに設定して、エ 
ンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。自動調整モードのままだと、 
タイヤのサスペンションび伸び、夕 
イヤ交換びでさなくなった0、ジャッ 
キび外れるおそれびありまず。また、 
車をジャッキダウンした後に ENR び 
誤作動し、正常な車高をイ呆てなくな 
0ます。 

► 交換ずるタイヤに近いジャッキサ 
ポー ト①にジャッキの プレー ト部⑧ 
をあてます。 

〇 ジャッキサポート①は前輪の後 
方、後輪の前方のボディ下部4力 
所に設けられていまず。 

► ジヤツキびジヤツキポイントの真下 
にあることを確認しまず。 


► ダイヤル③を手でまわしてジャッキ 
③を伸ばしまず。 

このとさ、ジャッキのプレート部 
⑥びジャッキサポート①に接して、 
ジャッキびぐらつかない程度まで 
ジャッキを伸ばしまず。 

〇 ジャッキ用アダプター④は必要に 
応じて使用してください。 

〇ジャッキの底面び、確実に路面に 
接するよ5に取り付けてください。 



⑥ジャッキ八ンドル 


►ジャッキ八ンドル⑥を 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前に<るよ5 
に取り付けまず。 

P ジャッキ八ンドル⑥は 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前にくるよラ 
に取り付けないと、ジャッキアップ 
でさません。 

►ジャッキ八ンドル⑥を繰り返し操作 
して、タイヤび i せ面から離れるまで 
ジャッキアップしまず。 

ジャッキアップしたとさのタイヤの 
高さび地面から 3 cm じ(内にあるこ 
とを確認してください。 

► 5 本のホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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H ぶイールボルトに砂や泥が付着し 
ないように注意してください。 

H タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの列側を下にしないで<だ 
さい。ホイールに傷が付<おそれが 
ありまず。 

H ぶイールをがしたときは、ぶイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因にな0、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤの取り付け 
A 警告 

• ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強く締め付けないで< 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キが外れるおそれがあります。 

• ホイールボルトに損傷や鏡がある 
とさは交換してください。 

• ネジ山には、決してオイルやグ U 
スを塗布しないでください。ホ 
イールボルトがゆるむおそれがあ 
りまず。 

• ホイール八ブのネジ山が損傷し 
てし'\るとさは、走巧しなし''で、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• ホイールボルトは、ホイールに適 
をした純正品だけを使用してくだ 
さし、。純正品じ(外のホイールボルト 
を使用すると、ホイールが脱落して 
事故を起こずおそれがありまず。 

► 応急用スペアタイヤのぶイールおよ 
び八ブの接を面に砂やミちれがないこ 
とを確認します。 



⑦ガイドボ j レト 


► ホイール八ブの上側のネジ巧にガイ 
ドボルト③を取り付けまず。 

► ガイドボルト©に合わせて、応急用 
スペアタイヤを取り付けまず。 

► 残りの4つのネジ巧にホイールボ 
ルトを取り付け、軽く締め付けます。 

►ガイドボルト③を取りがし、日本目 
のホイールボルトを軽<締め付け 
9 〇 


ジャッキダウン 



⑥ジャッキ八ンドル 


►ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字が見える面が手前に<るよラ 
に取り付けまず。 


I 
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パンクしたとき 


P ジャッキ八ンドルは 、 "AB DOWN " 
の文字が見える面が手前に<るよ5 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 

► ジャッキ八ンドル®を繰り返し操作 
して、ゆつ < りボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 

► ジャッキをがしまず。 


WW 巧 

①-⑥ホイールボルトの締め付け順序 

► 図の順序でホイールボルトを均一に 
締め付けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルク 


ホイールの 種類 

締め付けトルク 

スチールホイール 

約 20 kg-m 
(約200 Nm ) 

軽合金ホイール 

約1 8 kg-m 
(約180 Nm ) 


H ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがぶイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ぶイール 
ボルトを損傷することがありまず。 
下の点にミ主意して < ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んでください。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるようにしながらまわして 
<ださい。 

• パイプを継ぎ足してまわすなど、 
必要上にホイールボルトを締 
め付けないで <ださい。 

〇ホイールボルトは必ず規定の締め 
付けトルクで締め付けて<ださい。 
締め付けトルクび不足しているとボ 
ルトびゆるみ、事故を起こずおそれ 
びありまず。 

。タイヤを交換した後は、ずみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 

► ジャッキを元の状態に戻しまず。 

► 外しにタイヤをラゲッジルーム内に 
収納し、確実に固定しまず。 

► ジャッキと車載工具を元の位置に 
収納しまず。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であれ 
ばタイヤ空気圧を適正な数値に調整 
して < ださい。 

►約 50 km 走行後に、ホイールボル 
卜を規定の締め付けトルクで増し締 
めして < ださい。 




■化：？ 0 >1 り 
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ホイールボルトの締め付け 


A 警告 

タイヤを交換した後は、安全のたが 
し U 下のことを行なって<ださい。車 
のコント□ールを失い、事故を起こず 
おそれがありまず。 

• ホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。ホイールが 
ゆるむおそれがありまず。 

• タイヤ空気圧を点検し、必要であ 
ればタイヤ空気圧を適正な数値に 
調整して < ださい。 

• 約日 Okm 走行後に、ホイールボル 
卜を規定の締め付けトルクで増し 
締めして < ださい。 

• 新品または再塗装したホイールを 
装着した場合は、約1日日 Okm から 
約己000 km 走行した後に、再度ホ 
イールボルトを規定の締め付け卜 
ルクで増し締めしてください。 

• タイヤの回転ち向が指定されてい 
るタイヤは、必ず正しい回転ち向 
にして装着してください。回転方 
向が逆になっていると、車両操縦 
性に影響を与えるおそれがあり 
ます。すみやかに^ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 




ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのランプ類が正し< 
点口することを確認して < ださい。 

電球が切れてランプが点口しないとさ 
は、同規格•同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したランプがずぐに切 
れた場をは、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < ださし、。 

電球の交換はルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
まず。やむを得ずお客様自身で交換ず 
るとさは、 iU 下のま意を守って該当箇 
所の電球を交換して < ださい。 

電球には素手で触れないよラにして< 
ださい。電球の表面にかしでちミちれや 
脂分が付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命が短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用ずるか、パルブの金属部を持 
つよ5にして < ださい。 


■化：？ Q - り 
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電球/ヒューズの交換 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってください。火傷をするおそ 
れがあります。 

• 電球は子供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂ず 
るおそれがありまず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封 
入されているため、電球が熱くなっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取り外さないで<ださい。破 
裂するおそれがあります。 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用し、直接手で電 
球に触れないよラにしてください。 


A 警告 

• エンジンを始動しているとさやエ 
ンジンがかかつているとさ、エン 
ジンスイッチが2の位置のときは、 
バイキセノンへッドランプのバル 
ブソケットや配線に手を触れない 
で<ださい。高電圧の発生部分や 
高温部分があり、それらに触れる 
と非常にち険でず。 

• バイキセノンヘッドランプのバル 
ブ交換は、必ず分ルセデス•ベン 
ッ指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。その他の電球の交換につい 
てち、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に作業を依頼することを 
お勧めします。 


〇ショートを防ぐため、電球を交 
換ずる前にランプを消口して<だ 
さし、。 

D 指定 iu がの電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

H 電球は高温になるため、電球の表 
面に水分や油分が付着ずると切れ 
やす<なりまず。触れたとさは、薄 
めた中性洗剤を含ませた柔らかい巧 
で電球をよ< J 式いて < ださい。 

D マルチファンクションデイスプ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告^ッ セージが 表示されたとさは 
([>26日ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

〇 Li (下のランプの交換は、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で行= 
なって< ださしん 

• ドアミラー方向指示灯 
• 八イマウントブレーキランプ 
• バイキセノンへッドランプ 
• 1」アルームランプ 

• 足元とルーフライニング部のア 
ンビエントランプ 

Oled ランプの交換はユニット交換 
となり、切れにランプを単品で交 
換ずることはできません。 LED ラ 
ンプの交換は、メルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で行なって< 
ださい。 

〇 1」アフォグランプはち側のみでず。 


■化：？ 0 >1 り 





電球の位置と種類 




ランプ 

ワット数 

① 

ドア S ラー 
方向指示灯 

LED 

⑤ 

車幅灯- 

パーキングランプ 

21 W / 5 W 

⑤ 

フ□ント 
方向指示灯 

21 W (黄色） 

@ 

八□ゲンへツドラ 
ンプ装備車： 

フオグランプ 

55 W ( H 7) 


キセノンへツドラ 
ンプ装備車： 

フオグランプ/ 
コーナ 1」ングラ 
ンプ 

55 W ( H 7) 

⑤ 

八□ゲンへツドラ 
ンプ装備車： 

へツドランプ 

1上向さ） 

55 W ( H 7) 


ランプ 

ワット数 

@八□ゲンヘッドラ 
ンプ装備車： 

55 W ( H 7) 

へッドランプ 
(下向さ） 


キセノンへッドラ 
ンプ装備車： 

35 W ( D 1 S ) 

へッドランプ（上 
向さ/下向さ） 





ランプ 

ワット数 

① 

八イマウント 
ブレーキランプ 

LED 

⑤ 

ブレーキランプ/ 
テールランプ • 
パーキングランプ 

21 W / 5 W 

⑤ 

U ァ方向指示灯 

21 W (黄色） 

④ 

パックランプ 

21 W 

⑤ 

1」アフォグランプ 
(も側のみ） 

21 W 

④ 

ライセンスランプ 

5 W 


〇電球を交換ずるとさは、実際に車 
両に装着されている電球の規格を確 
認して < ださい。 
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電球/ヒューズの交換 


ヒューズの交換 _ 

電気装備び作動しないとさはヒューズ 

び切れていることび考えられまず。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 

ズを交換してください。 

ヒューズー覧は0286ページ）をご 

覧< ださい。 

A 警告 

• 規格や容量の異なるヒューズや改 
造や修理をしたヒューズを使用し 
ないでください。電気回路に負荷 
びかかり、火災の原因にな0ます。 
ヒューズ切れの原因の点検や修理 
はメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に作業を巧頼してください。 

• メインヒューズボックスの中にエ 
具を置いたり、工具を落とさない 
でください。メインヒューズボッ 
クスの中にはバッテ U —の货端モ 
びあ0、ショートして火がび発生す 
るおそれびあります。 

P ヒューズを点検しにり、交換ずる 
とさは、ずべての電気装備を停止 
して、セレクターレバーを [ E に 
入れ、エンジンスイッチひらキーを 
巧いてください。 

B 自動車電話やテレビなど、電気を 
使用するアクセサ U —を使用ずると 
さは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に相談してください。 


下のよ5なとさは、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してをすぐに切 
れるとを 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとき 

。エンジンルーム巧から車内への 
外気の侵入を防ぐために、メイン 
ヒューズボックスのカバーは常に閉 
じておいてください。水分の浸入や 
ほこり、湿気の侵入による電気系の 
故障を防ぐことにちなりまず。 


■化：？ 0 >1 り 











メインヒューズボックス 


補助ヒューズボックス 



メインヒューズボックス 


メインヒューズボックスはエンジン 
ルーム内の向かってち側にありまず 
(>227 ぺージ）。 

メインヒューズボックスを開く 

► 電気装備をずべて停止しまず。 
►パーキングブレーキを効かせまず。 
►セレクターレバーを [ E に入れ 
ます。 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 




③補助ヒューズボックス 


補助ヒューズボックス③は助手席シー 
卜下部にありまず。 


► ボンネットを開さまず。 

►メインヒューズボックスの4力所 
のノブ①をそれぞれ矢印の方向にス 
ライドしまず。 

► カバー③を手前に引きなびら取り外 
します。 

メインヒューズボックスを閉じる 

►カバー③を持ち、メインヒューズ 
ボックスの上に降ろしまず。 

►メインヒューズボックスの4力所 
のノブ①をそれぞれ矢印と反対の方 
向にスライドしまず。 


補助ヒューズボックスを開く 

► 電気装備をずべて停止しまず。 
►パーキングブレーキを効かせまず。 
►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

►ク U ップ①を反時計回りにまわし、 
カバー③を開きまず。 
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電球/ヒューズの交換 


ヒューズを交換ずる 


► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► ヒューズ U ムーバーを使用して該 
当するヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検して、む線部び切れ 
ている（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換しまず。 

&ヒューズ1」ムーバーは装備されないこと 
びあ0ます。 


t ユー ふ —見 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
がありまず。 



①インヒューズブ□ック 
© ヒューズ F 4 
@ヒューズ F 5 
® ヒューズ FI 
⑥ヒューズブ□ック F 34 
愈ヒューズブ□ック F 35 
©バッテリー®端モ 


■化：？ 0 >1 り 



























ヒューズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

1 

30A 

フ n ントワイ パー 

2 

1己 A 

ホーン 

3 

己 A 

ブレーキランプ 

斗 

7.己 A 

ヒーター 

5 

己 A 

設断用ソケット、ヘッドラ 
ンプスイッチ、方ーターパ 
ネル 

6 

己 A 

エンジンコント□ールユ 
ニット 

7 

30A 

U ァヮィ パー 

8 

10A 

夕ーミナル87 (1) 

9 

1己 A 

ター S ナル87 (2) 

10 

10A 

夕 一S ナル87 (3) 

11 

7.日 A 

ター S ナル 30Z エンジン 

12 

30A 

IJ アデフォッ ガー 

13 

7.5A 

イグニッション□ック/イ 
ンストル；>^ントパネル 

1 斗 

7.日 A 

ブレーキシステム 

15 

己 A 

へッドランプ照射角度調整 


ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

16 

2曰 A 

スターター 

17 

15A 

燃料ポンプ 

18 

15A 

ライター/グ□ーブボック 
スランプ 

19 

5A 

オーディオ 

20 

未使用 

21 

7.日 A 

オートマチックトランス 
S ッシヨン 

22 

未使用 

23 

1日 A 

コント□—ルユニット 

24 

己 A 

ルーム S ラー（サイドビュー 
力;ラディスプレイ） 

25 

未使用 

26 

未使用 

27 

未使用 

28 

1日 A 

ター S ナル87、ギアコント 
n —ルモジュール 

29 

己 A 

ヒルスタートアシスト 

30 

7.日 A 

パークト□ニック 


電球/ヒューズの交換 287 


メインヒューズブ□ック、ヒューズ 
F 1、 ヒューズ F 4、 ヒューズ F 5 


















































ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

31 


未使用 

32 


未使用 

33 

1日 A 

コント□—ルユニット 

34 


未使用 

35 


未使用 

36 

10 A 

ランバーサボート 

37 

7.5 A 

バニティ S ラー照日月 

38 


未使用 

39 


未使用 

40 

2日 A 

エンジン 

41 

2曰 A 

エンジン 

F 1 

22己 A 

ター S ナル30、電気システ 
ム、オルタネーター 

F 4 

60 A 

ター S ナル3日、エアコンディ 
シヨナーフアン 

F 5 

4日 A 

ター S ナル30、二次エアボ 
ンプ 


ヒューズブ□ック F 34 


ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

21 

5 A 

へッドランプスイッチ、上 
部センターコンソール 

22 


未使用 

23 

10 A 

ルームランプ 

24 

7.5 A 

オーバーへッドコント□一 
ルパネル 

25 

2已 A 

スライディングルーフ（リア） 

26 


未使用 

27 

7.5 A 

エアコンディショナー 

28 


未使用 

29 


未使用 

30 

30 A 

シートヒーター 

31 


未使用 

32 


未使用 

33 

10 A 

診断用ソケット 

3斗 


未使用 

35 


未使用 

36 

30 A 

へッドランプウオッシャー 

37 

10 A 

盗難防止警報システム 

38 

2曰 A 

ステア1」ングコラム□ック 

39 

斗日 A 

フ□ント送風ファン 

40 

25 A 

ブレーキシステム 

41 

斗日 A 

ブレーキシステム 

42 


未使用 



-ズの交換 


電球/ 































ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

21 

1曰 A 

12 V 電源ソケット（ヴード 
シート左側） 

22 


未使巧 

23 


未使用 

24 


未使巧 

25 

30 A 

運転席シート 

26 

30 A 

助手席シート 

27 

30 A 

電動デュアルスライディン 
グドア（左） 

28 

30 A 

電動デュアルスライディン 
グドア（ち） 

29 

30 A 

U ア送風フアン 

30 

40 A 

エアサスペンシヨンシステム 

31 


未使用 

32 


未使巧 

33 


未使用 

34 


未使巧 

35 


未使用 

36 


未使巧 

37 

己 A 

IJ アエアコンディシヨ ナー 

38 


未使巧 


ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

39 


未使用 

斗0 

15 A 

12 V 電源ソケット（ラゲッ 
ジルームむ側） 

斗1 


未使用 

斗2 


未使用 



補助ヒューズボックス 



化 

4J 

S 

I 

り 


ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

F 6 

8日 A 

SAM-SRB 

1 

25 A 

ドアコントロールユニット 
(左） 

2 

25 A 

ドアコント□ールユニット 
(も） 

3 


未使用 

斗 


未使用 

5 

15 A 

12 V 電源ソケット（運転席 
シート足元） 
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キーの電池交換 


ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

6 


未使用 

7 


未使用 

8 


未使用 

9 


未使用 

10 


未使用 

11 


未使用 

12 


未使用 

13 

20 A 

オーディオ 

14 


未使用 

15 


未使用 

16 


未使用 

17 


未使用 

18 

25 A 

オーバーへッドコント□一 
ルパネル/スライディング 
ルーフ 


キーの電池交換 


U モコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。^ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
賢が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9 環境 

電池を家庭用づ S として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質が含まれてし'\まず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄して < ださい。 


キーの電池を点検ずる _ 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

〇 キーの表示灯び一回点滅ずれば電 
池は正甫でず。 

キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージ エンシーキーで助手席ドアを 
解綻/施綻でさまず （0292 ペー 
ジ）。 


■化：？ 6— り 
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電池の交換手順 _ 

U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 





►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェンシー キー ⑤ 
を巧を取りまず。 



► エマージてンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー®を押さえないよ5 
にして<ださい。カバーび浮を上び 
りません。 



柱 ^ ott" 

► カバー⑤を取り外しまず。 

► 電池側び下になるようにキーを手の 
上に乗せて、電ミ也④び外れるまで 
キーを軽 < たたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ 
5にして、新しい電池を取り付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 

〇 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジてン シー キー⑤をキーに 
収納しまず。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認しまず。 


■化：？ S - り 
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こンシーキーでの解綻/施綻 


エマー ジェン シーキー での解錠/ 
飽錠 


U モコン操作で車両を解錠/施錠で 
さないとさは、エマージェンシーキー 
で助手席ドアを解錠/施錠でさまず。 


助手席ドアの解錠/施錠 



►ストッパー①を矢印の方向に押しな 
びら、 エマー ジェンシー キー ③を 
キーから引さ巧をまず。 



③ 解錠位置 

④ 施錠位置 


解綻ずる 

► エマー ジェンシーキーを助手席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込みまず。 

► 解淀位置⑤にまわしまず。 

□ックノブび上びり、助手席ドアび 
解綻されます。 

施綻ずる 

► エマージェンシーキーを助手席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込みまず。 

► 施湿位置④にまわしまず。 

□ックノブび下びり、助手席ドアび 
施錠されます。 

Q エマージェンシーキーで助手席ド 
アを解綻/施綻してを、イ也のドア、 
テールゲートは解錠/施錠されま 
せん。 

〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施淀した後に 、X 
マージてン シー キーで助手席ドアを 
解綻して開くと、盗難防止警報シス 
テムび作動しまず。警報を停止ずる 
には、エンジンスイッチにキーを差 
し込むか、キーの解錠ボタンまたは 
スライディングドア/ テールゲー 
卜解綻ボタン、スライディングドア 
開閉ボタンを押しまず。 

〇 運転席ドアにはキーシ U ンダーは 
ありません。 


■か：？ 6— り 
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\’ーキング□ック①解除 


セレクターレバーを LPJ から動かせ 
ないとさは、(下の方法で動かずこと 
びでさまず。この作業は、でさるだけ 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に依頼してください。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


J (—キング □ ックを解除ずる 



① カバー 


►カバー①の上部を手前に引いて、力 
パーを 取り外しまず。 



► □ック解除ボタン③を押しなびら、 
セレクターレバーを動かしまず。 


バッテリーびあびったとを/けん引 


他車のパッテリーを電源として始 

動ずる _ 

バッテ U —の電圧が低下し、エンジン 
の始動が困難なとさは、ブースターケー 
ブルを使用して他車のノ（ッテ U —を電 
源として始動ずることがでさまず。ブー 
スターケーブルは、十分な容量と太さ 
のあるケーブルを使用して<ださい。 

他 車のバッテ U —と ブースターケーブ 
ルを接続するときは、エンジンルーム 
の向かってち側にある©端テと、><イ 
ンヒューズボックス上のカバー下にあ 
る@端テに接続しまず。 

A 警告 

• 作業を始める前に必ずし U 降に記 
載ずる説明を読んでください。説 
明を守らないと、電気装備を損傷 
したり、バッテリーが爆発してけ 
がをするおそれがお0ます。 

• 助手席シート下部にあるバッテ 
リーに、直接ブースターケーブル 
を接続しないでください。ショー 
卜して火災が発生ずるおそれがあ 
ります。 

. 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテリー 
をのぞさ込まないで < ださい。 
万一爆発したとさに、けがをず 
るおそれがあ0ます。 

• 他車のバッテリーを電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
傾けないでください。バッテリー 
が爆発してけがをするおそれが 
お0ます。 


■化：？ S - り 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


A 警告 

他車のバッテ1」一を電源としてエン 
ジンを始動しているとさは、ガスび 
発生し、爆発の原因になります。火 
気や棵乂、火巧、タバコなどを近付け 
ないでください。バッテ U —を取り扱 
ラとさは、ま全にを意し、保護対策を 
取って < ださし、。 

〇エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。エンジンを始動でさたと 
さを、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場でバッテ1」一の 
点検を受けてください。 

〇エンジンや触媒装置び暖まってい 
るとをは、化車のバッテ U —を電源 
としてエンジンを始動しないで<だ 
ごい。 

〇バッテ U —液び凍結しているとさ 
は、エンジン始動操作を行なわない 
でください。必ずバッテ U —液を解 
凍してからエンジンを始動してくだ 
さい。 

[I ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は使用しないでください。 

Q ブースター ケーブルびエンジン 
フアンや V ベルトに巻さ込まれない 
よ5にして < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに、バッテ U — に関する故障/ 
警告メッセージび表おされたとさは 
([>256ページ）をご覧ください。 


エンジン始動の方法 


►バッテ U - 電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意しまず。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

►パーキングブレーキを効かせ、セレ 
クターレバーを EF ] に入れまず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず 
(エンジンスイッチを0の位置にし 
ます）。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
9 〇 


► ボンネットを開さまず。 



► メインヒューズボックス上の货端モ 
カバー①を開きまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 自車の货端モ⑥からキャップを取り 
外します。 


► 救援車のバッテ U —の©端子③の 
カバーを取り外しまず。 

► 救援車のバッテ U —の®端モ③にホ 
色ブースターケーブルを接続し、次 
に自車の®端モ⑥にホ色ブース ター 
ケーブ j レの反対側を接続しまず。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —の台端モ③に黒 
色ブースターケーブルを接続し、次 
に自車の台端モ④に黒色ブースター 
ケーブ j レの反対側を接続します。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

〇電気回路を守るため、エンジンび 
始動したら、ただちにエアコンディ 
シヨナーや U アデフォッガーなどの 
電気装備を作動させて<ださい。た 
だし、ランプは点灯ごせないで<だ 
さい。 


ブースターケーブルを取り夕1•ず 

► 自車の台端子④から黒色ブースター 
ケーブルを取り外しまず。 

► 救援車のバッテ U —の台端モ③から 
黒色ブースターケーブルを取り外し 
ます。 

► 自車の货端モ⑥からホ色ブースター 
ケーブルを取り外しまず。 

► 救援車のバッテ U —の货端モ③から 
赤色ブースターケーブルを取り外し 
ます。 

► 自車の货端子⑥にキャップを取り付 
けまず。 

► メインヒューズボックス上の®端子 
カバー①を閉じまず。 

► 救援車の货端モ③にカバーを取り 
付けまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス王 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
ごい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読み < ださい。 

〇急速充電器などを接続してエンジ 
ンを始動しないでください。車の電 
気装備を損傷しまず。 

〇 放電したバッテ1」一液は、約一 
10° C で凍結しまず。凍結している 
とさは、火気をお付けずに 50° Cii ( 
上にならないよ5にパッテ U —全体 
を暖め、バッテ1」一液を解凍してか 
らエンジンを始動して < ださい。 


■化：？ S - り 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


けん引 


A 警告 

• エンジンを停止した状態でけん引 
走行ずるときでも、エンジンスイッ 
チからキーを抜かないでください。 
ステア U ング□ックび作動し、ステ 
ア1」ング操作びでさなくな0ます。 

• エンジンびかかっていないとさは、 
ブレーキやステア1」ングの操作に、 
非常に大さな力び必要にな0ます。 

Q けん引はできるだけ避けてくだ 
さい。自走でさないときは、専門業 
者に依頼して車両運搬車で搬送して 
<ださい。 

Q -般道では 30 krn/h 下の速度 
で、距離は日 0 km Li (内に限り、けん 
引走行ずることがでさまず。距離が 
50 km を超えるときやトランスミッ 
シヨンを損傷しているときは、リア 
をつり上げてけん引ずるか、車両運 
搬車などを使用して4輪を持ち上 
げた状態で搬送して < ださい。 

〇長い坂道や急な坂道を下るとさは 
けん引を避け、車両運搬車を使用し 
て < ださい。 

Q けん引フックに大さな衝撃が加 
わるよラなけん引をしないで<だ 
さい。取り付け部が変あし、損傷ず 
るおそれがありまず。 


H けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください。車 
輪が回転ずると車が自動的に施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれがあ 
りまず。 

Q けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、(下の点にミ主意して< 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで<ださい。車を損傷ず 
るおそれがありまず。 

• □ープの長さは日 mLU 内とし、 
□ープの中央に白な (30 cm X 
30 cm 上）を付けて2台の車 
が□ープでつながれていること 
を周囲に明示して < ださい。 

• □ープは両車とちでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
ように前車のブレーキランプに 
ま意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 

U やむを得ず、他車にけん引してち 
らうとさは政降に記載ずる説明に 
従って < ださい。 
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けん引フックの取り巧け位置 


フ□ントのけん引フック 



フ□ントバンパーの向かって左側に 
ありまず。 


けん引フックを取り付ける 

►カバー①のマーク部を押して、力 
バーを がしまず。 

► 車載工具(>241ページ）から、けん 
引フックとぶイールレンチを取り出 
します。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、停止ずるまで手で締め込 
みます。 

►さらに、ぶイールレンチの柄の部分 
をけん引フックのリング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 


けん引フックを取りがず 

► 車載工具からホイールレンチを取り 
出しまず。 

► ホイールレンチの柄の部分をフック 
の U ング部分に入れて反時計回0に 
まわし、けん引フックをゆるめまず。 

► けん引フックを取りがしまず。 

► カバー①の左側をフ□ントバン 
パーに 差し込み、次にカバーのち側 
を押し込んで固定しまず。 

► けん引フックとぶイールレンチを車 
載工具に収納しまず。 


リアのけん引フック 



U アのけん引フック①は車体後部ち 
下にありまず。 


けん引されるとを 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► けん引ずる距離が約 50 km 下の 
とさは、セレクターレバーを CE 
に入れまず。 

► けん引ずる距離が約 50 km を超え 
るときは、プ□ペラシャフトをがし 
ます。 


■化：？ Q >- り 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


A 警告 

プ□ペラシャフトを外すとさは、プ 
□ペラシャフトを落としてけがをし 
ないよラにミ主意してください。プ〇 
ペラシャフトを外す前に、他の人に 
手伝ってもらラか、プ□ペラシャフ 
卜を支えて、落下しないよラに固定 
してください。 

〇プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナットを使用して< 
ださい。 

詳し<は、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

めかるみか5けん引ずるとを 

姑かるみに埋まって動けなくなったと 
さは、下の点にミ主意してけん引して 
<ださい。 

• 車を急激に引き出したり、斜めに引 
さ出さないで<ださい。車体を損 
傷するおそれがありまず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絕对にトレーラーを接続したま 
ま車を弓 I さ出さないで < ださい。 

この場合はトレーラーをがし、車両 
後部のトレーラーカップ U ングを引 
くようにして、できるだけ走行して 
さたわだちにおって後方へ引さ出し 
て < ださい。 


けん引時の注意 


トランスミッションび損傷している 
とを 

A 警告 

プ□ペラシャフトを外すとさは、プ 
□ペラシャフトを落としてけがをし 
ないよラに注意してください。プ〇 
ペラシャフトを外ず前に、他の人に 
手伝ってをらラか、プ□ペラシャフ 
卜を支えて、落下しないよラに固定 
して < ださい。 

► プ□ペラシャフトをがしてけん引し 
て < ださい。 

〇プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナットを使用して< 
ださい。 

詳しくは、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

フ□ントアクスルび損傷しているとを 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
9 〇 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
ます。 

リアアクスルび損傷しているとを 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
cA 9 〇 

► リアアクスルを上げてけん引しまず。 


■化：？ 0 >1 り 






バッテリーがあがったとを/けん引 


299 


。フ□ントまたはリアをつり上げて 
けん引ずるときは、必ずエンジンス 
イッチを0の位置にして<ださい。 
ESP ® が作動して接地している車輪 
にブレーキがかか0まず。また、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

バッテリーびあびっているとさや電気 
装備が故障しているとを 

バッテリーがあがっているとさや電気 
装備が故障しているときは、セレク 
ターレ バーを [ E から動かせな<な 
りまず。セレクターレバーを rm に 
入れるときは、パーキング□ックを解 
除するか、他車のバッテ U —を電源と 
した始動を試みて < ださし、。 

自走でさないとさは、専門業者に依頼 
して車両運搬車で搬送して < ださい。 

車両を運搬ずる 


けん引フックは車両運搬車に車を積 

載するときにち使用できまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みながらセ 
レク ターレパーを m に入れます。 

P 車両運搬車に積載して車両を固 
定するとさは、固定□ープをけん引 
フックかぶイール、またはホイール 
リムにかけてください。ヴスペン 
ショ ンやみン )(一部にかけると車体 
を損傷するおそれがありまず。 


I 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走行系統に使用す 
る部品には、純正部品似外のちのを使 
用しないでください。事故や故障の原 
因になりまず。 


Q 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にち悪影響を与えるおそ 
れがあ0まず。 

D 車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとさは、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着方法などが 
適切でないと、車の電モ制御部品 
に悪影響をちえるおそれがあり 
ます。また、電気配線を間違える 
と、火災や故障の原因にな0まず。 

Q ウインドウに透明な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤がレン 
ズとして作用して、火災が発生ずる 
おそれがあ0まず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

-エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インストルントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 

• B ピラーのフ□アパネル付近 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 


〇 純正部品(がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


■み—も5—ゎ 
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ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号は図の箇所に 
記されていまず。 



① ニューカー プ レー ト 
③車台番号 
③エンジンま号 

ニューカープレート 



助手席側の B ピラー下部に、車台ま号 
び記載されにニューカープレート①び 
貼付されています。 



車台ま号を確認ずる 

► エンジンルーム上部にあるフイル 
ターカバー④を取り外しまず。 

車台ま号③び確認でをまず。 


エンジン番号 

エンジンブ□ックに、エンジンま号③ 
び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


■れふ51.4 
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車両データ 


車両データ 


タイヤ空気圧 

A 警告 

-空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれが 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすぎないでく 
ださい。空気を入れすぎたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやす<な 
ります。また、車両操縦性に悪影 
響をおよぼすおそれがありまず。 

Q タイヤとぶイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用して < だ 
さい。詳しくは;><ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 ABS や ESP ® などの装備は、 
純正品および承認された製品を使 
用することで効果が発揮されまず。 


タイヤサイズや乗車人数、荷物の量に 
応じて、前輪と後輪、応急用スペアタ 
イヤ*の空気圧を調整して<ださい。 

単位は rkPa (100 kPa =1 ba 「)」 また 
は 「bar ( = kg / cm 2)」 と 「 psi 」 で 
表示してし''まず。 


COLD TIRES 


205/65 R 16 C 

225/65 R 16 C 


225/60 R 16 RF 
225/55 R 17 RF 101 H 


225/55 R 17 RF 101 V 
245/45 R 18 RFMO 100 W 


IB 燃 i お m 圆 EH 

团田 


画团 I 




タイヤ空気圧ラベル〔耐荷重101 H 政下のタイ 
ヤび裳着されている車両） 

耐荷重101 H (下のタイヤが装着され 
ているとさは、上記の空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 


LUFTDRUCK PRESSURE 

PUR KALTE REIPEN FOR COLD TIRES 

PRESSION PRI 

DES PNEUS FROIDS PNEl 


I Warme Reifen bis 
Warm tire up to 
Neum'ticos calientes 


PRESION 

NEUMATICOS FRIOS 


PRESAO 

PNEUS FRIOS 



2,3bar2.6bar 2,3bar3,0bar 

33psi 細 psi 33psi 44psi 


①タイヤ空気圧ラベル 

燃料給油フラップを開いた車体側に、 
タイヤ空気圧ラベル①が貼付してあり 
ます。 


タイヤ空気圧ラベル〔耐荷重1日 2 H 上のタイ 
ヤび裳着されている車両） 

耐荷重1 02 H (上のタイヤが装着され 
ているとさは、上記の空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 


K タイヤ空気圧ラベルは車種により異なることびあります。 
オプションや仕様により、異なる装備です。 
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①3名の乗員/かしの荷物 

⑤日名の乗員/を < の荷物 

タイヤ空気圧ラベル内の上記イラスト 

は、乗車人数および荷物の量の参考 

です。車両の状態に合わせて調整して 

<ださい。 

〇装着した各タイヤの空気圧の差 
は、約 lOkPaliTF にしてくださし、。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず行なっ 
て < ださい。 

〇 タイヤ空気圧、および車両に貼付 
されるタイヤ空気圧ラベルは予告な 
<変更されることがありまず。必ず 
タイヤ空気圧ラベルを確認して、空 
気圧を調整して < ださい。 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 30 kPa ほど空気圧が高くな 
ります。空気圧はタイヤがをえてい 
るとさに測定して < ださい。 


〇 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約 lOkPa 変化し 
ます。タイヤ空気圧を点検するとさ 
は周囲の気温 I しま意してぐたさい。 

9 環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料をを計に消費します。 


■れふ5—ゎ 







タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

205/65 R 16 

6 .引 X 16 

60 mm 

スチール 


O タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


ホイールボルトの締め付けトルク 


ホイール材質 

締め付けトルク 

スチールホイール 

約 20 kg-m 
(約200 Nm ) 

軽合金ホイール 

約1 8 kg-m 
(約180 Nm ) 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

205/65 R 16 

6.引 X 16 

60 mm 

スチールまたは軽合金 

225/60 R 16 

6.引 X 16 

60 mm 

スチールまたは輕合金 

225/55 R 1 7 

7 J X 17 

56 mm 

軽合金 

245/45 R 18 

7.引 X 18 

56 mm 

輕合金 

245/45 R 19 

8 J X 19 

56.5 mm 

軽合金 


応急用スペアタイヤ* 
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タイヤサイズ 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

ホイール材質 

V 350 

22已 /55 R 1 7 

7 J X 17 

56 mm 

軽合金 

V 350 アバンギャルド 
EDITION 125 

24已 /45 R 19 

8 J X 19 

56.5 mm 

軽合金 


オプションまたは仕様により、下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 


み —. mKJIIA 


《上記の数値は取扱説明書作成時点のちのであり、予告なく変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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積載巧物の制限重量 


ルーフレール 100 kg 
A 警告 

-ルーフレールにルーフラックやアタッチメントを取り付けるときは、製品に添 
付の取扱説明書に従ってください。取り付けちを誤ると、乗員がけがをしたり、 
事故の原因になります。 

-ルーフレールの最大積載量を超えないよラに注意してください。また、ルーフ 
に荷物を積んでいるとさは、車の重む位置が変化し、走行安定性に影響を与え 
まず。運転するときは十分注意してください。 

〇 ルーフレールの制限重量には、ルーフラックやアタッチントの重量ち含 
まれます。 

© TREND にはルーフレールは 装備されません。 


オイル-液類 


容量 

備考 

エンジンオイル 

約 9.5 e 

オイルフィルター分を含む 

燃料 

約 75.0 G 

警告灯点灯時の残量 

約 9.0 e 

をが水 

約 10.6 e 

水に純正不凍液をミ畳ぜて使用 

濃度にま意0215ページ） 

ウォッシャー液 

約 4.0 e 

ヘッドランプウォッシャー装備車 

約 7.0 e 


■もふ5—ゎ 

















巧象モデル 


V 350 TREND 

V 350 AMBIENTE 

V 350 AMBIENTE long 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

X• この取扱説明書の内容は、 2011 年 09 月現在のわのでず。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ日本株式会社 


干1 06-8 已06東京都港区六本木 一 T 目9蚕9号巧本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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